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「あーあ、つっまんねーの。早く春休みになんねーかな」


　日曜の夜。


　ソファーの上に行ぎよう儀ぎ悪くごろんと寝ね転ころがり、リフティングの要領でクッションをぽんぽんと蹴け飛とばしていた水みな瀬せ和かず音ねが不満そうにぐずる。


「冬期休きゆう暇かが終わってまだ一週間だぞ。春休みはまだまだ先。いつまでも休み気分でだらけてるんじゃない」


　この一週間でなんども聞かされ、聞き飽あきたぐずりに、鳴なる瀬せ文もん人どはいつもと同じ返事を返した。


　すると、「うっせーよ。文人のばーか」と、やっぱり聞き飽きたフレーズが返ってくる。


（なんで、こう口が悪いんだ）


　純じゆん粋すいな日本人でありながら、和音は瞳ひとみも髪かみも色素が薄うすい。


　国こく籍せき不明な雰ふん囲い気きを漂ただよわせるその顔も非常に繊せん細さいな造りで、無表情でいればまるで高価な等身大の人形のように見えるほどなのだが、生あい憎にくと中身がまずかった。


　和音は、我が儘まま、気まま、自分勝手な乱暴者なのだ。


　その表情も気ままな感情に合わせて万まん華げ鏡きようのようにコロコロ変わるから、鑑かん賞しようの対象としては少しばかり不適切だと言える。


　もっとも文人は、困ったことに、そんな厄やつ介かいな性質を全部ひっくるめて和音に惚ほれていた。


　だが、だからといって、全面的になんでも言うことを聞いてやるほど甘いわけじゃない。


　たまには、「ばーか、ケチ」と悪態をつく和音のふっくらとした赤い唇くちびるをつまんで、ギュウッとひねってやりたい心境に陥おちいることだってあるのだ。


「その言葉、そっくり返すぞ」


　いい加減、代わり映ばえのしないやりとりに飽きていた文人は、洗ったばかりでまだ濡ぬれている伸のび放題の前髪をかき上げると、軽く和音を睨にらんだ、


「和音、おまえ、今回の試験でまた成績下がっただろう？　編入試験のときは上位にギリギリ食い込めそうなレベルだった癖くせに、今じゃその片へん鱗りんもない。このままだと次の休暇には補習組だぞ」


「へーきだよ、そんなの。休暇にあわせて海外旅行に行くとでも言っちまえば、補習受けなくてすむしさ」


　和音は文人のきつい口調を一向に気にせず、ペロリと舌を出した。


「……その場合は大量の課題を渡わたされることになるんだぞ」


「楽勝楽勝。ふたりでやれば、あっという間に終わるって」


（ふたりって……）


　和音の計算にはどうやら文人も入っているらしい。


　補習というシステムの意味を、和音はまったく理解していない。


（罰ばつゲームじゃないんだがな）


「その場しのぎの間に合わせじゃ意味がないだろうが。絶対に手伝わないぞ」


　あきれつつも、文人がきっぱりと断ると、和音はぷっと下唇を尖とがらせた。


「べつに、その場しのぎだっていーじゃねーか」


　ぽんぽんと器用に飛ばしていたクッションを、文人に向けて強く蹴ける。


「駄だ目めだ」


　文人は片手でクッションを受け止めると、和音に歩み寄り腕うでをつかんで引き起こした。


「後あとで後こう悔かいして泣きを見るのはお前だからな」


「うっせーよ。ばーか」


　和音は腕をひかれるまま起き上がり、その勢いのまま立ち上がる。


　いつものようにへそを曲げ、ぷいっと部屋から出て行ってしまうつもりだなと文人は思ったが、予想に反して、和音は自分から文人に顔を近づけると、琥こ珀はく色いろの大きな眼めでじいっと瞳を覗のぞき込んでくる。


「……なんだ？」


「ん？　やっぱ文人の緑色の目、きれーだなーと思って……。髪だって、昔はキラキラしてすっげーきれーだったのに。──なー文人、髪を染めんのやめろよ」


「……高校を卒業したらな。今は駄目だ」


　国籍は日本だが、文人の身体からだに流れる血の四分の三は異国のもの。


　北ほく欧おう系の父親譲ゆずりの容よう貌ぼうに生まれついてしまった文人は、彫ほりの深いノーブルな美貌の持ち主だ。


　その瞳は緑で、髪は銀。


　黙だまって立っているだけで目立ってしまう自分の容姿を、文人本人はあまり重要視しておらず、むしろ目立つことのデメリットにばかり気を取られている。


　その結果、高校に入学してからは髪を黒く染め、家の外では伸ばし放題の前髪で顔の上半分を隠かくし、黒のカラーコンタクトを着用するようになっていた。


　もちろん、そんな小細工をしたところで周囲の人間に、文人の美貌はバレまくっている。


　文人としてもそれは承知の上だった。


　とりあえずパッと見だけでも日本の普ふ通つうの高校生に見えさえすれば、それで充じゆう分ぶんなのだ。


「ケチ」


「ケチで結構。──いい加減ぐずってないで、風ふ呂ろ入って寝ねろ」


「やだよ。寝て起きたら、月曜の朝になっちまうじゃねーか。学校行きたくねー」


　文人につかまれたままだった手を振ふり払はらうと、和音はまたソファーに座り込む。


「寝なくても朝はくる。あきらめろ」


　な？　と少し優やさしげな声でつけ加え、和音の琥珀色の柔やわらかな髪に触ふれる。


　いつもだったら、口答えしつつも、この段階であきらめてくれるのだが、今日の和音はやけに頑がん固こだった。


「いーやーだ」


　子供のように唇を尖らせ、クッションを抱かかえて、ソファーの上にあぐらをかく。


（これは駄目だな）


　文人は思いっきり深くため息をついた。


　最近の和音は、いつもより二割増し程度我が儘で聞き分けがない。


　文人には、その原因に充分すぎるほど心当たりがあった。


　年末年始の二週間に及およぶ冬期休暇の間、ふたりはほとんどの時間をこの家の中で過ごしていた。


　学校のある期間、文人は、我が儘な和音が普通に学校生活を送れるようそれなりに厳しく接しているのだが、この期間だけはそんな縛いましめを解といていた。


　休みの少し前、自分のせいでかなり和音に我が慢まんを強しいなければならない事態に陥ったこともあり、その埋うめ合わせも兼かねて和音が甘えたいだけ甘えさせ、我が儘も可能な限り聞いてやったのだ。


　文人としては、冬期休暇中だけの暫ざん定てい待たい遇ぐうのつもりだったのだが、和音はそんな待遇にすっかり味を占しめてしまったらしい。


　休み明けからこっち、ずうっとこの調子で我が儘を言い続けている。


（失敗した）


　常識完全無視で、自分勝手な和音の性質を甘く見ていた。


　一応、不本意ながらも和音の保護者を自じ認にんしている文人には、勝手にしろと和音をリビングに置き去りにすることもできない。


「仕方ないな」


　ぼそっと文人が呟つぶやくと、和音は、しめたとばかりに、ちらりと上うわ目め遣づかいで文人の様子を窺った。


「明日、学校休む気になった？」


「ならない。──が、仕方ないから一いつ緒しよに寝てやるよ。だから風呂に入ってこい」


　風呂に入らないとベッドに入れないぞ、とつけ加える前に、和音は「やたっ」と勢いよく立ち上がって、バスルームにむかって走って行ってしまった。


「……落ち着きのない」


　同い年だとは到とう底てい思えない和音の言動に、文人は微び苦く笑しようをこぼした。


　文人と和音は、文人が小学四年生のときに引っ越こすまで、隣となり同どう士しの家で暮らしていた幼おさな馴な染じみだ。


　当時から、非常に我が儘ままで自分勝手で傍ぼう若じやく無ぶ人じんだった和音は、すぐに厄介な騒そう動どうを巻き起こした。


　そして、いつも一緒にいた文人は、必然的にその騒動に巻き込まれて収め役を引き受ける羽目になるのだ。


　その関係は、高校二年の秋、和音が文人の通う樹じゆ杏あん学園にいきなり編入してきてからも変わらない。


　だが、変わったことがひとつだけ。


　それは、ただの幼馴染みではなく恋こい人びと同士になってしまったこと。


　子供の頃ころの自分が、和音の自分勝手な行動に振り回されて手痛い迷めい惑わくを被こうむってもしつこく側そばに居続けたのは、和音にとって特別な存在でいたかったから……。


　和音と再会した文人は、そんな幼い日の淡あわい恋心を思い出してしまったのだ。


　なおかつ、成長しても子供じみた我が儘で傍若無人に振る舞まう和音を、可愛かわいいと感じている自分も自覚してしまった。


　その結果、めでたく恋人同士となったわけだが、同時に、文人のマンションに転がり込んできた和音の面めん倒どうを全面的にみるという役目をも引き受けることになる。


　和音の面倒をみることに関して不満はない。


　かつて、和音を甘やかし放題で可愛がってくれていた彼の両親が亡なき今、自分だけが和音を守ってやれるというこの状じよう況きようは、文人にとって悪くなかったから。


　だが、和音が子供じみた行こう為いを平気でやる分だけ、文人はより現実的で冷静でいなければならない。


　厳しく接することで、和音にばかだのケチだのと罵ののしられるのは、如何いかんともしがたいと諦あきらめているのだが、自然に保護者的な立場になってしまうのは少々不満だった。


　和音が恋人としての自分を必要としているのか、保護者としての自分を必要としているのか、いまいち釈しやく然ぜんとしないからだ。


　とりあえず、今の自分が、和音にとって一番大切な存在であることだけは確認できているから、今のところはそれで良しとしているのだが……。


「ああ、そういえばいい加減、和音のことを報告しとかないとな」


　文人は、自分にとっての保護者の存在に思いを至らせた。


　正式に結けつ婚こんすることなく一人で文人を産んで育てた母、文あや華か。


　文人が現在生活しているこのマンションは、ほとんど趣しゆ味みの延長線上でアンティークショップを経営している彼女の、個人的なアンティークコレクションの保管場所として購こう入にゆう・リフォームされた物件だった。


　そして文華は、今は亡き和音の母の親友でもある。


　親友の側で子育てをしたいがために、わざわざ和音の一家が暮らしていた家の隣りん家かを、金にものを言わせて購入した程ほどの親密ぶりだったのだ。


　亡き親友の忘れ形見を居い候そうろうさせることに、文華が反対するなど万が一にもあり得ない。


　そう思っていたから、ついつい和音がこのマンションで暮らしていることを報告しそこねていたのだが。


「さて、今はどこにいるかな」


　年末年始はイギリスの友人の屋や敷しきに滞たい在ざいしていたようだが、その後の消息がわからない。


　都内にある文華経営のアンティークショップの雇やとわれオーナーに確認を取れば、すぐにでも居場所はしれるが、すでに日付が変わったこの時間帯に連れん絡らくを取るのははばかられる。


（まぁ、いいか）


　深夜であろうと早朝であろうと、自分からの電話を文華が迷惑がることはけっしてない。


　一いつ瞬しゆんのためらいの後、文人は文華の趣味で購入されたきらきらしい真しん鍮ちゆうの受話器を取ると、文華の携けい帯たいの番号を押した。


『文人か？』


　回線が通じた瞬間、携帯のディスプレイで通話相手を確認済みらしき文華の嬉うれしそうなアルトの声が、受話器の向こうから聞こえてくる。


「そう。文華さん、今どこ」


『なんだ、知らないで電話したのか。イレギュラーの仕事が入って日本に戻もどってきてるんだ。今は本宅にいる。来週には少し時間が取れそうだから、お前の顔を見に行こうと思ってたところだ』


「こっちに泊とまれるのか？」


『さすがにそれは無理だな。ああ、そうだ。ちょっと頼たのみたいことがあるんだが。おまえ、来週の日曜は暇ひまか？』


「用件によるかな」


『仕事というより、個人的なしがらみの用なんだがな──』


　自分の代わりに、知り合いの家にある骨こつ董とうの皿を買い取って来て欲しいと文華が言う。


「引き受けてもいいが、金額的には大きい取引なんじゃないのか？」


　骨董の取引であるのなら、品の真しん贋がんも確かめねばならないだろうし、雇われ店長の小こ早ばや川かわに頼んだほうが筋が通っている。


　文人がそう指し摘てきすると、文華はちょっと困ったようだった。


「だから、小早川には頼みづらい個人的な用件なんだよ。まぁ、深いことを考えずに、気楽に頼まれてやってくれないか」


　頼むよと言われ、文人は納なつ得とくしていないまま、渋しぶ々しぶうなずいた。


『詳くわしいことや住所なんかは、明日にでもファックスしておくから』


「了りよう解かい。──皿で思い出したんだが、実は文華さんに謝らなきゃならないことがあるんだ」


『まさか、またなにか割ったとか言うんじゃないだろうな？』


「申し訳ない。──実は廊ろう下かに飾かざってあった、李り朝ちよう白磁の壺つぼを……」


『冗じよう談だん…だろう!?』


「いや。残念ながら本当なんだ。悪い」


　文華が悲鳴に近い声をあげる気持ちが、文人にはよくわかる。


　件くだんの白磁の壺は金額的な価値より、歴史的な価値が高い品で、文華のお気に入りだったのだ。


『繕つくろいに出せばなんとかならないか？』


「不可能だと思う」


　なにしろ割れた破は片へんは、その後で故意に何度も踏ふまれているのだ。


　どんな達人であろうと繕うことはできないだろう。


『……そうか』


　文華は長いため息をついた。


『文人、お前、最近おかしいぞ。いったいどうしたっていうんだ？　猫ねこでも飼ってるのか？』


「……猫は、飼ってない」


　動物に喩たとえれば犬より猫だが、和音はどちらかというともっと大型の、猫科の肉食動物っぽいイメージがある。


「人間をひとり面倒みてる。和音なんだが……」


『え、なんだって？』


「和音だ。水瀬和音。美み弥やさんの息むす子こ。覚えてるだろう？」


『覚えてはいるが……だが、そんなはずは……』


　文華は、急に黙だまり込んだ。


　不自然な間に、文人は奇き妙みような胸むな騒さわぎを感じる。


「文華さん？　どうしたんだ。なにか問題でも？」


『……ああ、いや。聞いてなかったから驚おどろいただけだ』


「報告が遅おくれて悪かった。──でも、文華さんも、俺に大事なことをずっと報告し忘れてただろう？」


『なんのことだ？』


「和音の両親の件だ。大事な親友を亡くしたダメージが強すぎて、俺のことまで気が回らなかったのかもしれないが、和音から聞かされたときはさすがに俺もショックだったよ」


『な……にを……。──文人、冗談にしては質たちが悪すぎるぞ』


　いきなり文華は声を硬かたくして怒ど鳴なった。


　文華はどちらかというと短気な性しよう分ぶんだが、正当な理由無くして怒鳴るような理り不ふ尽じんさを持ち合わせてはいない。


　文人は、このいきなりの母の剣けん幕まくに面食らってしまった。


「冗談でこんなことを言う訳ないだろう。俺たちが引っ越こした一年後に事故で亡なくなってるそうだ。和音本人から聞いたんだから、確かな話だ。──まさか、知らなかったのか？」


『……初耳だ。そんな……馬ば鹿かなこと……』


　信じられない、と文華が震ふるえる声で呟つぶやく。


（どういうことだ？）


　文華と和音の母、美弥とは親友同士。


　隣家で暮らしていた時代には、まるで女子高生のように暇さえあれば額を付き合わせておしゃべりしていた。


　文人は、そんなふたりの姿を記き憶おくしていたから、当然のように引っ越した後でもふたりの交流は続いていると思っていたのだが……。


「──文華さん、和音と話すか？」


『和音か……。──あいつ、少しはまともになったか？』


「相変わらずだ。変わってなくてあきれるぐらい」


「じゃあ、やめておこう。お子ちゃまと話しても埒らちがあかないからな」


　いつもは艶つやのあるアルトの声が、震えがちで沈しずんでいる。


　文華は、「知りたいことは自力で調べるさ」と力無く呟くと、別れの挨あい拶さつもないままに通話を切った。








「上がったぞ」


　受話器を置いた姿勢のままで考え事をしていた文人に、上じよう機き嫌げんな和音がドンっと身体からだごとぶつかってくる。


「電話？　誰だれから？」


　好こう奇き心しんむき出しの表情で文人を見上げ、腰こしに抱だきつく。


「俺が、文華さんにかけたんだ。お前を居候させてることを、ずっと報告しそびれてたから」


　文人は、条件反射で和音の頭に手を置いた。


　その髪かみがびしょ濡ぬれなのを確かめると、やはり条件反射で和音の肩かたからタオルを引っ張り上げて髪をゴシゴシと拭ふいてやる。


「ああ、おばさまか」


　和音は、気持ちよさそうに目をつぶってされるがままになっている。


「おばさまって……。本人に言ったら正せい拳けんくらうぞ」


「え？　そう……だったっけ」


　和音はパチッと目を開けた。


「文華さんと呼べって、ガキの頃ころに散々言われてただろうが。覚えてないのか？」


　和音に『おばさん』呼ばわりされるたび、文華は実力行使に出て、プロレスや空手技わざで和音を懲こらしめていた。


　もちろん、和音が一方的にやられているわけもなく、乱らん闘とうに発展することもしばしばで……。


　優やさしいばかりの両親には期待できない、文華の過激なスキンシップは、あの頃の和音の大のお気に入りだったはずだ。


　その証しよう拠こに、ことあるごとに文華を『おばさん』呼ばわりしては、挑ちよう発はつしていたぐらいなのだから。


「……覚えてるけど」


　和音はなにかやましそうな感じで視線をそらした。


「ならいいが。──今は日本にいるんだが、かなり忙いそがしそうなんだ。こっちの春休みに合わせてまとまった休みを取るようだから、そのときには、三人で一いつ緒しよにお前の両親の墓参りに行こうな」


　本当は、先日の年末年始の休みに墓参りに行こうと思っていたのだが、冬場は雪が積もっていて墓まで辿たどり着くのが大変だと、散々和音にぐずられて延期になっていた。


「え……でもさ……」


「春休み頃なら雪も融とけてるだろう。……それとも、まだなにか問題でも？」


「……別に」


　和音の顔を覗のぞき込もうとしたら、和音はその視線から逃にげるようにして文人の胸に顔を押しつけてくる。


（……妙みようだな）


　宥なだめるように肩を抱き、和音をくっつけたまま寝しん室しつに移動しながら、文人は和音の奇妙な態度を訝いぶかしんでいた。


　和音の両親の訃ふ報ほうを聞かされたときに感じた違い和わ感が、再び脳のう裏りをよぎる。


　どうしたことか、和音は亡くなった両親の話になると、いつもはうるさいぐらいに表情豊かなその顔からすうっと表情を消し、奇妙に態度を硬こう化かさせてしまうようなのだ。


　ぐずり方も、ばかだのケチだのとうるさい普ふ段だんとは違ちがって、無口になって胸にすりよってくるばかりで……。


　最初の頃は、和音のそんな態度を見るたび、両親を失った悲しみからまだ立ち直り切れてないんだなと可哀かわい想そうになって、それ以上この話題に触ふれないようにしていた。


　だが、さすがに甘やかすのもそろそろ潮時のような気がする。


　五年以上経たっているのだし、両親を失ったショックを乗り越えてもいい頃なのではないか。


　ベッドに腰をおろした文人は、ピッタリとくっついたまま胸から顔を離はなそうとしない和音の腋わきに手を入れると、強制的に引き剝はがして、硬いままの和音の顔を覗き込んだ。


「なぁ、和音」


「なんだよ」


「おまえんちの寺ってどこだ？」


「……なんで、んなこと聞くんだよ」


「墓参りに行くにしても、日帰りできる場所かどうかぐらいは把は握あくしとかないと」


　本当ならもっと早くに聞いておかなければならないことだったが、両親の話題に触れたがらない和音を気き遣づかうあまり聞きそびれていた。


　せめて文華が来る前に、墓所の在あり処かぐらいは聞き出しておかなくては……。


「昔住んでた場所の近くか？」


「……忘れた」


「そんなわけ……。──こらっ！」


　和音は、またしてもぎゅうっと文人に抱きつくと、文人のパジャマの胸で顔を隠かくしてしまう。


「忘れるようなことじゃないだろう。おじさんたちの位い牌はいの件だって、誤ご魔ま化かしたままだろうが。内緒にするようなことか？　いい加減、教えろ」


　多分、位牌の類たぐいは、以前和音がお世話になっていた親しん戚せきの家にあるのだろうと文人は推測していた。


　折り合いが悪くなって追い出されるようにして飛び出してきた家にあったのでは、気楽にお参りすることもできないだろう。


　それなりの儀ぎ礼れいをつくして和音の手元に引き取らせたほうがいい。


　そう思って前々から説得しているのに、この件に関しても和音ははぐらかし続けている。


「お前の辛つらい気持ちもわかるが、いい加減大人になれよ。お前がそんなんじゃ、おじさん達だって安心できないだろうが」


　な？　と顔を覗き込もうとして和音の肩を押したが、身じろぎされてするりと逃げられた。


　それどころかなにを考えているのか、文人のパジャマのボタンを引きちぎるようにして外すと素す肌はだの胸に唇くちびるを寄せてくる。


「お前な、いくらなんでも不ふ謹きん慎しんだぞ」


　真面まじ目めな話の最さ中なか、それも亡くなった両親の話をしているときにそれはないだろう。


　文人はあきれて、和音を引き剝がそうと再び肩に手をかけた。


　だが、その手が止まる。


（……こいつ、震えてる）


　微かすかにだが、和音の身体は震えていた。


　素肌に唇を何度も押しつけ、しがみついてくるその仕草からは、セクシャルな雰ふん囲い気きはまったく感じられない。


　むしろ溺おぼれた人間が救いを求め無我夢中でしがみついてくるような、そんな切せつ迫ぱくした雰囲気すら感じた。


　力づくで引き剝がして押さえつけ、話に引き戻もどすことも可能だった。


　だが、今の切せつ羽ぱ詰つまった雰囲気の和音に、そんな酷ひどいことができるはずがない。


「和音……。お前、いったいどうしたんだ？」


　聞いても和音は答えない。


　どうしたものかと文人がためらっていると、和音の手が、今度は文人の下半身に直接触れてきた。


　そのままかがみ込もうとする和音が、なんだか哀あわれになってくる。


「もういい。わかったよ」


「……ッ」


　じっとさせようとして抱きしめると、和音は嫌いやがって身じろぎする。


「今日はもうなにも聞かないから……。安心しろ、な？」


　耳元で囁ささやくと、ホッとしたのか、やっと身体の力が抜ぬけた。


（どういうことなんだ？）


　いくらなんでも、この反応はおかしい。


　なにをそんなに怖こわがっているのか？


　そう問いたかったが、聞けば、和音は再び身体を強こわばらせるだろう。


　文人は、怖い怖いと全身で訴うつたえかけてくるような和音の姿をこれ以上見ていたくなかった。


「もう、大だい丈じよう夫ぶだから」


　囁いて背中を優しく何度も撫なでてやると、和音の腕うでが背中にまわされる。


　さっきのように無我夢中でしがみつく感じではなく、しなやかに絡からんで引き寄せようとするかのように……。


「……和音」


　和音が望むまま、その身体からだをベッドに横たえ、首筋に顔を埋うずめた。


　柔やわらかな耳元を軽く吸い上げ、パジャマの隙すき間まから手を差し入れて素肌に触れる。


「……ん……ふ……」


　脇わき腹ばらから腰こしのラインを手の平でゆっくりとなぞると、和音の唇から久しぶりに声がこぼれて、文人はなんだかホッとする。


　翌日が学校の日は、色々と障さわりがあるから極力和音に触さわらないようにしているのだが、今日はそんな制約を守れそうになかった。


　和音の望むことならなんでもしてやりたい気分になっていたから……。


「和音、どうして欲しい？」


　パジャマを脱ぬがせながら聞くと、和音は身体を浮うかせて協力する。


「……もっと、撫でて」


「どこ？」


「どこでも……いーよ」


　首に絡みついてきた和音の腕に引かれるまま、唇を合わせる。


「……ふっ……。もっと触って」


　唇がなかば触れ合った状態で和音が囁く。


「文人を…もっと感じさ…て……」


　その琥こ珀はく色いろの瞳ひとみは微かに潤うるんで揺ゆれていた。


「わかった」


　和音は、まだ何かに怯おびえている。


（なにに怯えてるんだ？）


　和音が、いったいなににそんなに怯えているのかわからない。


　文人は軽い無力感に襲おそわれながら、和音の怯えが消え、満足して眠ねむるまで和音の身体に優やさしく触り続けた。
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　翌朝、和音は目が覚めるなり、いつものように学校に行きたくないとごねた。


　昨夜ゆうべの怯えをみじんもみせずに我が儘ままを言ってふくれる和音を、文人はやはり苦労して追い立てながら学校にむかった。


「遅ち刻こくギリギリ。いつもより十五分も遅おそいよ。なにかあったのかい？」


　文人が席に着くと、斜ななめ前の席に座っている文人の親友、土ど井い幸こう喜きがぐるっと身体ごと振ふりむいた。


　切れ長の瞳をきゅうっと細め、ニヤニヤと意味深な笑えみを浮かべながら質問してくる。


「わかってるんなら聞くな」


　幸喜は、文人と和音の関係を熟知している。


　それ故ゆえのあからさまなからかいを、文人は憮ぶ然ぜんとしてはね除のけた。


　和音はというと、文人の前の席で、机に突つっ伏ぷしてふて寝ねの態勢だ。


　いつもは、家を出るときにどんなにごねていても、学校に到とう着ちやくする頃ころには機き嫌げんが直っているのだが、今日はどうも勝手が違ちがうようだ。


　そんな和音の背中から視線を剝はがした文人は、ぐるりと教室内を見み渡わたした。


「真まことは？」


「さっきまでいたんだけどね。お前さん達があんまり遅いんで、待ちきれずに自分のクラスに戻っちゃったよ。週当番だから、遅おくれるわけにいかないってさ」


　真面目だからねぇ、と幸喜が微ほほ笑えむ。


「まーちゃんに、なんか用でもあった」


「いや、ちょっと頼たのみ事があってな」


　小早川真は、文人の母が経営するアンティークショップの雇やとわれ店長の息むす子こで、文人にとっては弟のような存在だ。


　幼い頃に小早川家に養子として引き取られた真は、少し前まで恩返しとばかりに義父の跡あとを継ついで鳴瀬家に仕える気満々で、養父母や文人を困こん惑わくさせていたのだが、最近は少しばかり様子が変わりつつある。


　文人は将来自分の主あるじになる人だからと崇すう拝はいの眼まな差ざしを向け、暇ひまさえあれば御ご用ようはありませんかと側そばに来ていたのが一転して、少し距きよ離りをおくようになっていた。


　親同士に雇こ用よう関係があるとはいえ、同い年の相手に盲もう目もく的な崇拝を向ける真の在り方に、文人は常に不安を感じていた。


　だから、真のこの変化は文人にとってはむしろ喜ばしいことでもある。


「頼み事って、なにかな？」


「何度も言うのは面めん倒どうだ。後でな」


「けちだねぇ。──和音は用件知ってる？」


「あー？」


　幸喜の声に、机に突っ伏していた和音がのろのろと顔を上げる。


「あれま、和音ってば、もしかしてマジで調子悪いの？」


「わるいよ。もーさいあくー」


　幸喜に聞かれ、和音はふか～くうなずいた。


「だから学校休もうって言ってんのに、文人ってばむりやり連れてくんだぜ。ひでーよなー」


「うーわ、それはかわいそうに」


　馬ば鹿か、鬼おに、人非人とふたりから責め立てられ、文人は憮然とする。


「調子悪いって言っても、朝からどんぶり飯二杯はいも食ってるんだぞ。熱もないし、信じられるか」


　夜よ更ふけまでいちゃついていたから、寝不足なのはお互たがい様。


　繊せん細さいな外見に反して、和音は子供の頃から頑がん丈じようで、滅めつ多たに病気をしなかった。


　口先だけの体調不良の申告を鵜う呑のみにしたら、馬鹿をみるのはこっちだ。


（だが、顔色は確かに悪いな）


　悪いのは体調ではなく、多分精神状態のほうだろう。


　昨夜の和音の様子の異常さがやはり気がかりだ。


「──で、真面まじ目めな話、まーちゃんに頼みって、編入生絡がらみの件？」


「編入生？　アルのことか」


「……おやま、知らないってか」


　文人が聞き返すと、幸喜は一いつ瞬しゆん真顔になって瞬まばたきした。


　普ふ段だんからニヤニヤ笑ってばかりいるせいで細められている目が見開かれ、珍めずらしく黒目が見えたかと思ったら、次の瞬間にはきゅうっと再び細められてしまう。


「なんなんだ？」


「ん～？　ま、すぐにわかるって」


　実に楽しそうな顔をして、幸喜がはぐらかす。


　まるでニヤニヤ笑いの狐きつねの面を貼はり付けたかのような友人の顔に、文人は非常に嫌いやな予感を覚えた。








　いつもより少し遅れて担任が教室にやってきて、朝のホームルームがはじまった。


「入ってきて」


　朝の挨あい拶さつのあと、開けたままにしておいたドアに向かって担任が声をかける。


「注目。編入生を紹しよう介かいする」


　担任の声に被かぶさるように、


「──またかよ」


「……なんで、このクラスばっかり」


　と、教室のあちこちからあきれかえったような声があがった。


　それもそのはず、この半年の間に樹杏学園に来た二年生の編入生は、数あるクラスの中からなぜかこのクラスだけに組み込まれているのだ。


「失礼します」


　入り口でキビキビした動作で頭を下げ、教室内に入ってきた人物の姿に、騒さわがしかった教室が一瞬にしてシンとなる。


「東とう郷ごう司つかさ君だ。ま、いつものようによろしく頼むな」


　三人目の編入生ということで、すっかり慣れきった担任がおざなりに紹介する。


「東郷司です。よろしく」


　東郷は漆しつ黒こくの癖くせ毛げがよく似合う、南国風のあくの強い顔立ちをしていた。


　身長は平均より少し高め程度、がっしりした肩かた幅はばや厚い胸むな板いたが、制服ごしにはっきりと見て取れるほど鍛きたえ抜ぬかれた体つきをしている。


　意志の強さを窺うかがわせる瞳の強さに、教室内は一瞬にして緊きん張ちようしたが、挨拶のあと、東郷の厚めの唇くちびるに浮かんだ人ひと懐なつこそうな笑みに、その緊張もあっという間に緩かん和わされた。


「あー、東郷じゃん」


　やっほー、と教室の後方から和音が手を振る。


「や、和音ちゃん」


　今日からよろしくな、と東郷も気さくに手を振り返してくる。


「……なに？　どーいうこと？」


「今度は、和音狙ねらいってか」


　ざわざわっと、教室が再びざわめき出した。


　それもやっぱり仕方のないことだった。


　少し前、ごく短期間だけこの学園に滞たい在ざいしていた留学生が、あからさまに文人に会うためだけに編入してきていたから。


　だから今度の編入生も、前例と同じに、和音に対する下心満々なんだなと、クラスメイト達は確信を深めてしまったのだ。


　そしてまた、文人も同じことを考えていた。


（どうしてこう面倒なことばっかり……）


　和音だけではなく、文人もまた東郷とは面識があった。


　和音が迷めい惑わくと面倒をかけまくっている空手部の元主将の引退試合を、みんなで見に行ったときのこと。他校生の挑ちよう発はつにのった和音が、暴力事件を起こしそうになったのを東郷が寸前で止めてくれたのだ。


　しかも東郷は、文人の目の前で、気の強い美人がタイプなんだとはっきり和音にちょっかいをかけてたりもしている。


　そのときは、文人のほうがいいと和音があっさりふって終わったが、その後も東郷は文人達の前に何度か現れた。


　正確には、東郷が樹杏学園の空手部に好んで顔を出すようになっていたのだ。


　東郷曰いわく、自校の空手部に組み手の相手になるような強い奴やつがいないのだそうだ。


　だから自分と同程度の力量を持つ、樹杏の元主将に組み手の相手をして貰もらっているのだと言う。


　そしてまた、空手部の部員たちと仲良くしている和音も、武道館にちょくちょく遊びに行っていた。


　和音は子供の頃ころ、文人と一いつ緒しよに古武術をならっていたことがあったが、その当時の和音はピアニストとしての将来を嘱しよく望ぼうされていたせいで、手を使う攻こう撃げきの類たぐいを禁じられ、蹴けり技わざしか習得できなかった。


　和音としては、それがかなり不満だったらしい。


　空手部で東郷と顔をあわせるたびに、正せい拳けんや肘ひじ技わざなどの型を自ら望んで教わっていて、東郷にすっかりなついてしまっていた。


　ふられたとはいえ、東郷が今だに和音に興味を持っているのは、その態度からみえみえ。


　文人は、和音に付き合って武道館に行くたびに、そんな状じよう況きようを不ふ愉ゆ快かいだと常々思っていた。


　それでも空手部に遊びに行く和音が楽しそうだから、東郷があからさまに行動にでるまでは静観しているつもりで黙だまっていたのだが……。


（わざわざ転校までしてくるとはな）


　こんなことなら、もっと早くに一言釘くぎを刺さしておけば良かった。


　後こう悔かい先に立たずだった。








　ホームルームが終わってすぐ、東郷は割り当てられた机に鞄を放ほうり投げると、当たり前のような顔で和音に歩み寄ってきた。


「驚おどろいただろ？」


「うん。──この前会ったとき、なんにも言ってなかったじゃねーか」


「いや、あのときはまだ、途と中ちゆう編入は認められないって言われてたんでね」


　猛もう抗こう議ぎして、なんとか認めて貰ったのが先週。


　あとは手続き関係で忙いそがしくて連れん絡らくする暇ひまもなかったんだと、東郷が言う。


「──で、異例の編入を認めさせるために、幾いくら寄付したんだ？」


　ぼそっと後ろの席から文人が声をかけると、東郷はあからさまにうろたえた。


「……な、なんでバレてんだ？」


「前例が色々とあってな」


「そうなのか……。いや、でもな、俺が払はらってくれって頼たのんだ訳じゃないぞ。親おや父じが勝手にやったんだ」


　知ってたら俺だって止めてたぜと東郷が言うと、和音はキョトンとした顔で「なんで？」と言った。


「すげーいいオヤジさんじゃん」


「そうか？　俺は普通じゃねぇと思うが……」


　東郷が怪け訝げんな顔をする。


（こいつ、結構まともなんだな）


　金の力にものを言わせることに対する違い和わ感があるのだから、その点に関しては前例のふたりよりはマシだ。


「東郷、和音の言うことを真に受けないほうが良いいぞ。なにしろ、こいつはその前例のうちのひとりだからな」


「和音ちゃんも編入生だったのか。なるほど。──しかし真面目な話、親父から話を聞いたときは、驚くより呆あきれちまったぜ。……まさかとは思うが、寄付金の額で教師にも優ゆう遇ぐうされるようなことはねぇよな？」


「いや、それはない。入学さえしてしまえば他の生徒と一緒だ。赤点をとれば追試だって受けなきゃならないし。──な、和音」


「うっせーよ」


　年末の試験で追試を二教科受けさせられた和音は、文人の言葉にくちびるを尖とがらせた。


「ちなみに、生徒からの反感もないと思ってくれて良いよ。うちの学園、寄付金はちゃんと生徒に還かん元げんするからね。ちなみに、ここ半年ほどの寄付金を還元しようって、第二グラウンドを造る計画が持ち上がってるらしいから、逆に感謝されるかもよ」


　今まで黙って三人の話を聞いていた幸喜が会話に混ざってくる。


「初耳だな。お前、どこでそういう話を聞き込んでくるんだ？」


　情報通と評判の友人の言葉に、文人は眉まゆをひそめた。


「秘密。──で、君きみ等ら三人はどういうお知り合い？」


「……それも知ってるんじゃないのか？」


「知ってるわけないでしょうが。もったいつけずに教えなさいって」


（噓うそつけ）


　実に楽しそうにニヤニヤ笑う幸喜の顔を眺ながめつつ、文人は息を吐はいた。


　ホームルーム前に編入生云うん々ぬんと言ってたぐらいだし、こいつのことだから東郷の編入の本当の目的も知っているに違ちがいない。


「東郷は、空手部繫つながりの友達なんだ」


　幸喜の腹芸に気づいていない和音が、浮うき浮きと楽しげな様子で幸喜に説明する。


「東郷。──こいつ、幸喜。クラス委員長」


「よろしく。──んで、東郷くんはどういう事情で編入を？」


　幸喜が普ふ段だんより少しだけ大きな声でそう聞くと、いきなり教室内がシンと静まりかえった。


（みんな、聞き耳をたててやがる）


　幸喜が声を高めたのもわざとだろう。


　騒さわぎが大好きな友人は、好こう奇き心しん旺おう盛せいなクラスメイト達のために、ちょっとしたパフォーマンスを演じているつもりなのだ。


「空手部繫がりってことは、この近辺の高校に通ってたんでしょうが。わざわざ編入してくるなんて、よっぽどの事情なんじゃないのかね」


「よっぽどの事情ってのとは違うな。ま、単純に言って、己おのれの欲求に素す直なおに従ったってとこか」


「己の欲求って……。おやまあ、なにやら意味深だねぇ」


　幸喜がニヤニヤと笑う。


（やっぱり、そうか）


　予想していたとはいえ、面めん倒どうなことになったと文人は憂ゆう鬱うつになる。


　その憂鬱を増長させるかのように、


「やっぱり和音めあてか」


「だよな」


「決まりだ」


　と、こっそりと囁ささやきかわすクラスメイト達の小さな声が、次々と耳に届いてくる。


「もしかして、和音めあてとか？」


　そんなクラスメイト達の密ひそかな囁きを、幸喜は大きな声で代弁した。


「へ、俺？　まっさか、違うだろ」


　な？　と和音に聞かれ、東郷は「ああ」とあっさりうなずいた。


「和音には初対面でふられてるから。──まぁ、隙すきがあれば狙ねらうけどさ」


「じゃあ、めあてはなに？」


「こいつさ」


　と、東郷が指さしたのは、なんと文人。


「!?」


　予想外の返事に意表をつかれ、驚いて反応しそびれた文人の代わりに、耳をすまして会話を盗ぬすみ聞いていたクラスメイト達が、一いつ斉せいに「おおーっ！」とどよめいた。


「マジかよっ!?」


「それ、ありか？」


「いや、ありかも。この前の件もあるし」


「いや、でも、毛色が違いすぎねーか？」


「逆ってこともあるし」


「え、そうかなぁ？」


「……って、え？　それって……」


　本人達に対する遠えん慮りよもなしに、ぼそぼそと好き勝手なことを囁きあっている。


「なんだ？　みんな、なに騒いでんだ？」


　いきなりの喧けん噪そうに驚く東郷を、「いーから、いーから」と、幸喜はニヤニヤ笑いながら、両手を上げて宥なだめた。


「文人めあてとは、強つわ者ものだねぇ」


「まあな。やっぱり一度ぐらいはお相手してもらいたいからな」


　そう東郷が言うと同時に、今度はガタンバタンと椅い子すの動く音がして、クラスメイトの半数近くが教室から飛び出して行ってしまう。


「おい！　ちょっとこら、誤解だ！　待てっ!!」


　文人が慌あわてて呼び止めたが、もう遅おそい。


　おそらく、蜘蛛くもの子を散らす勢いで飛び出して行った生徒たちは、今の会話の内容を近きん隣りんのクラスに広めに行ったのだ。


　男子校である樹杏学園は、同性同士の恋れん愛あいに関して寛かん容よう過ぎる傾けい向こうがある。


　しかも隠かくしているとはいえ、文人の美び貌ぼうは全校生徒の知るところだったから、その注目度は学園でもトップクラス。


　きっと放課後には、噂うわさ好きの生徒たちによって、文人めあてで編入してきた強者がいるという情報が全校生徒に知れ渡わたっているに違いない。


「……勘かん弁べんしてくれ」


　目立つのが大だい嫌きらいな文人は、うんざりして頭を抱かかえ呻うめいた。


　横目で幸喜をちらりと見ると、してやったりと満足したような顔で、ゆったりと椅子に座るところだった。


「今の騒ぎはなんだ？」


「ま、お気になさらず。──どーぞ、遠慮せずに文人を口説いてみてよ」


　いぶかしむ東郷に、幸喜はにっこり笑ってみせる。


「まぁ、いいか」


　細かいことはあまり気にしない質たちなのだろう。


　東郷はあっさり気を取り直すと、文人に向き直った。


「文人、俺もこれであんたと同じ学校の生徒になったわけだし、気がむいたときでいいから手合わせしてくれ。頼たのむ。この通りだ」


「……断る」


　文人は不ふ機き嫌げんな声で拒きよ絶ぜつした。


　空手部で遊んでいる和音を迎むかえに行くと、必然的に東郷とも顔をあわせることになる。


　最初の頃ころは軽い挨あい拶さつを交かわす程度だったのだが、次し第だいに東郷は文人との手合わせを望むようになっていった。


　多分、原因は和音だろう。


　文人にも武術の経験があることを、きっと調子にのってべらべらとしゃべりまくったに違いない。


　幼い頃に学んだ道場に顔を出さなくなって久しい文人だが、個人的な鍛たん錬れんは未いまだに欠かしたことはない。


　文人にとっての武術は、己の肉体と精神を律し維い持じするためのもの。


　より強くなりたいと望み、その為ために鍛錬する東郷のようなタイプの人間と同じステージに立って技わざを競うつもりはないのだ。


　だから、手合わせを請こわれるたび、そう言って断った。


　以前に一度だけ空手部の生徒と手合わせをした事実を持ち出され、迫せまられたときには、他校の生徒とは手合わせしないと言ってなんとかその場を切り抜ぬけた。


　だが、どうやらそれが裏目に出たらしい。


（まさか、編入までしてくるとは）


　そこまでやるようなことか？


　文人には、東郷の行動が理解不可能だった。


「空手部の部員たちに相手してもらえばいいだろうが」


「あいつらじゃ力不足だ」


「じゃあ、元主将に頼め」


「もちろん、そこもきちんと押さえてるさ。でもな、さすがに三年だし進学のこともあるからな。怪け我がしないよう、互たがいに気を遣うんだよ。でも、それじゃ物足りない。な、和音？」


「だな」


　事情を知っていたが故ゆえに、妙みような誤解もしなかった和音が嬉うれしそうに相あい槌づちをうつ。


「和音から聞いたあんたらの師し匠しようの名前を親おや父じに伝えたら、目ぇむいて驚おどろいてたぜ。伝説の武人とか言われてる人なんだってな」


「まぁ、そうらしいな」


　文人はしぶしぶうなずいた。


　元々、そういう噂のある人だったからこそ、文華も息子の鍛錬先にその人の道場を選んだのだ。


「その愛まな弟で子しがいるんなら、是ぜ非ひとも一度は手合わせしてその技を見てこいって、親父もえらい乗り気でさ」


「それで、わざわざ学園に寄付までしたのか？　直接、師匠の道場に入門すればいい話だろうが」


「しらねーのか？　あそこ、とっくの昔に道場主が息むす子こに代だい替がわりしてるぞ」


「……ご子息に。それなら入門しても駄だ目めか」


　師匠の息子は、非常に柔にゆう和わな人物だった。


　それなりの使い手ではあるものの、究極の強さを求めるようなタイプではない。


　代替わりした道場は、きっと子供達が体力と礼れい儀ぎを養うための場となっていて、東郷のような男が満足できる場ではなくなっているんだろう。


「だからな、たま～にで良いいから手合わせしてくれ。頼む」


「……他ほかをあたってくれ」


「文人のケチ。手合わせしてやりゃあいーじゃんか」


　和音が東郷を応おう援えんして、唇くちびるを尖らせる。


「和音。なんでそこでお前が口を出すんだ？」


「俺も文人が手合わせしてるとこ見てーからにきまってんじゃん」


「見てどうする」


「うっとりすんだよ」


「………はぁ？」


「手合わせしてるときの文人、すげー格好良かったじゃん。もう一回見たいと思ってさ」


　あっさりとした口調で誉ほめられた文人は、この不意打ちにうろたえた。


「……そ、そうか」


　人並みはずれた容姿に生まれついたせいで、文人は子供の頃から可愛かわいいだの綺き麗れいだの格好いいだのと言われるのには慣れきっていた。


　自分のそんな容姿を厄やつ介かいだと感じている文人にとって、その手の誉め言葉はむしろ不ふ愉ゆ快かいなものだった。


　だが、なぜか昔から、和音の言葉だけはすんなりと心の中に入ってきてしまう。


「おやま、文人ってばもしかして照れてる？」


　面おも白しろいことには目がない幸喜が、ささっと近寄ってきて、文人の長い前まえ髪がみをかき分けるようにして顔を覗のぞき込んできた。


「うるさい。気のせいだ」


「目を泳がせながら言われても説得力ないなぁ」


「この旦だん那な、けっこう繊せん細さいなのか？」


「そーみたい。ほら、耳が赤くなってる。面白いねぇ」


「あ、ホントだ。おもしれー」


「……ほっといてくれ」


　三人がかりでからかわれ、文人は憮ぶ然ぜんとした。


　なにげなく東郷が和音の肩かたに手を置くのが見えて、さらに憮然とする。


（……なついてるな）


　空手部の道場で東郷から空手の型を習っているから、和音は東郷から身体に触ふれられるのも慣れている。


　そのせいもあって、東郷に対する警けい戒かい心しんはまったく無い。


（ああ、もう、しょうがないか）


　和音めあてではないと言ったのは、きっと東郷の本心。


　そして、隙すきがあれば狙ねらうと言ったのも、きっと本心だ。


　東郷のようなタイプの人間は、陰かげでこそこそ画策するような真似まねは決してしない。


　だとしたら先手を打って、防ぼう御ぎよをしておく手がなによりも有効だろう。


「──東郷、ちょっと」


　文人は、東郷を手招きして教室の隅すみに移動した。


「条件付きでなら、たまに手合わせしてやってもいいぞ」


　和音や幸喜に聞こえないよう、小声で囁ささやく。


「どんな？」


「俺の目の届かないところで、和音に余計なちょっかいを出すな」


　文人の申し出に、東郷はにやっと愉快げに唇を歪ゆがめた。


「あんた、意外にかわいーとこあるな」


「うるさい。で、どうするんだ？」


「その条件、呑のもう。──よろしくな」


　東郷は、嬉しそうにニッと笑った。


「で、目の届くところでちょっかい出すのはＯＫなんだよな？」


　文人だけに聞こえる小声で呟つぶやきながら、和音のところに戻もどって行く。


「なにふたりで内ない緒しよ話ばなししてんだよ。感じわるー」


「そう言うなって」


　仲間はずれにふくれる和音に、東郷が笑いかける。


「条件付きで、手合わせＯＫしてもらってたんだ」


「マジか？　よかったなー」


「和音のお陰だ」


「俺？　なんで？」


「そこが内緒話のみそだから、教えられないな」


「うわっ、ケチ。おしえろよー」


　和音に詰つめ寄られた東郷は、内緒だと和音の身体からだを押し戻しながら、この程度ならいいんだろうと言わんばかりにちらりと文人を見た。


（……図太い奴やつ）


　こんなことなら、和音に指一本触れるなと言えばよかった。


　東郷相手にぎゃいぎゃいと楽しげに騒さわいでいる和音を横目で眺ながめ、我ながら心が狭せまいと軽く自己嫌けん悪おを感じながら文人は自分の席に戻った。


「──気苦労が絶えないねぇ」


　斜ななめ前の席から、幸喜のからかう声が聞こえてくる。


「うるさい」


　気苦労を増やしてくれた友人に、文人は冷たく言った。








「で、今回は誰だれが校内を案内するんだ？」


　放課後になると、文人は前例を思い返して困こん惑わくしながら、クラス委員の幸喜に話しかけた。


　本来ならば、担任から編入生の面めん倒どうをみるようにと指名があってしかるべきなのだが、さすがに三人目の不正編入生だけあって特別な指名はなかったのだ。


「文人めあてだって言うんだから、やっぱお前さんが案内してやるべきじゃないの？」


　ふたりの視線の先にはクラスメイト達に囲まれた東郷と和音の姿。


　人ひと懐なつこい雰ふん囲い気きの東郷はあっと言う間に教室に馴な染じみ、編入生に興きよう味み津しん々しんのクラスメイト達の賑にぎやかな輪の中心になっている。


　和音はというと、どうやら東郷の友達ぶって、クラスメイト達の質問責めを捌さばいてやっているつもりになっているらしい。


　文人は、微ほほ笑えましい気持ちと嫉しつ妬とが半々の複雑な心境で、その光景を見ていた。


「クラス委員の仕事だろうが」


「俺、今日用事あるしー」


「本当か？」


「本当だって。俺、今日はまーちゃんとデートなんだよん」


「……真と……デートだと？」


「このつぶらな瞳ひとみに誓ちかってマジ」


　幸喜は楽しげにきゅうっと細められた眼を、自分で指さした。


「いつの間に──」


　そういうことになったんだと訝いぶかしむ文人を、真の声が遮さえぎる。


「まに受けないで下さいよ、文人さん。こんなほっそい眼を信じちゃだめです」


　真は持っていた鞄かばんを机の上に置くと、幸喜の目め尻じりに指先を当て、ビーッと横に引っ張った。


「まーちゃん、痛いって。──一緒にお出かけするのは本当でしょ」


　幸喜は真の両手首をつかむと、身を引いて真の攻こう撃げきから逃のがれた。


「そりゃそうだけど……。文人さんに、適当なこと言わないでよね」


「で、どこに行くんだ？」


　幸喜相手にふてていた真は、文人に声をかけられ振ふり向くと、にこっと愛らしく笑った。


「商店街に。自分用のエプロンとか包丁を買おうと思って」


　あどけなさの残る丸みを帯びた頰ほおにちょっと低めの鼻と愛あい嬌きようのあるその顔立ちは、黒目がちなくりっと丸い瞳とあいまって、まるで愛くるしい子犬のような雰囲気だ。


「包丁って……。お前が料理を？」


「はい。今、幸喜に習ってるとこなんです。今は寮りようだから平気だけど、大学生になったらひとり暮らしすることになるかもしれないし、そのときに困らないようにと思って」


　受験勉強に本ほん腰ごしを入れるようになる前に、教わっといたほうが良いいでしょうと真が言う。


「そうだな」


　幸喜の家は洋食店をやっていて、幸喜自身、料理の腕うで前まえはかなりのもの。


　文人も、寮を出て今のマンションに引っ越こす際に、料理の基本をレクチャーして貰もらったことがある。


「幸喜に教わるなら確実だな」


「はい。──あ、でも、文人さんが用事あるんなら、買い物、今日でなくてもいいですよ」


「うわっ、まーちゃん、そりゃないよ」


「だって、別に急いでる訳じゃないし……」


「ああ、気にしなくていいから。先約があるなら仕方ない」


「さんきゅ、文人。──あれ、そういえば、朝、まーちゃんに用があるようなこと言ってなかったっけ？」


　幸喜の言葉に、文人はうなずいた。


「そうだった。──真、今度の日曜日、あいてるか？」


「日曜……ですか？」


　ちょっと困ったように顔を曇くもらせた真が、視線を幸喜にむける。


「その日も用事が？」


「あ、でも、どうしてもって用事じゃないか…ら……」


「ま～ちゃ～ん」


　恨うらめしそうな声を出す幸喜が、おぶさるようにして真の背中にのしかかる。


「え、あ……」


　真はオロオロと視線を泳がせると、


「あの、やっぱりその日は駄だ目めです。次の週なら大だい丈じよう夫ぶなんですけど……」


　申し訳なさそうに断った。


「いや、用があるなら良いんだ」


（本当に随ずい分ぶん変わった）


　以前の真は、迷う程度の用事だったら、文人のほうの用事を優先していたはずだ。


　親同士の人間関係とか、そんな余計な重荷から解放されつつあるのかもしれない。


　良い傾けい向こうだと、真の兄貴分を自じ認にんしている文人は嬉うれしかった。


　と、同時に少々複雑な心境でもある。


（真のこの変化には、和音も少しは係わっているんだろうか？）


　和音が来て以来、徐じよ々じよに真は文人との距きよ離りをおくようになったような気がする。


　和音に振り回されっぱなしの自分を見て、真は失望したのではないだろうか？


　それが自立のきっかけになったのならば、兄貴分としては少々情けない。


「じゃ、おっさき」


「文人さん、また明日」


「ああ」


　自分のと真の鞄をまとめて片手で持った幸喜が、真を促うながして教室から出て行く。


（さて……）


　文人は一息つくと、東郷を中心にした賑やかな輪にむかった。


「ちょっと良いか。──ん？」


　ぐるりと周囲を見み渡わたすと、和音を除いても、なんと八人もの人間がたむろっている。


「東郷に校内を一通り案内しようかと思ってたんだが、どうやら必要なさそうだな。──お前たちに頼たのんでいいか？」


　文人は、たむろっていたクラスメイトを見回した。


　が、文人の言葉に、示し合わせたようにみながブンブンと一いつ斉せいに首を振る。


「いや、そんな滅めつ相そうもない」


「そうそう。馬に蹴けられたくないしな」


「鳴瀬に任せたほうが、東郷も嬉しいだろうし」


「そう。そうだよ」


　俺たちって親切だよな、としたり顔でうなずきあい、そそくさと帰り支じ度たくをして教室から出て行ってしまった。


「なに、あれ？」


　さっきまで和気あいあいと話していたクラスメイト達のいきなりの撤てつ退たいに、和音は訳がわからずキョトンとしている。


「………さすがに、これはむかつくぞ」


　ぼそっと文人が愚ぐ痴ちると、「同感だ」と東郷もうなずいた。


「わかったのか？」


「まあな。今日一日でここが男子校だってことを思い知ったぜ。──さっきは誤解させるような言い方をして悪かったな」


「いや。あんたは悪くない。わざと誤解されるような流れに持っていった幸喜が悪い。──前例からして、一週間もすれば騒さわぎも収まるから我が慢まんしてくれ」


「わかった」


「なになに、なんの話？」


　さっぱり事情が呑のみ込めない和音が、ふたりの会話に割り込んでくる。


「だから、あのな──」


　説明すると厄やつ介かいなことになりそうで文人がためらっていると、東郷が代わりに口を開いた。


「──え、噓うそ。マジで？」


　クラスメイト達の誤解の内容を東郷が説明すると、和音は


「駄目。絶対だめだぞ！」


　と、血相を変えて文人の腕にしがみついてきた。


「これは、もう俺んだからな！」


　ぎゅぎゅうっと所有権を主張するかのように強くしがみつく。


「こら、和音。それが誤解なんだって言ってるだろう」


「へ？」


「一回やりたいってのは手合わせのことだぜ。和音ちゃんならわかるだろうが」


「あ、あ……そっか。そーだよな。あはは、なんだよ、もー……」


　和音はホッとしたように、腕にしがみついたままで微ほほ笑えむ。


（……たまらん）


　ここまで堂々と所有権を主張されると、さすがに恋こい人びと冥みよう利りに尽つきる。


　ここが教室でさえなければ、このまま強く抱だきしめてやりたいぐらいだ。


　目の前にある柔やわらかな茶色の癖くせ毛げを、くしゃくしゃと思いっきり撫なでてやりたい衝しよう動どうを、文人は必死で堪こらえた。


「ホント、マジでびっくりしたぞ。……ったく」


　さっきまでホッとしていた和音の声こわ色いろが、徐々に不ふ機き嫌げんそうに変化して尖とがっていく。


「俺のなのに……」


「和音？」


　文人は、和音の声の変化に不安になって顔を覗のぞき込もうとしたが、その前に和音は行動に出ていた。


　和音の足がすっと上がる。


「待てッ!!」


　攻こう撃げき態勢に入った和音の身体からだに、文人は慌あわてて両りよう腕うでを巻き付け、押さえた。


「──っ！」


　だが、一いつ瞬しゆんおそく、和音の足は目の前の東郷に向け、ブンッと斜ななめ上から目にもとまらぬスピードで振ふり下ろされた。


「あっぶねー」


　文人の制止と、東郷が一瞬身体を反らしたために、和音の攻撃は寸前で届かなかった。


　幸運にも、東郷の鼻先をかすめるに留とどまる。


「なに考えてるんだ、お前は！」


　いくらなんでもこの反応は常識はずれ過ぎる。


　あきらかに異常だった。


「八つ当たりはやめろといつも言ってるだろうが！」


　文人は本気で和音を叱しかりつけた。


「うっせーな、もー」


　だが、当の和音は一向に悪びれずフンと鼻をならした。


「東郷なら頑がん丈じようだから、二、三発くらってもヘーキだろ」


「平気だとか、平気じゃないとか、そんな問題じゃない。常識を身につけろと言ってるんだ。──悪かったな、東郷」


　文人は、和音を押さえ込んだまま、東郷に本気で謝罪する。


「……いや。大丈夫だから」


　和音の、いきなり過ぎる凶きよう暴ぼうな行動に、さすがに驚おどろいたのだろう。


　いつでも退たい避ひ行動が取れるよう椅い子すから軽く腰こしを浮うかせていた東郷は、文人の言葉でやっと緊きん張ちようを解いて椅子にストンと腰をおろした。


「和音、ほら、謝れ」


「いや、いいよ」


　ふてくされている和音に謝らせようとした文人を、なぜか東郷が止めた。


「こういうのもスリリングでけっこう楽しい。……綺き麗れいで強くて、スリリングか。畜ちく生しよう、さいっこうに好みだってのに人のものかよ」


　東郷は本気で悔くやしそうだった。


「……あのな、東郷」


　いきなり全力で蹴られかけたってのに、この反応もかなり変だ。


「ああ、大丈夫。わかってる。──でもな、たまにでいいから、和音ちゃん、俺に貸さないか？」


「──断る」


　腕の中の和音を強く抱きしめたまま、文人はきっぱりと拒きよ絶ぜつした。


「ふん。あんた心狭せまいな」


「余計なお世話だ」


「なぁ、和音ちゃん──」


　今度は和音本人に交こう渉しようを持ちかけようと顔を覗き込んだ東郷は、和音の顔をひとめ見て、ふんと鼻を鳴らした。


「……なんだ。本当に余計なお世話みたいだな」


　つまらん、と言い捨てて鞄かばんを手に立ち上がる。


　その反応を訝いぶかしんだ文人は、和音の顔を覗き込んだ。


「お前、いつの間に機嫌が直ったんだ？」


　和音は、嬉うれしそうににっこり笑っていた。


「つい、さっき。──文人、早く行こうぜ」


「は？」


「校内を案内すんだろ？　ほら、東郷も待ってるし」


　もたもたすんなよ、と身を翻ひるがえすと、教室のドアのところで待っている東郷の元に先に駆かけ寄っていく。


　一暴れしたことなど、記き憶おくの彼方かなたに吹ふき飛ばしてしまったらしい。


「しょうがない奴やつだな」


　文人は苦く笑しようしつつ、ドアにむかった。








「どこ案内しよっか？」


　和音が東郷を見上げる。


「どこって言われてもなぁ。今日一日で食しよく糧りよう関係のポイントは押さえたし、移動教室なんかもまわりの奴にくっついてきゃなんとかなるし……。うーん」


　編入してくる前から武道館に通っていただけあって、東郷はこの学園の空気にすでに馴な染じんでいた。


　編入生だからといって気後れする性格でもないし、案内なんて必要なかったかもしれない。


「特に押さえておきたいポイントがないのなら、余計な手順は省いて、このまま空手部に入部届けでも出しに行くか？」


　ふたりの後ろを歩いていた文人が提案すると、悩なやんでいた東郷はホッとしたようにうなずいた。


「わからなかったら、適当にそこらの奴やつ捕つかまえて聞けばすむしな。そうさせて貰もらうか」


「なんだよ、つまんねーの」


　案内する気満々だった和音が、唇くちびるを尖らせる。


「お、そりゃ悪かった。──じゃあ、そうだな……」


　立ち止まって再び悩んだ東郷は、ふと顔を上げた。


「そうだ。生徒会室にでも案内してくれよ」


「おっけ。まっかして」


　行き先を指定された和音は、「こっちこっち」と嬉き々きとして先に立って歩き出した。


「なぜ生徒会室に？」


「あんたが生徒会長だからさ。なにしろ俺は、あんためあてで編入してきたんだ。あんたのテリトリーは一応把は握あくしておかないと」


　東郷が、『めあて』という言葉を強調しつつニヤリと笑う。


　どうやら、男子校でのカルチャーショックからあっさり立ち直り、クラスメイト達の誤解を逆手に取って遊ぶことにしたらしい。


　羨うらやましい柔じゆう軟なんさだ。


「……東郷、頼たのむからそのめあてって言葉を使うのは勘かん弁べんしてくれ」


　文人は、融ゆう通ずうの利きかない我が身を少し呪のろう。


「ちょっと邪じや魔ますんぞー」


　先に生徒会室のドアに辿たどり着いた和音は、ノックもなしでドアをいきなり開けた。


「あ、鈴すず掛かけだ。ひさしぶり」


「あれ、和音さん。どうしたんです？」


　ドアからひょこっと顔を出した和音に、生徒会室にいた鈴掛は親しげに微ほほ笑えみかけた。


　和音が編入してくるまでは学園一の美少年ともてはやされていただけあって、少女じみた可愛かわいい外見をしている少年だ。


「編入生の案内。──ひとり？」


「ええ。今は暇ひまな時期だから、会長の招集がない限り役員達も顔を出さないんですよ」


「じゃ、鈴掛はなにしてたんだ」


「今期の会計報告の草案の下準備をちょっと。──そちらの方が編入生？」


　鈴掛が、和音の頭の上から生徒会室を眺ながめていた東郷に視線をむけた。


「そ、東郷だよ」


　和音が身体をずらして東郷を紹しよう介かいする。


「彼、和音ちゃんの友達？」


　なかなかのかわいこちゃんだと、東郷は興味深げに鈴掛を見ている。


「うん。最初はすげーチャラチャラしてやな奴だったから大ッ嫌きらいだったんだけどさ、近ちか頃ごろはそーでもないから仲良くなった。な？」


「そう……ですね」


　身も蓋ふたもない和音の台詞せりふに鈴掛は苦笑する。


　和音が編入してきた当時、鈴掛は文人に片かた想おもいの真っ最中。


　あれこれと手を尽つくしては、文人の気を引こうと躍やつ起きになっていた。


　だが、それも昔のこと。


　文人と和音が付き合うようになってから、鈴掛は文人へのアプローチを一いつ切さいしなくなった。


　和音が現れてから文人は変わってしまった。


　和音に振ふり回され、余計な気き遣づかいばかりするようになった。


　そんな文人に、鈴掛は失望した。


　ふたりの間には割り込めない、なんてそんな殊しゆ勝しようなことを考えた訳じゃなく、自分から見限ってやったのだと、そう鈴掛は思っている。


　そうとでも思わなきゃ、やってられないから……。


「一年の鈴掛です。よろしく」


　鈴掛はドアにむかいつつ、東郷に自じ慢まんの笑え顔がおをむけた。


　次いで、その視線が東郷の後ろにむけられ、


「あ……」


　東郷の後ろに立つ文人と目があった途と端たん、鈴掛の少女めいた優やさしげな笑顔が一変した。


　ほころんでいた目元が不ふ愉ゆ快かいげにつり上がり、唇が厳しく引き結ばれる。


「鈴掛？」


「──申し訳ありませんけど、今忙いそがしいんで、これで」


「え？　ちょっと……」


　ドア付近に立っていた和音の身体からだを押し出すと、目の前で生徒会室のドアをピシャッと閉め、鍵かぎまでかけてしまった。


「なんで？」


　いきなりの豹ひよう変へんに、和音はキョトンとした。


「東郷、鈴掛とどっかで会ったことある？」


「ない。俺は、ああいう可愛い子は、男でも女でも一度見たら忘れないからな」


「じゃあ、なんで？」


　最近の関係が良好だっただけに、この豹変ぶりは衝しよう撃げきが大きい。


　一方的に拒絶されてしまった和音の怒いかりが、めらっと膨ふくらんでいく。


「……なんか、だんだんむかついてきた」


　怒りのまま、一歩後ろに下がってドアを蹴けり破やぶろうと、足を上げる。


「待て、和音！」


　ドアに蹴りをくらわせる前に、文人は和音の肩かたをつかんで止めた。


「なんで止めるんだよ」


「常識から考えれば止めて当然。──それに、鈴掛の今の態度は、たぶん俺のせいだ」


「なんだ。俺じゃなくて、その後ろのあんたにムッとしてたのか。とんだとばっちりだな」


「悪いな、東郷。普ふ段だんはあんな失礼はしない子なんだが……」


　とりあえず移動しようと文人が促うながして、三人は武道館にむけて歩きはじめた。


「で、あんた、あの子になにしたんだ？」


「なにって……。そんな大層なことでもないんだが……」


「なんだよ。はっきりしねーな。内ない緒しよだとか言ったら承知しねーからな。もったいぶってねーでさっさと教えろよ！」


　苛いら々いらした和音に脇わき腹ばらをこづかれ、文人は苦笑した。


「もったいぶってるわけじゃない。──三年になったら生徒会の仕事から手を引くから、後任の生徒会長に鈴掛を推すい薦せんしようと思ってるんだ」


「鈴掛を？」


「そう。今の生徒会役員の中では一番適任だろう？」


　樹杏学園において、生徒会役員は全校生徒による選挙で選出されるのだが、生徒会長だけは基本的に前期の生徒会長が生徒会役員の中から指名する制度となっていた。


「うん。いいかも。鈴掛だったら、きっとみんな喜ぶんじゃねーの？」


「俺も、そう思ったんだがな……」


　人目をひく鈴掛の少女めいた顔立ちは生徒達の好感度が高い。


　人気者だったせいもあるのだろうが、人を上手うまく使う術すべにも長たけているし、事務能力に関しては現在の生徒会役員の中でもピカイチだ。


　文人も、生徒会長として随ずい分ぶんと鈴掛の存在に助けられてきたから、彼だったら安心してまかせられると思ってこの推薦を決めたのだ。


　が、困ったことに、鈴掛本人はこの話を喜ばなかった。


　もともと鈴掛が生徒会役員になったのは、恋こいしていた文人との接点が欲しかったからだ。


　文人への恋心が薄うすれはじめた今となっては、早く任期が切れないかと待ち望んでいたぐらいで……。


　ぶっちゃけ、面めん倒どうな仕事を押しつけられるのは迷めい惑わくだったのだ。


「去年から打だ診しんしてたんだが、本人がかなり嫌いやがっててな。それでも説得はしてたんだが、今年に入ってからは俺の顔を見ただけで逃にげるようになった」


　困ったもんだと、文人はため息をつく。


「そっか。──じゃあ、俺もなにか協力してやろっか？」


「は？」


「鈴掛を説得すんのに協力してやるって言ってんの」


　嬉うれしいだろ？　と和音は文人を見上げ、にっと笑いながらその顔を覗のぞき込んだ。


「協力してくれるのは、ありがたいが……。どういう風の吹ふき回しだ」


　和音のことだ。協力してやった代わりにと、なにか要求されるのではないかと文人は警けい戒かいした。


「だってさ、文人が生徒会の仕事から手を引いたら、一緒にいられる時間が増えんだろ？　俺にとっていい話じゃん」


「ああ、なるほど……」


　予想外の答えに、長い前まえ髪がみの下の文人の眼めが何度も瞬またたく。


「……ありがたいが、気持ちだけ受け取っておく」


「なんでだよ」


　和音の場合、説得＝暴力行こう為いになってしまいそうで不安だ。


「生徒会長としての最後の仕事だからな。自分でやるさ」


「あ、そ。つまんねーの。──あ、あれ、元主将だ」


　武道館へと続く渡わたり廊ろう下かに、空手部の元主将を見つけた和音は、身を翻ひるがえし元主将を追っかけて行く。


「……今日一日であてられっぱなしだぜ」


　東郷が苦笑いしながら言った。


「それにしてもわからねぇな。あんなに全身でなつかれてるってのに、なんであんたそんなに心配性しようなんだ？」


「ほっといてくれ」


　からかいを含ふくんだ東郷の言葉に、文人は憮ぶ然ぜんとしてこたえた。


　なつかれ、信しん頼らいされているのは百も承知。


　愛され、必要とされている自信だってある。


　だが、その和音の愛情が、自分が和音に抱いだく気持ちと同じ種類のものであるかどうかの確信がない。


　保護者に対する信頼や愛情だったらという不安が、いつまでもしこりのように残っている。


（……こればっかりは、俺にもどうしようもないしな）


　和音が、もう少し精神的に大人になるのを待つしかない。


　とはいえ、全面的に自分に依い存ぞんしまくっている今の和音に、成長を期待できるかどうかも謎なぞなのだが……。


「ふたりともトロトロ歩いてねーで、さっさと来いよ」


　元主将に追いついた和音が、振り向いて文人達を呼ぶ。


　文人は歩調を速めた。




3




「ほら、ちゃんとあったかくしてけ。──いいか、和音。絶対に人前で理り不ふ尽じんな暴力は振ふるうなよ」


　マフラーを手て渡わたしつつ文人が念を押すと、和音はぷっと下した唇くちびるをつきだしてふくれた。


「文人、しつこい！　んなヘマはしないって。信用しろよな」


「……よく言う。信用できないから言ってるんだ」


　カッとした和音が東郷を蹴け飛とばしかけ、ドアを蹴り破ろうとしたのは、つい数日前のこと。


　記き憶おくを遡さかのぼれば、必要以上の過か剰じよう防衛で相手を病院送りにしたり、怒りにまかせて他校の生徒に蹴りをヒットさせたことだってある。


　和音の『大だい丈じよう夫ぶ』は、本人がなんと言おうと絶対にあてにできない。


「け、やな感じ。──そんなに俺が信用できねーって言うんなら、文人も一緒に来ればいーのにさ」


　ばーか、と餓が鬼きっぽく言い捨ててから、和音はマンションから飛び出して行った。


「……それが無理だから、しつこく言ってるんだが。大丈夫かな」


　玄げん関かん先さきにひとり取り残された文人は、不安げに息を吐はいた。








　今日は日曜日。


　文人は、母から頼たのまれた用件を果たすために外出することになっていた。


　母の仕事に係わる件だけに、和音を同行させるのはためらわれる。


　かといって、せっかくの休みにひとり家に置いてけぼりにすると、八つ当たりでマンション内の貴重な骨こつ董とう品ひんを破は壊かいされる恐おそれがある。


　それが不安だったから、真にお守もりを頼みたかったのだが、それも断られた。


　ところが、さてどうしようかと文人がぐずぐずと悩なやんでいる間に、和音本人が日曜日の約束をとりつけてきた。


　編入と同時に寮りよう生活をすることになった東郷に、日用品の買い出しの付き合いを頼まれたのだそうだ。


　東郷ならとりあえずは大丈夫。


　その日は自分も用事があるからちょうどよかったと、文人は胸を撫なで下ろしたのだが、困ったことに文人が自分のほうの事情を話すと、今度は和音がへそをまげてしまった。


　文人も一緒に東郷の買い物に付き合うものだと勝手に決めていたらしい。


　そんなこんなで和音の機き嫌げんは最悪だった。


「面倒なことにならなければいいがな」


　超ちよう絶ぜつ不機嫌な状態の和音をひとり外に放出する危険性に、文人は胃が痛むのを感じていた。


　だが心配してばかりもいられない。


　自分の用事を果たすべく、文人も外出の準備をはじめた。











「おう、和音ちゃん、おはよ」


　待ち合わせ場所のバス停で、焦こげ茶の着古した革ジャンに両手を突つっ込んで、いかにも寒そうに背中を丸めていた東郷は、和音の姿を認めるとニッと嬉しそうに笑った。


「はよ」


　和音はそれに超絶不機嫌モードの仏ぶつ頂ちよう面づらでこたえる。


「なんだ、ご機嫌ななめか。どした？」


「……文人が一緒にこなかった」


「家の用事があるって言ってたじゃないか。諦あきらめな。──あのバスか？」


「うん」


　近場の商店街を通るバスにふたりは乗り込み、最さい後こう尾びの座席の真ん中に座る。


「ふう、あったかい。いきなり冷え込むからマジ参った。寒いの苦手でさ」


「じゃあ冬の間の稽けい古ことか、大変だったんじゃねーの？」


「確かに。前の学校の武道館は暖だん房ぼう設備なかったしな。その点、樹杏はいいよな。さすがに私立の金持ち学園。冷暖房完備だ」


　実はそれもめあてだったんだと、東郷は照れくさそうに言った。


「家の道場は？」


「もちろん冷暖房完備さ。今時の親は、空調がないようなボロ道場なんかに子供を通わせたがらないからな。ま、最低限しかつかわないんだが……。今日あたりはきっと暖房入ってるぜ。なにせ、天気予報じゃ夕方から雪らしいし」


「ふ～ん。だからか……」


「なにが？」


「出がけに文人があったかくしてけって、わざわざマフラー持ってきたから」


　和音は、洒落しやれっけもなくただ首にグルグル巻きにしたマフラーに顎あごですりすりと触ふれる。


「ごちそうさん」


　東郷は呆あきれたように薄うすく笑う。


「文人は和音ちゃんに甘いよな。──あいつに内ない緒しよでいいこと教えてやろうか」


「なに？」


　興味を持ったらしい。和音は大きく首を傾かしげて、興味深げに東郷を見上げた。


（……マジ美形だな）


　機嫌の悪さが全面ににじみ出しているというのに、至近距きよ離りで見上げてくる和音の大きな琥こ珀はくの瞳ひとみに吸い込まれるような錯さつ覚かくを感じ、東郷は一いつ瞬しゆん息を呑のんだ。


　すでに何度も顔をあわせ、見慣れたはずの顔だった。


　それなのに、見覚えのないはじめての表情をその顔に見いだすたび、こんな風に心臓に悪い瞬間が訪おとずれてしまう。


（俺じゃ無理か）


　面食いを自じ認にんする東郷にとって、和音は鑑かん賞しようする分には最高の存在だった。


　が、手に入れても最高とは限らない。


　下手にちょっかいを出したが最後、この美び貌ぼうに呑まれて我を失う危険性が大きい。


　姿形の魅み力りよくだけに捕とらわれ、対等の存在としてむき合うことすらできなくなりそうだ。


（その点、あいつは平気そうだな）


　自分自身もまた人並みはずれた美貌の主だけあって、文人には免めん疫えきがありそうだ。


　最初のうちは、ただただ和音に振り回されているように見えた文人だが、学校で数日一緒に過ごす間にそれだけじゃないことが、東郷にも見えてくる。


　和音が無む謀ぼうな真似まねをして痛い目に遭あわないよう、危険なことに首を突っ込まないように先回りして予防策を講じているようなのだ。


　それは正に、はじめて会ったときに和音が文人を評して言った『保護者』という言葉通りのスタンスではあるのだが……。


「……東郷？」


　和音の顔を魅み入いられたように見つめていた東郷は、訝いぶかしげな和音の声に我に返った。


「あ、ああ、悪い。実はな──」


　東郷は、手合わせをする条件として文人と交かわした約束を和音に包み隠かくさず教えてやった。


「……ふ～ん。文人そんなこと言ってたんだ」


　和音はマフラーの端はしをつかむと、それで口元を覆おおった。


　隠された口元は見えないが、頰ほおが幾いく分ぶんふっくらして目元が和やわらいでいる。


（悪いな、文人）


　いないところでちょっかいを出さないと約束をしたが、この約束を秘密にしろとは言われていない。


　不機嫌なままでいられたんじゃ、せっかくの休日が台無しだから、和音の機嫌を直すのに、この話は最高のネタなのだ。


「あいつ、ばかだよなー」


　和音の声はなんだか幸せそうだ。


「こんだけ大事にされてんだ。一緒に出で掛かけて貰もらえない程度で拗すねてんじゃねぇよ」


「それとこれとは別。──俺は、ずっと一緒にいてくれるんじゃなきゃ嫌いやだ」


「ずっとって……。そりゃ不可能だろう」


「不可能じゃねーよ。絶対」


　和音は声を硬かたくした。


「和音ちゃん、我が儘ままだって自覚は？」


「ある。でもいーんだよ。文人だって、俺が我が儘で自分勝手なガキだってことわかってて、それでもいーって側そばに置いてくれてんだから……」


　東郷は、おいおい、とつっこみかけ、息を呑む。


　またしても和音が今まで見せたことのない表情をしていたからだ。


　傷ついた子供が意固地になったときの表情に似ているかもしれない。


　見る者に、その胸の痛みをリアルに感じさせるような、あまりにも無防備な表情。


「だから、俺は……今のままでいーんだ」


　和音は硬い声でそう呟つぶやくと立ち上がった。


「次で降りるぞ」


　走行中のバスの中、器用にバランスを取りながら危なげない歩調でドアにむかって進む。


　だが、東郷の眼めには、そんな和音が酷ひどく危あやうげに見えた。








「ここか」


　文人は、電車で一時間、その後タクシーでさらに一時間ほど走った先にある、とある旧家の門前に立っていた。


　ファックスの紙し片へんを覗のぞき込み、住所と国くに崎さきという表札の名前を再確認してから、門もん扉ぴの呼び鈴りんを鳴らすと、ほどなくしてインターホンから返事が返ってきた。


　文人が母の名前を出すと、「お待ちしておりました」と門の電子錠じようが開く音がして、中から使用人らしき中年の女性が迎むかえ入れてくれた。


　彼女に案内されるまま、文人はコートを手に敷しき地ち内に入った。


　専門の庭師が三日とおかずに手入れしているだろう見事な庭園を窓越ごしに眺ながめつつ、丁てい寧ねいに磨みがき込まれた廊ろう下かを歩く。


（もう少しあらたまったスタイルでくるべきだったか）


　文人は母の文華から、自分の代わりに取引相手でもある知り合いの家に行き、そこで渡わたされる商品と引き替かえに小切手を渡してくるようにとしか言われていなかった。


　プライベートだとも言われていたから、さほど気にせず、ぼさぼさの前まえ髪がみを上げて普ふ通つうに整え、セーターにジャケット程度のラフな服装できてしまった。


　だが、歴史を感じさせるこの旧家の佇たたずまいに、ラフさがそぐわないような気がして落ち着かない。


　もっと詳くわしく事情を聞いてくるべきだったと文人が後こう悔かいすると同時に、「どうぞ」と案内してくれた女性が膝ひざをつき障子をあけた。


（さて、どんな人が御ご当主なのか……）


　この旧家の佇まいに似合った威い厳げん漂ただよう気むずかしそうな老人を想像しつつ、文人は覚かく悟ごを決め、促うながされるまま室内へと入った。


「失礼します」


「いらっしゃいませ。お待ちしておりました」


　文人を迎えたのは予想に反して、にこやかに微ほほ笑えむ老婦人だった。


「あなたが文華さんの息子さん？」


「はい。鳴瀬文人です」


「文華さんからお話は聞いていたけど、想像していたよりずっと素す敵てきね」


　老婦人は、文人に親しげに微笑みかけた。


「申し訳ありません。時間がなくてあまり母から事情を聞いていなかったのですが、古いお知り合いなのですか？」


「ええ。といっても、お付き合いがあったのは先年亡なくなった私の主人です。主人は骨こつ董とうに目がなかったんですよ。よく文華さんにあれが欲しいこれが欲しいと我が儘を申し上げては、ご迷めい惑わくをおかけしていたようですわ」


「そうでしたか。……母は趣しゆ味みで骨董屋を営んでいるような人ですから、そのような難しい御注文は逆にやり甲が斐いがあると喜んで応じていたと思いますよ」


「そうかしら？　それならいいのだけれど」


　ふんわりと老婦人は微笑んだ。


　好感度の高い笑えみにつられ、我知らず文人も微笑んでいた。


「──あら、いけない。そろそろ、お仕事のお話もしなくてはね」


　楽しく軽い世間話をした後で、老婦人が切り出した。


「主人が大切にしていた九く谷たにの皿なんですよ。文華さんも随ずい分ぶんとお気に入りで、遊びにいらっしゃるたびに譲ゆずって欲しいとおっしゃっていたぐらいで……。骨董は眺めて愛めでてこその価値だと申していた主人が亡くなって三年経たちました。その間、この皿も蔵くらにしまわれたまま……。残念ですが、私は骨董の善し悪あしがわからない。しまい込んで置くことしかできない私の手にあるよりは、大切にしてくださる方の手元にあったほうが、この皿も主人も喜ぶような気がいたしまして」


　老婦人は、す、と立ち上がると、次の間から平たい大きな木箱を抱かかえて戻もどってきた。


「どうぞ、お確かめください」


　座ざ卓たくの脇わきに置いた箱を、老婦人が文人へと押し出す。


　文人は蓋ふたを開け、布の覆いを外した。


（──ん？　これは……）


　それは古九谷焼の大皿だった。


　口径は三十センチ強、欠損もなく、鮮あざやかな五ご彩さい色しきの色調も美しい。


　個人宅にあるより、美術館等に所蔵されるにふさわしい品だった。


　だがそれは、この皿が本物だった場合の話だ。


（これは、たぶんレプリカだ）


　素しろ人うと目めにはまず見み抜ぬけないほどの精せい巧こうさだが、本物を見慣れている文人の目は騙だまされなかった。


　上手うまく古色を演出してあるが、制作されたのはごく近年だろう。


「失礼ですが、この品はいつ頃ごろ？」


「主人の話では江え戸ど時代から代々受け継つがれてきた品だとか」


「……そうですか」


（どういうことだ）


　文人は困こん惑わくしていた。


　目の前にいるこの気品ある老婦人が噓うそをついているとは思えない。


　何度もこの皿を見る機会があったというのなら、プロである文華がこの皿の真しん贋がんに気づかぬはずがない。


（ここ数年の間にすり替えられたのか）


　とりあえず取引を進める前に、事情を文華に説明して確かく認にんを取ろう。


　そう文人は考えた。


「あの、どうかなさいました？」


　沈ちん黙もくして考え込んでいた文人に老婦人が訝いぶかしげに声をかける。


「あ、いえ……」


　顔を上げた文人は、訝しげな老婦人の顔に言葉を詰つまらせた。


『──いいか。絶対に渡してくるんだぞ』


　ふと、母の声が脳のう裏りに甦よみがえる。


　取引する品の形状さえも告げぬまま、小切手だけはきっちり渡してこいと何度も念を押した母。


（……まさか、文華さんは知ってたのか？）


　そう考えるとつじつまがあってくる。


　レプリカだと知っていたから、取引する品に関しての配はい慮りよを一いつ切さいしなかった可能性は大。


　わざわざ騙されてやらなければならないような取引を、仕事上の部下に頼たのむこともできなかったのだろう。


（俺ならこれに騙されると思ったのか）


　だとしたら、随分と見くびられたものだ。


　伊達だてにあの母の子供はやっていないつもりだった。


　専門の教育を受けたわけではないから具体的なことはわからないが、子供の頃から本物だけに囲まれて育てられただけあって、文人は骨董品の真贋に関しては勘かんが働く。


（──参ったな）


　文人は心の中で両手を上げた。


　どういう事情かわからないが、ここでことを荒あら立だてるのは文華の望むところではないだろう。


　詳しい事情を聞き出すのは後回しだ。


　この場は、母の意向を汲くんで騙されてやるのが正解だろう。


「申し訳ありません。あまりに見事な品なので、ついみとれてしまいました」


　意を決した文人は、老婦人に優やさしく微笑みかける。


　そして決意が揺ゆるがぬよう、その皿を再び箱へとしまい込んだ。











「ったく、どれだって同じだってのに無む駄だな時間使って……」


　帰りのバスの中、和音はぶうとふくれていた。


　東郷の買い物が早めに終わったら、ゲーセンかボウリングにでも行こうともくろんでいたのに、買い物が長引いたせいで駄だ目めになってしまったのが原因だった。


「いや、同じじゃねぇぞ。飲んでわからなかったのか？」


「わっかんねーよ。コーヒーなんてどれも同じ！」


「……砂糖を四杯はいも入れてたらわからなくて当然か」


　東郷はやれやれと首を振ふる。


　日用品の類たぐいの買い物はあっさりと終わったのだが、東郷の嗜し好こう品ひんであるコーヒー豆を購こう入にゆうする際になって色々ともたついてしまったのだ。


　豆の保存状態や色や形が悪いだの、産地が気に入らないだのとケチをつけ、あちこちの店を転々とさせられた。


　結局、休きゆう憩けいのつもりで立ち寄ったコーヒーショップの豆が気に入ったとかで、そこのマスターに頼み込んで譲ってもらうことになったのだが、その時点で買い物後の遊びは断念しなくちゃならない時間になっていたのだ。


「そんなにコーヒー好きだったら、家から持ってこいっての」


「そう言うなよ。まさか寮りようがあんなに贅ぜい沢たくだとは思わなかったんだ。普ふ通つう、学校の寮っていったら八畳じよう程度の部屋に二段ベッドと机とロッカーがふたつずつぐらいってのを想像するだろうが」


　だから東郷は、私物をほとんど持ち込まなかったのだ。


　だが実際に割り当てられた寮の部屋はひとり部屋で、ちょっとしたワンルームマンション程度のゆとりのある空間だった。


　だから今日、寮の部屋用にコーヒーを淹いれるための器具を一式新たに揃そろえたのだ。


「東郷って、けっこう行き当たりばったり」


「猪ちよ突とつ猛もう進しんな誰だれかさんには言われたくねぇな。──だいたいな、門限までまだ間があるし、バスの時間を考えても一時間ぐらいはゲーセンで遊べたってのに、帰るって言いだしたのは和音ちゃんだからな」


「それじゃあ文人が帰ってくるのに間にあわねーから駄目なんだってば」


「あーそうですか。はいはい」


（文人文人って、いい加減聞き飽あきたな）


　一日一いつ緒しよにいたが、三十分に一回は文人の名を聞かされたような気がする。


　正直言って、東郷はそんな和音を見ていると、妙みように不安な気持ちになる。


　ここまで依い存ぞんされていることに、文人本人は気づいているのだろうか？


「降りるぞ」


　バスが停とまった。


　ケーキの箱と傘かさだけを手にした和音の後を、今日の買い物が入った袋ふくろを両手に五つほど持った東郷は慌あわてて追った。








「すっかり暗くなっちゃったな」


　日にち没ぼつの早い時期だけあって、まだ夕方と呼べる感覚の時間帯にもかかわらず、外は薄うす暗ぐらい。


　天気予報通りに降りだしたみぞれのような雪が、うっすらと道路に積もりはじめていた。


「さぶっ。さっさと帰ろうぜ」


　傘を差し、バス停で立ち止まってあたりを見回していた和音を、寒さに背中を丸めた東郷が急せかした。


　足を降ろすたびに、びちゃびちゃと雪混じりの冷たい水が弾はじけて飛ぶ。


　ジーンズの裾すそが濡ぬれはじめたのを感じて、寒さに弱い東郷は不快げに眉まゆをひそめた。


「和音ちゃんは、寒いの平気か？」


「うん。雪の多い地域で育ったからかな。滅めつ多たなことじゃ風邪かぜもひかねーし。……どっちかっていうと、文人のほうがよく風邪ひいてたかも。あいつ、小学校の頃は俺と同じぐらいの背せ丈たけでさ、すげー可愛かわいかったんだぜ」


「……あーはいはい、文人がね」


　楽しそうに話をする和音に、東郷は条件反射でおざなりな相づちをうつ。


「あ、灯あかりついてる」


　道の先にあるマンションを見上げ、和音が嬉うれしげに呟つぶやいた。


「文人、もう帰ってるんだ」


「あのマンションか？　部屋どこだ」


「最上階全部」


「……贅沢だな」


「そーでもないよ。ほとんど文人の母親が倉庫がわりにつかってるから、居住部分は半分以下だし。──東郷、寮の門限までまだあるし、寄ってかないか？」


「そうさせて貰もらうかな」


　ふたりがどんな家で生活しているのか興味がある。


　東郷は、和音の誘さそいにうなずいた。


「買ったばかりのコーヒーを文人に飲ませてやるか」


「あ、それ駄目。文人、紅茶党だぜ」


　大きな道を曲がり、マンションへ続く路地に入った途と端たん、早く帰りたくて仕方ないというように、いきなり和音は歩調を速めた。


　うっすらと積もった雪に足をとられそうで、東郷はあまり速く歩けない。


「おい、待てよ。こっちは雪道に慣れてないんだから急かすなって」


「なっさけねーの。──ッ!!」


　振り向いた和音の顔が急に引き締しまる。


「東郷、避よけろ!!」


　和音の視線は東郷のさらに後方にむいていた。


　東郷は即そく座ざに振り返った。


「ちッ！」


　視界いっぱいに、こちらに向かって突つっ込んでくる車が見える。


　脇わきに避ける余よ裕ゆうはない。


　一いつ瞬しゆんでそう判断した東郷は、両手の荷物を放ほうり出すと、向かってくる車にむき直った。


「ハッ」


　衝しよう突とつする寸前、タイミングをあわせてジャンプすると、ボンネットに手をつき、受け身の要領で車の上を転がって、道に着地した。


「大だい丈じよう夫ぶか！」


　東郷より先を歩いていて余裕のあった和音は、とっくに車の進行方向から逃のがれていた。


　道路に膝ひざをついた東郷に、慌てて駆かけ寄ってくる。


「……ああ、なんてこたぁない。平気だ」


　ふたりに突っ込んできた車はブレーキもかけず、そのまま走り去って行く。


（雪でスリップしたんじゃなさそうだな）


　東郷は走り去る車を食い入るように見つめていた。








　一方、ぐったり疲つかれ切った文人は、予定より早めに帰宅していた。


　持ち帰ったレプリカの古九谷焼の皿をさっさと倉庫にしまい込むと、ソファーに深く腰こしをおろす。


（……参った）


　肉体的に疲れるようなことは何一つしていない。


　疲れているのは精神だった。


　レプリカだとわかっている品物と引き替かえに、何千万円という額面の小切手を渡わたさねばならないのは、さすがに精神的負担が大きい。


　あの場は、レプリカであることに目をつぶり、小切手を渡すのが正解なのだという確信はあったが、万に一つの間ま違ちがいがないとも限らない。


　事情を説明させようと、旧家を出てすぐに文華の携けい帯たいに連れん絡らくを入れたが電源を切っているようで繫つながらなかった。


　それならばと、母が経営するアンティークショップのほうに電話を入れたら、留守番電話になっていて臨時休業のアナウンスが流れていた。


（なにをしてるんだか）


　家に帰ってからも、何度か家の電話から文華の携帯に連絡を入れたが、やはり一向に繫がらない。


　諦あきらめた文人は、何時でもいいから連絡を寄こすようにと、留守番電話にメッセージを残した。


「さて、夕飯の支し度たくでもするか」


　疲れていることだし、ひとりだったら適当にすますところだ。


　が、生あい憎にくこの家には、身体からだは細い癖くせに二人前の料理をペロリと平らげる大食漢が生息しているからそうはいかない。


　朝、出がけの和音の機き嫌げんが悪かったせいで、夕食がいるかどうか聞きそびれてしまった。


　だが和音のことだから、外食して普ふ通つうに夕食を食べて来たとしても、それではきっと足りなくて、夜食代わりにもう一食ぐらいは食べたがるに違いない。


（とりあえず、水すい餃子ぎようざかな……）


　以前、下準備だけして冷れい凍とうしておいた具材を冷凍庫から取り出し、冷蔵庫の中身を確かく認にんする。


　メインは和音が帰ってきてから作ったほうがいい。


　量が調節しやすいチャーハンにでもするか……。


　あれこれと脳内で、料理の手順を構築していく文人は、先さき程ほどまでの疲れをすっかり忘れてしまっていた。








　料理の下準備が終わりかけた頃ころ、玄げん関かん先からガチャッと陶とう器きの割れる音が聞こえてきた。


「!!　和音か!?」


　出先でなにかあって、帰ってくるなり玄関先に飾かざってある皿かなにかに八つ当たりしたに違いない。


　そう確信した文人は、急いで玄関にむかった。


「和音！　今度はなにを割ったん……。──東郷？」


　だが予想に反し、玄関先に和音はいたものの割れ物は見当たらず、かわりに濡れた服を着た東郷が寒そうに震ふるえていた。


「よお、文人。悪いけど、風ふ呂ろと服貸してくれよ。寒くて寮りようまで持ちそうにない」


「ああ、いいが。──いったい、どうしたんだ？」


「マンションの手前でさ、雪でスリップした車がいきなし突っ込んできたんだよ」


「怪け我がは？」


「ないない。上手うまく避けたから。な、和音ちゃん」


　東郷に同意を求められた和音は、キョトンとした。


「え、俺は怪我してるけど」


「どこを？」


　あの状じよう況きようで和音が怪我をするだろうか？


　訝いぶかしそうに東郷が聞くと、和音は得意そうに左の手の甲こうを見せた。


「ここ。避けたとき、コンクリートの塀へいでこすった」


「おいおい」


　少しこすれて血がにじんでいる程度の傷だった。


　その程度じゃ怪我のうちに入らないだろうと、東郷は呆あきれる。


「手か。早く消毒しないと」


　が、文人は慌あわてて和音の手を取ると、傷の具合を確かめた。


「うん、手当てして」


　和音はというと、やたら嬉しそうににこにこしている。


（くそばかばかしい）


　付き合ってられない。


「文人、風呂どっちだ？」


　東郷は急に寒気を感じてブルッと身み震ぶるいすると、そそくさと風呂場に避ひ難なんしていった。








　和音の手の傷を手当てして東郷の着き替がえを出した後で、文人はもう一度玄関にむかった。


　玄関先に放り出されたままのびしょぬれの袋ふくろをつかみ上げると、ガシャガシャと割れた陶器の音が響ひびく。


「さっきの音の正体は、これか」


　袋の中身は陶器だけじゃないだろう。


　無事なものもあるだろうし、早めに濡ぬれた袋から出したほうがいい。


　文人は、新しい袋を用意すると、濡れた袋から品物を出して、使えるものと使えないものに分け、使えるものは水気をふき取りつつ新しい袋へと入れ直してやる。


　足音に顔を上げると、タオルを頭からかぶったままの東郷が立っていた。


「──悪いな。後は俺がやるから」


「いい、俺に任せておけ。汚よごれついでだし、もうじき終わるから……。ちなみに割れ物関係は全ぜん滅めつだぞ」


「ついてねぇ。──割れ物っていえば……。なぁ、文人。人の趣しゆ味みをとやかく言うつもりはねぇが、この家、暮らしにくくねぇか。もうちょっと飾り物を減らしたらどうだ？」


　あちこちに高そうな骨こつ董とう品ひんが飾ってあって、ぶつかって壊こわしそうで緊きん張ちようする。


「……残念ながら、あれらは母親のコレクションの一部でな、俺の一存ではどうにもできないんだ」


「そりゃ、お気の毒。──和音ちゃんは？」


「着替えるって部屋に戻もどって行った。──それより、怪我は本当にないのか？　東郷は車にぶつかってボンネットの上で一回転したって、和音が言ってたが」


「違う！　脇わきに避よけられなかったから、ボンネット上で受け身をとっただけだ。ま、軽い打ち身程度さ。手当てするほどのこともない。──ああ、でも、あんたがどうしても消毒したいって言うんならさせてやってもいいけど？」


　さっきの一幕を思い出した東郷にからかわれ、文人は苦く笑しようした。


「和音の手は特別なんでね」


「特別？──ああ、そういえば前にピアノがどうとか言ってたか。マジでプロ志願だったのか」


「ああ、いや。そういうわけじゃない。あいつ、才能は人一倍あるんだが、あの性格だ。さすがにプロになるのは無理だろうな」


「あの性格？」


「飽あきっぽくて落ち着きがないだろう。技術はあっても楽がく譜ふ通りに一曲弾ひきこなすだけの忍にん耐たい力りよくがないんだ。コンクールに出場する以前の問題だ」


　ついでに気分屋過ぎて表現力にもムラがあるしな、と文人は苦笑した。


　が、東郷は眉まゆをひそめる。


「小学生じゃないんだから、一曲まともに弾けないってことはないだろう。あいつだって、俺らと一いつ緒しよにテストや授業をまともに受けてるんだから、その程度の忍耐力はあって当然じゃないか？」


　違ちがうか？　と問われ、文人は思わず言葉に詰つまる。


　言われてみると確かにその通りかもしれない。


　小学生の頃の和音は、授業中でさえ落ち着きがなくて、常に問題児だった。


　が、高校生になった今では、そういう問題は一いつ切さい起こしていない。


（先入観か……）


　小学生の頃のイメージが強過ぎる上に、本人があの頃と同じような我が儘ままを言うものだから、認識を改めることができずにいたのだ。


「確かに、そうかもな」


　指し摘てきされなければ、この先もずっと過去の認識に振ふり回されてしまっていた。


　とはいえ、たとえ楽譜通りに一曲まともに弾けるようになっていたとしても、本人に音楽の道に進む意志がない以上、この話はここまでだ。


　はっきり言ってくれてありがとうと文人が礼を言うと、東郷はちょっと照れくさそうな顔をした。


「あんたらの場合、近すぎて見えてないのかもな。──あ、おい。なんでその袋だけ寄せてあるんだ？　それは割れ物じゃないぞ」


「ああ、これか？　完全にタイヤの下した敷じきになったみたいでつぶれてるし、どろ水が染しみてるしで中身が全滅」


「マジかよ。──半日かけて手に入れたコーヒー豆が」


　よりによって一番欲しかったものが全滅とはついてない。


　嘆なげく東郷の肩かたを、片づけを終えて立ち上がった文人は軽く叩たたいた。


「自分が轢ひかれなかったことを幸運だと思うんだな。で、運転手とはちゃんと話をつけてきたんだろうな」


「つけてない」


「甘くないか？」


　怪我がなかったのは、ひとえに東郷と和音の運動能力が並以上だったお陰かげだ。


　普ふ通つうの人間だったら、救急車ものの事故に発展していたかもしれない。


「そうじゃない。話をつける以前の問題だ。──あの車、俺と接せつ触しよくしたってのにブレーキもかけずに走り去りやがった」


「随ずい分ぶん悪質だな。ナンバーは？」


「記き憶おく済み」


「じゃあ警察に通報するか」


「それでいいのか？」


「どういう意味だ？」


「言っただろう。ブレーキをかけるそぶりすらなかったんだ。……あれは事故を装よそおった故意だ」


「間違いないのか？」


「ああ、俺はそう思う。でな、俺には車に突つっ込まれるような覚えはないんだ。恨うらみを持ってる奴やつはいるが、どれもこれも腕うでっ節自じ慢まんの奴ばっかりだからな。車なんてつかわねぇ。──で、和音はどうなんだ？」


　聞かれて、文人は一いつ瞬しゆん言葉に詰まった。


「俺が知っている限りでは、思い当たる節はないが……」


　だが、文人が和音について知っているのは、子供時代と再会してからの数ヶ月のことだけ。


　その間の出来事については、和音が話したがらないせいもあって、ほとんど知らないままだ。


（そういえば……）


　確か和音は、ここにくる寸前、自分にちょっかいを出そうとした従兄いとこを半殺しにして病院送りにしたと言っていた。


　その従兄とは和解しているのだろうか？


「……とりあえず、ナンバーを教えてくれ。俺のほうで調べてみる」


　もしも、その従兄絡がらみだとしたら、警察に通報するのはまずいような気がする。


「心当たりあるのか？」


「確信はないが……。だが、あいつの場合、俺が知らないところで何をしているかわからないから、油断はできないしな」


　文人は、ふか～くため息をついた。


「──文人、東郷、お茶入ったぞ」


　リビングから、和音が呼ぶ声がした。


「お茶だと」


　文人はいきなり血相を変えてリビングにむかう。


「和音、指、火傷やけどしてないだろうな」


「してねーよ。心配すんなって。ほら」


　和音が嬉うれしそうな声で応じている。


（いや、もうマジで、くそばかばかしい）


　玄げん関かん先に取り残された東郷は、端はたから聞くとベタベタと大甘なやりとりを繰くり返すふたりの会話に当てられて、やってられねぇよとひとり愚ぐ痴ちった。


　馬に蹴けられるより先に、あまりの甘さに吐はきそうだ。


　和音にちょっかいを出す気力は、東郷から完全に消え失うせていた。


　ゲロ甘なふたりの恋こい路じにちょっかいを出せるほど、東郷は甘党ではなかったのだ。


「──おい、俺はもう帰るからな！」


　これ以上付き合ってられるかと、リビングのドアを開けて怒ど鳴なる。


　その視線が、ふと引き寄せられるかのように、和音の指を心配げに見ている文人より後方へとむけられた。


「……お、必殺シリーズ、しかもボックスか。たしか必殺仕し置おき人にんって、中村主水もんど初登場の作品じゃなかったか？」


　文華のアンティークが並べてあるテレビ脇の棚たなの中、肩かた身みが狭せまそうに立てかけてあったＤＶＤケースを見つけ、東郷は目を輝かがやかせた。


「その通り。もしかして、時代劇に詳くわしいのか？」


「おう。親子二代の時代劇フリークだ。もっとも俺の一番は鬼おに平へい犯はん科か帳ちようだけどな」


「火付盗とう賊ぞく改方、長は谷せ川がわ平へい蔵ぞうか。あれも傑けつ作さくだな」


「だろ？　必殺シリーズに関しちゃさすがに親おや父じの方が詳しいな。親父は一作目の必殺仕し掛かけ人にんが一番だって言うけどな、古過ぎてさすがに再放送もやってねぇから、俺は見たことねぇんだ」


「仕掛人のＤＶＤもあるぞ」


　実は奥のオーディオルームに全シリーズコンプリート済みなんだがと、照れ隠かくしにこほんと咳せき払ばらいしつつ文人が言う。


「そりゃお宝だ。見せろ見せろ」


「こっちだ」


　今まで誰だれにも理解されず、それどころか年寄りくさいと大不評だった趣しゆ味みの仲間を偶ぐう然ぜん見つけ、文人は上じよう機き嫌げんだった。


　東郷も同じで、帰るつもりだったことをすっかり忘れている。


「なんだよ、もう！」


　せっかく紅茶を淹いれたというのにシカトされ、さらにすっかり仲間はずれにされた和音は、ぶうっと本気でふくれた。








　東郷は寮りようの門限がとっくに過ぎたあとで帰っていった。


　その後、東郷がいる間ほとんど相手をしてもらえなくてふてくされていた和音は、手の甲こうのかすり傷を見せびらかして、怪け我がをしているんだから大事にしろと文人に要求しまくり、普段よりずっと甘えん坊ぼうになっていた。


　子供の頃ころの和音は、怪我や病気をすると、周囲が呆あきれかえるほどに両親からちやほやと甘やかされていた。


　そんな記憶がある文人は、ついつい記憶のままに和音を甘やかしてしまう。


　週末以外は同じベッドでは寝ねないという決まりを破って、和音が文人のベッドに潜もぐり込んできたときも仕方なく中にいれてやった。


　ただし、和音がエッチしたがってじゃれついてきたときは、怪我人なんだから激しい運動は避さけたほうがいいなと、強制的に布ふ団とんでくるんでむりやり寝かしつけた。


　二週続けて月曜日の朝に学校に行きたくないとごねられるのは、さすがにご免めん被こうむりたかったので……。


（寝たか……）


　今日は一日歩き回っていたようだし、それなりに疲つかれていたのだろう。


　いつもよりすんなりと和音は眠ねむってくれた。


　自分も寝ようと、小さくしていた灯あかりを完全に消して文人も眼を閉じる。


　と、そのとき、サイドボードの上の電話が小さく鳴った。


（おっと）


　音量は最小にしてあるとはいえ、せっかく寝た和音が、この音で起きないとも限らない。


　文人は慌あわてて着信ボタンを押し、受話器を手に廊ろう下かへと出た。


「もしもし」


『ああ、文人悪い。もう寝ていたか』


　留守電のメッセージを聞いたのだろう。


　受話器から聞こえてきたのは、文華の声だった。


「いや、大だい丈じよう夫ぶ。文華さんこそ、寝てたんじゃないのか？　声がかすれているようだけど」


『ちょっと…な。寝てたわけじゃない。──で、どうだ。上手うまく取引できたか？』


「できた……と思う。騙だまされるのも文華さんの予定のうちだったのなら」


『おや、偽にせ物ものだってばれたか』


「ひとめでね」


『なかなか精せい巧こうな贋がん作さくだっただろうに。あれは本職だって見み抜ぬくのが難しい品なんだがね。どこで気づいたんだ？』


「さあ、具体的には言えないな。一見した印象で偽物だと感じただけだし」


『なるほど……。嬉しいな。本物を大量に見せてきた甲か斐いがあったようだ。わたしが思っていたより、お前の目は確かだね。侮あなどって悪かったよ』


　文華の声には微かすかだが笑えみが含ふくまれていた。


「どういたしまして。──事情は話してくれるんだろうな」


『話すよ。でも、明後日あさつてにはそっちに行く時間がとれるから、そのときでいいか』


「了りよう解かい。で、何なん泊ぱくするんだ」


『日帰りだ。残念だが、色々と調べなきゃならないことが山積みでな』


　それじゃあ明後日、と通話を切ろうとする文華を、文人は引き留めた。


　今日の事故の話をして、車の持ち主を誰かに調べて貰もらえないかとナンバーを告げる。


　もしかしたら和音の従兄いとこかもしれないし、はっきりするまではことを荒あら立だてたくない旨むねも伝える。


　文華がちゃんと調べるよと約束してくれたのを聞いて安心して、受話器を置いた。
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　火曜日、授業を終えてすぐに文人がマンションに戻もどったとき、すでに文華はリビングでゆったりと紅茶を飲んでいた。


「おかえり、文人」


「文華さんも」


　文人の姿を認めた文華は、立ち上がると歩み寄ってきた。


「うん。──お前、また大きくなったんじゃないか？」


「どうかな。春から計ってない。伸のびたとしても、さすがに一センチ、二センチだろう」


「そうか」


　文華はふふっと微かに微ほほ笑えみながら、文人の成長ぶりを確かく認にんするかのように、肩から腕うでへと触ふれた。


「文華さん、なに笑ってるんだ？」


「いや、私がハイヒールを履はいても充じゆう分ぶん釣つり合いがとれるぐらいに育ってくれたなと、嬉うれしくなってね」


　我が息むす子こながらいい出来だ、とダークレッドに光る唇くちびるが嬉しそうにほころぶ。


　若くして文人を産んだ文華は、まだ三十代。百七十を越こす長身の派手な美女だった。


　容姿は文人とは似ていない。


　北ほく欧おうの人であった母親の血の影えい響きようでその肌はだの白さは際きわ立だっていたが、髪かみと瞳ひとみは見事な漆しつ黒こく。


　切れ長の意志の強そうな黒い瞳と大きめの薄うすい唇が印象的な、色気はあるものの少々女性らしさには欠けるシャープな印象の顔立ちをしている。


　本人も自分の容姿を客観的に納なつ得とくしているらしく、ショートの髪にパンツスーツといった男装の麗れい人じんめいた装よそおいを好んでいた。


「そうだ。あの絵を持ってきたんだ」


　文華は名残なごり惜おしげに文人の腕をポンと叩たたくと、テーブルの上に置いてあった絵を取り上げ、文人に見せた。


「上手うまく修復してあるだろ？」


　それは、以前、和音がひっかいて傷をつけた薄茶の巻き毛の愛らしい少女が描えがかれた五号程度の油絵だった。


「ああ。綺き麗れいに直ってる。──この絵、美弥さんに似てないか？」


「……そうだな。実は、それがこの絵を気に入った一番の理由なんだ」


　美弥は和音の母であり、文華の親友だった。


　和音の美び貌ぼうは美弥譲ゆずり。顔立ちそのものはよく似た親子だったが、中身が全然似ていないせいかその印象は全然違ちがっている。


　和音と同じ琥こ珀はくの瞳と薄茶の柔やわらかな癖くせ毛げの持ち主であった美弥は、その繊せん細さいな容姿に見合った、心優やさしく気弱な少女のような女性だった。


　男性的な容貌、立ち居振ふる舞まいの文華とも正反対だ。


　文人が知る限り、文華は自分とはまったく性質の違うこの親友を、それこそ宝物のように大切にしていた。


「次に美弥に会えるときに、この絵をプレゼントしようと思って、楽しみにしてたんだがな」


　以前飾かざってあった壁かべに絵を戻す文華の声は、微かに揺ゆれていた。


「……和音はどうした。逃にげたか？」


「なんで逃げるんだ？　今週はクラスの週当番にあたってるだけだ。もうじき帰ってくる」


「逃げてくれたほうが、まだましなんだが……」


　文人の言葉に、文華がひとりごとのように呟つぶやく。


　どういう意味だと問い返す前に、玄げん関かんで物音がした。


「ああ、帰ってきたようだ」


　和音の軽い足音は、なぜかリビングを素す通どおりして、そそくさと奥の部屋にむかっていく。


「和音。文華さんだぞ」


　文華が帰ってくる話はしておいたはずなのに、どうしたことか。


　文人は訝いぶかしがりながらもドアを開け、和音を呼び止めた。


　和音はしぶしぶといった風に立ち止まると、ためらいがちにリビングに入ってきた。


「よお、和音。久しぶり」


　文華が気さくに声をかける。


「あ……」


　文華の声に、和音は戸と惑まどったように視線をさまよわせる。


　だが、次の瞬しゆん間かんには、にっこりと穏おだやかに微笑んでいた。


「お久しぶりです。文華さん」


（ん？）


　穏やかな和音のその笑顔に、文人は違い和わ感をおぼえた。


　それは再会したばかりの頃ころ、姑こ息そくにもいい子の演技をして文人に取り入ろうとしていたときの和音の表情だったから。


「おい、和音。今さら文華さん相手にいい子ぶる必要はないんじゃないか？」


「あ、ああ、うん。……そうだね」


　指し摘てきされた和音は、酷ひどく困ったような顔で救いを求めるように文人を見上げた。


「どうかしたのか？」


　隣りん家かで暮らしていた当時、和音と文華は仲が良かった。


　それなのに、この他た人にん行ぎよう儀ぎな態度はいったいどうしたことか。


「人見知りされたか。──ずいぶん久しぶりだしな。大きくなったな。……あいかわらず美弥にそっくりだ」


　歩み寄ってきた文華が、懐なつかしげに和音の頰ほおに手を伸ばした。


「っ……」


　すると、和音はビクッと身を震ふるわせて、文華の手を避さけ、文人の後ろに逃げ込んだ。


「おい、和音？」


　文人は首こうべを巡めぐらせて和音を見た。


「どうしたっていうんだ？」


　和音は、文人の質問から逃げるかのようにうつむく。


　文人の制服の裾すそをつかんでいる指は、見てわかるほどに震えていた。


（怯おびえてる？）


　文華相手に、これほど怯えるとは。


　その理由に心当たりのない文人は戸惑うばかりだ。


「……体調が悪いんだろう。もういいから、自分の部屋で休みなさい」


　文華がすすめると、


「……はい」


　和音はしおらしい声で返事をして、逃げるようにしてリビングから出て行ってしまった。


「どうしたんだ、あいつ」


「訳が……あるんだよ」


　困こん惑わくする文人を宥なだめるように、文華が言った。


「なんのことだ？」


「説明する。説明するから、まず座ろう」


　文華は、彼女のお気に入りの、ひとり掛がけ用のソファーにゆったりと腰こしをおろした。


　和音が気がかりだったが、文人も文華に促うながされるまま座る。


「どこから話すかな……。ああそうだ。国崎の家の件からにしようか」


「ああ、その件の説明がまだだったな。どういう事情だったんだ？」


「うん。あの贋がん作さくの皿、実を言うと十年以上前に、わたしが作らせたものなんだ」


　人に聞かれたら古物商としては致ち命めい傷しようになるようなことを、あっさりと文華は口にした。


「……そういう汚きたない仕事もしてるとは思わなかったな」


　文人の非難に、文華は肩かたをすくめた。


「いつもやってる訳じゃない。特別だったんだ。あそこの前当主には恩があってね。頼たのみを断り切れなかったんだ。……旧家としての体面を整える金を工面するために、ちょいと協力したって訳」


　当主は、代々受け継つがれてきた家宝ともいえる皿を手放すことを、誰だれにも、妻にさえ知られたくないと願った。


　だから、素しろ人うと目めにはわからない精せい巧こうな偽にせ物ものを作らせ、密ひそかにすり替かえることにしたのだという。


「随ずい分ぶん危ない橋を渡わたる。もしもあの奥さんが文華さん以外の業者にあの皿を売ったら、相当やばかっただろうに」


「まあな。でもほら、わたしは運が強いから……」


「で、過去の悪事を払ふつ拭しよくするためにあれだけの大金を？」


「あの金の出所はわたしじゃないよ」


　あの夫ふう婦ふには、ひとり息むす子こがいたのだ。


　が、父親が偽物を飾ってまで旧家の体面を保とうとしたことを偶ぐう然ぜん知り、それに反発して若くして家を出てしまっていた。


　その後、成功して財をなしたその息子が、今回の取引を持ちかけたのだと文華は言った。


「年老いた母親が、死ぬまで旧家の奥方としての体面を維い持じしたまま生きられるようにってな」


「……本人が戻もどったほうが、喜ぶんじゃないのか？」


「父親が死んだとき、戻ろうとしたそうだよ。でも、出しゆつ奔ぽんした息子を当主は許さぬまま逝いってしまったんだ。父親が許さなかったのだから、この家の敷しき居いをまたがせるわけにはいかないと母親に追い出されたとさ」


「ばかげてるな」


　それでは、体面を守るために、人として本当に大切なものを切り捨てているようなものではないか。


「まあ、考え方なんて人それぞれだからな。誰に強制されたわけじゃなく、痛みを伴ともなうとわかった上で自分で決めた生き方を貫つらぬくのなら、それはそれで潔いさぎよいんじゃないか」


「そういうものかな……」


　凜りんとした気品ある老婦人だった。


　その誇ほこり高さを守るために、息子が陰かげで動いていたことを、いつか彼女が知ることはあるのだろうか。


　もし事実を知ったとき、彼女はどう思うか。


　怒おこるだろうか。それとも息子の気き遣づかいが嬉うれしいと喜ぶだろうか。


「文華さんは、その息子の考えに賛同したから協力したのか？」


「まさか。これはビジネスの一いつ環かんさ。だから応じただけだ」


　さっき言われたように過去の悪事の証しよう拠こも隠いん滅めつできるしね、と唇くちびるの端はしを上げて笑う。


「今のわたしがあの息子の立場だったら、物理的な意味であの家をぶちこわしてでも、旧家の檻おりから母親を引き離はなそうとしただろうね。──そう、今だったらね」


　文華は不意に左手で目元を覆おおった。


「文華さん」


「……後こう悔かいなんて、わたしには縁えんのないものだと思っていたのにな」


　目元を隠かくしたまま、自じ嘲ちよう気味に文華が呟く。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　いつにない母の姿に、文人は胸がざわつくような不ふ吉きつな感じをおぼえた。


「ああ、大丈夫。……大丈夫だ。色々あったから、さすがにちょっとだけこたえてるけどな」


「和音の両親のことか？」


「そう。自分で調べてみたよ。でも、その前に和音のことから話さないと」


　文華は深く息を吐はくと、目元を覆っていた手を外して、文人を見た。


「文人。お前、引っ越こした後に、和音から電話で赤の他人扱あつかいされてえらいショック受けたことを覚えてるか？」


「……ああ、覚えてる」


　小学四年で引っ越すまで、文人と和音は隣接した家で育った。


　和音を一番の仲良しだと思っていた当時の文人は、離ればなれになった後、和音の声聞きたさに何度も電話を掛けたものだ。


　だが、和音は居留守を使うばかりで、一度も電話口にでてくれなかった。


　手紙ならばと何通か出してみたが、やはり返事は返ってこない。


　三ヶ月後にやっと電話が通じたと思ったら、『お前、誰？』と知らんぷりをされる始末。


　このあまりにも理り不ふ尽じんな和音の仕打ちに、幼い日の文人はいたく傷ついたのだ。


　一種のトラウマにさえなっていて、忘れようとしても忘れられなかったぐらいだ。


　今でも、これが文人の嫌いやな記き憶おくナンバーワンである。


「あれな、和音は本気で言ってたんだよ」


「本気の嫌がらせってことか」


「そうじゃない。あの頃ころ、あの子は本当にお前のことを忘れてたんだ」


「そんなバカなこと……あるわけが」


　ない、と文人は言い切れなかった。


　和音と再会してから今まで、何度かあのときの話題がでたが、その都度、和音はよく覚えてないと言っていた。


　そのときは、都合の悪いことを忘れたふりで誤ご魔ま化かしてるんだと思っていたが、もしもそれが本心からの言葉だったとしたら……。


「あの子は、本当に忘れていたんだよ」


　文華は嚙かみしめるようにもう一度言った。


『お前、誰？』


　そう和音に言われて酷ひどく落らく胆たんした文人の姿に、息子を溺でき愛あいしていた文華もまたショックを受けていたのだ。


　可愛かわいい息子を悲しませるとは何事かと、和音を一発ガツンと懲こらしめるべく、文華は文人に内ない緒しよで水瀬家にむかった。


　そして、そこで知ったのだ。


　ずっと一緒に育った文人と引き離されることに耐えられなかった和音が、鳴瀬の家の存在そのものを記憶の中から追い出してしまっていたことに……。


「文華さんのことも？」


「ああ、覚えてなかった。……腹も立ってたしな。顔をあわせてすぐ、いつもの調子で思いっきりプロレス技わざをかけてやったんだ。でな、和音はこっちが誰だかわかってなかったもんだから、見事にくらっちゃってね。脳のう震しん盪とうおこして病院運んだりして、そりゃ大変だったんだ。……たぶん、あのときの記憶だけはうっすら残ってるんじゃないかな」


　だから、さっきやたらとびびってたのかもね、と文華は苦く笑った。


「そのときに、美弥に言われたんだよ。──和音がこんなに弱い子になったのは溺愛し過ぎた自分たちの責任だから、自分たちでなんとかして治してみせる。記憶を取り戻させるからって……。わたしは、今すぐ文人を日本に戻して、また一緒に生活させれば治るだろうと言ったんだけどね。それじゃあ根本的な解決にならないし、これ以上迷めい惑わくはかけられないからって、美弥が言うから……さ」


　和音が寂さびしさに耐えられるぐらい、もう少しだけ強くなるまで和音の記憶を刺し激げきしないよう、しばらく付き合いを絶って欲しいと頼まれたのだと文華は言った。


「中ちゆう途と半はん端ぱは嫌きらいだったからね。美弥から連れん絡らくがあるまではと、それ以来こちらからは連絡をしないようにしてたんだ」


「だから文華さんは、美弥さん達の死を知らなかったのか」


「そういうこと」


　文華は、先さき程ほど壁かべに掛かけた油絵に視線をむけた。


「その結果がこれだ。……正直参ったよ。──でな、文人。この話、実はまだ続きがあるんだ。それも、あまり気持ちのいい話じゃないが、聞くか？」


「聞こう」


「美弥達のことなんだが、葬そう式しきどころか、その死が公式発表もされてないんだ」


「演奏旅行先の異国で事故に巻き込まれて、身元が確かく認にんされるまでに一年近く時間がかかったから、ニュースにならなかったんじゃないかって和音は言ってたが」


「和音の言うことは当てにならん。美弥達は演奏旅行に行ったんじゃなく、急病で死の床とこについた恩師の見み舞まいに行った先で事故に遭あったようだしな……。多分、和音は美弥達の死をひた隠しにしている奴やつらに、適当なことを吹ふき込まれてるだけだろう。──書類上の手続きはすんでいるようだが、ふたりの死は公式には一いつ切さい発表されてない。当然、葬式もしてないし、ことによると遺骨もまだ事故を起こした国にあるかもしれない」


「遺骨も……」


　両親の墓所を聞いたときの和音のあの奇き妙みような態度が、文華の言葉に信しん憑ぴよう性をくわえた。


「そんなの不可能じゃないのか？　あのふたりは一流の演奏家だったんだし……」


　演奏会のスケジュールだってそれなりに組んであっただろう。


　音楽関係者との繫つながりだってあったはずだ。


　何年もの間、その死を公おおやけにせずに隠し通すことなどできっこない。


　文人がそう言うと、文華は首を横に振ふった。


「当時、あのふたりは演奏家としての活動をしてなかったんだ。和音を育て直すための時間と静かな環かん境きようが欲しいと言って、音楽関係者との付き合いを完全に絶ってしまっていたらしい」


　魔まが差すための条件が、あまりにも揃そろい過ぎていたんだろうと文華が憎にく々にくしげに言う。


「金か……。和音を引き取って育てた叔お父じさんが？」


　水瀬の家は、かなりの資産家だった。


　それにくわえ、音楽の医い療りようへの貢こう献けんに造ぞう詣けいが深かった和音の父親は、いわゆる癒いやし系と呼ばれる曲を複数作曲していることでも有名な人だった。


　その曲の数々は、いまだにテレビや映画で使われており、地道な人気を維い持じし続けている。


　たぶん、それらの収入もかなりの額になるはずだった。


「ああ、まだ調査段階だが間ま違ちがいない」


「そうか」


　文人は、すんなりとその事実を受け止めることができた。


　両親を失ったばかりの和音に、人前でピアノを弾ひくように強制したという話を聞いてから、和音の叔父には不信感を抱いだいていたのだ。


　こうなってから考えてみると、和音の才能が金になることをもくろんでいたのではないかとさえ疑ってしまう。


　幼い和音がピアノを弾かされたとき、その場にいたのは音楽関係者か芸能系の人間だったのではないかと……。


「顧こ問もん弁護士を抱だき込んで、和音が受け継つぐべき遺産にかなり手をつけているようだ」


「まさか、事故にも関係してるなんてことは……」


「それはないだろう。あくまでも事故死に便乗した横領だ。……と思ってたんだがな。残念ながら、それも微び妙みようになってる」


「どういうことだ？」


「お前に調べてくれって頼たのまれた車のナンバーだが、盗とう難なん届けがでている車だったんだ。所有者は水瀬家の顧問弁護士の関係者だ」


「和音を……本気で狙ねらってたのか？」


「わからん。が、わたしが表立って美弥たちのことを調べだした途と端たんにこれだからな。偶ぐう然ぜんとは考えにくい」


　和音ひとりなら騙だまして言うことを聞かせることも可能だが、仕事柄がら、各界に顔の広い文華がバックにつけば、そう上手うまくことが運べなくなる。


　それを恐おそれて手を打とうとしているのかもしれない。


　邪じや推すいだがな、と文華は汚けがらわしそうに言った。


「もう少し詳くわしく調べてみるよ。ハッキリしたことがわかるまで、念のために和音をひとりにしないように」


「ああ、わかってる。──ところで文華さん、この件を警察沙ざ汰たにする気は？」


「今のところはない。美弥たちをマスコミに面おも白しろ可笑おかしく扱あつかわれるのはご免めんだからね。もしも、事故死の件に裏があるようなら考えもするが……。で、和音だがな……。実際のところ、今はどうなんだ？」


　大だい丈じよう夫ぶそうか？　と文華が問う。


「……たぶん」


　文人はそれ以上言葉にすることができずに、首を横に振った。


「……そうか。だろうな。一番の仲良しだったお前がいなくなっておかしくなったぐらいだ。美弥たちを一度に失って、普ふ通つうでいられるわけがないか。しかも、問題の叔父の家にずっといたわけだしな」


　文華は、ふうっと酷く疲つかれたようにため息をつくと、「さて、戻もどるか」と勢いよく立ち上がった。


「とにかく、車の件もあるし、のんびりしてる暇ひまはない。早そう急きゆうに証しよう拠こを押さえてなんとかするから。ハッキリするまでは油断しないように、和音の身の回りに充じゆう分ぶん気をつけて」


「わかってる。文華さんも」


　文人は文華の肩かたにコートを着せかけた。


「うん。──ところで文人」


　文華は手を伸のばして、文人のうっとうしい前まえ髪がみをかき上げた。


「この眼めと髪、元に戻す気はないのか？　コンタクトも髪を染めるのも、かなり面めん倒どうだろう」


「高校を卒業したら考える。それまでは、目立たないようみんなの中に埋まい没ぼつしてたいからこのままだ」


　文人の返事に、文華は思わず笑った。


　中高時代から長身だった文華は、まわりの少女より頭一つ分突つき抜ぬけていた。


　そのせいで、遠目でも目立っていた記き憶おくがある。


　文人もまた、並の高校生より頭一つ分は高いはず。


　埋没なんて、できる訳がない。


「埋没ね。……ま、好きにしな」


　そう、好きにしてかまわない。


　なににも縛しばられず、自由に生きていてくれれば、それで充分。


　文人と離はなれて暮らすようになったときに、文華はそう決めていた。


（本当にね、生きていてくれさえすれば、それで充分だったのに……）


　愛する家族と共にあるのなら大丈夫だろう。


　そう思って、連れん絡らくを絶ってしまっていた大切な年上の親友。


　もしもあのとき、美弥の言葉にうなずかず強制的にもう一度隣りん家かに戻っていたら、きっと事態は変わっていた。


　文華の胸には、苦い後こう悔かいだけが広がっていた。


　だからこそ、今度は失敗しない。


　大切な親友が遺のこした子供の未来を、守ってやらなければ。


「じゃあ、またな」


　後悔している暇はない。


　文華は、ヒールの音も高らかに帰って行った。











　正直、文人は混乱していた。


　だが、ひとり怯おびえて部屋に戻った和音を思うと、じっとしてはいられない。


「和音、入っていいか」


　和音の部屋のドアをノックする。


　と、文人が開ける前に、制服姿のままの和音がドアを開けた。


「文人」


　和音が、どしんと体当たりするように文人にぶつかってきて首にしがみついた。


「文華さんは？」


　和音は妙みように不安げな顔をしていた。


「もう帰ったよ」


「ホント？」


「ああ、本当だ」


　首にしがみついたままの和音を抱き上げ、部屋に入って、ベッドに座らせる。


「あ、あのさ……。文華さん、怒おこってた？」


「怒ってない。逆におまえのこと心配してたぐらいだ」


　文人は和音の隣となりに座って、安心させるように微ほほ笑えみかける。


「そっか。じゃ、俺、まだここにいてもいーんだ」


「当たり前だろうが」


「うん。あたりまえだ」


　和音は、「よかった」と呟つぶやきながら文人の胸に額をぐりぐりと押しつけた。


　その子供じみた仕草に、文人の胸が痛む。


　再会したばかりの頃ころの和音は、こんなに幼い感じはしなかった。


　それなりに年相応に落ち着いていたし、分別だってあった。


　それが『いい子』の演技だったと判明して以来、今の我が儘まましほうだいの和音になったのだ。


　幼い日の和音のイメージを色いろ濃こく記憶していた文人は、『いい子』の演技をしていた和音に物足りなさを感じていたから、化けの皮をひっぺがした後の、昔のままの我が儘で自分勝手で無む邪じや気きな和音の行動に安心してしまったのだが……。


（それが間違いだったんだな）


　そこで安心してはいけなかった。


　幼い日に両親を亡なくし、親しん戚せきの家で肩身の狭せまい思いをして育ったというのに、昔のままでいられる訳がない。


　甘やかし、守ってくれる者がいない場所で生きた分、親元でぬくぬくとそだっている者とは心の成長速度も違ちがって当然。


　なぜ、そんな単純なことに気づけなかったのだろう。


（つまり、これが近すぎるってことか）


　東郷の言葉が痛く甦よみがえった。


　全身で甘えて、我が儘を言ってくる和音の相手をすることばかりに夢中になって、周囲とのバランスを見るゆとりを失ってしまっていた。


「お前は余計な心配はしなくていい」


　文人が和音の柔やわらかな茶色の髪に触ふれ、撫なでると、和音は顔を上げて嬉うれしそうに笑った。


　子供のように無邪気な笑え顔がおで……。


　親戚の家で生活するために『いい子』の演技を続けてきた和音。


　では、今のこの姿も、やはり演技なのではないだろうか？


　そう思いついた途端、文人の心臓は酷ひどく痛んだ。


　和音は、この家に、文人の側そばにいるために、かつて一いつ緒しよに仲良く遊び回っていた幼い日の自分自身を無意識のうちに演じているのではないか。


　文人に気に入られるためだけに……。


（……たぶん、そうなんだろうな）


　和音の行動が、日を追うごとに妙に子供じみてきていたのは、そのせいだったのだ。


「なぁ、和音」


　ふと気になったことがあって、頭を撫でながら話しかけると、和音は、ん？　と首を傾かしげた。


「お前、確か樹杏への編入に弁護士が手を貸してくれたって言ってなかったか？」


「うん。そう。正確にはうちの顧こ問もん弁護士の息むす子こだけど。その人が文人の居場所を調べてくれて、編入の手続きなんかも全部やってくれたんだ」


　正直、途と方ほうにくれてたから助かった、と和音は言った。


「そうか」


　思おも惑わくはどうであれ、その人物は、和音が叔お父じの手の届かないところに逃にげる道を用意してくれたことになる。


（これも、文華さんに報告しておいたほうがよさそうだ）


　少しでも調査の手助けになればいい。


　一刻も早く、和音の回りから不安な要素を取り除いてやりたいから。


「なんで、んなこと聞くんだ？」


「……ちょっと思いついただけだ。たいした意味はないよ」


「ふ～ん」


　今の和音に事情を話すことはできない。


　文人はそう考えていた。


　育ててくれていた叔父が、両親の死を隠いん蔽ぺいして財産を横領していたこと。


　もしかしたら、その死にも関かん与よしていたかもしれないことを、今の和音に話しても理解して貰もらえるかどうか……。


　両親の墓の話をしただけで、異常なほどの拒きよ絶ぜつ反応を示した和音。


　その手の話題を振ふれば、異様に硬かたい表情になってまるで他人ひと事ごとのような口調で返事をしていた。


（和音は、たぶんまだ両親の死をきちんと受け入れてない）


　和音の両親は旅先の異国で事故に遭あった。


　正式な葬そう式しきをしていないというのなら、和音はその死を実感する機会を与あたえられなかったはずだ。


　旅に出たまま帰ってこない両親。


　ひとりぼっちで親戚の家に預けられたまだ小学六年だった和音は、自分の心を守るために両親の死の事実から無意識のうちに眼めをそらすようになったのかもしれない。


　口では死んだと言っていても、心からその事実を理解できないまま、現実から眼をそらして生きている。


　醒さめない悪い夢の中に、迷い込んでいるような感覚で……。


（俺は、お前にとっていったいどういう存在なんだろうな）


　一度は記き憶おくの彼方かなたに追いやられたが、和音を庇ひ護ごしてくれる存在がすべて失われたせいで、やっと思い出してもらえた、和音が一番幸せだった時代の記憶を共有する幼おさな馴な染じみ。


　今の和音が文人に対して抱いだく感情は、たぶん愛や恋こいとは違うものなのではないだろうか。


　両親を失ったことで不安定になり、壊こわれかけた心を守るための、最後の依より処として自分は選ばれただけ。


　和音がいつも一緒にいたがるのも、独り占じめしたがるのも、幸せだった頃の自分を失いたくないがための無意識の自己保身だったとしたら……。


　和音に愛されている、必要とされていると自分に言いきかせても、ずっと不安だった。


　その答えがこれだ。


　和音が必要としていたのは、文人本人ではなく、幸せだった頃の自分を取り戻もどすための鍵かぎ。


（だからといって、今さら手放せるか）


「もんど？」


　強く抱きしめて、首筋に顔を埋うずめると、和音は不思議そうな声で名を呼んだ。


「あっ……」


　文人はかまわずに、和音をそのままベッドに押し倒たおした。


「え、もしかして、すんの？」


「そう。駄だ目めか？」


「駄目じゃねーよ」


　和音は嬉しそうに笑うと、無邪気に文人の頭を胸に抱だき込んだ。


「文人から誘さそうなんて珍めずらしーよな」


「たまにはいいだろう」


　ネクタイをするりと抜ぬいて、ボタンを外していく。


「たまにじゃなくて、いつもでいーんだけど」


「覚えておくよ」


　鎖さ骨こつを舌先でなぞると、和音はくすぐったそうに小さく笑った。


　くるくると楽しげに弾はじけていた子供の頃の声とは違う、すでに声変わりを終えたどこか艶めいた少年の声。


「……ん……っ、もん…ど……」


　弱いところを軽く撫でるだけで、和音の身体からだは柔らかくなる。


「……あ……そこ……」


　和音は、文人の手の動きにあわせた慣れた動作で自ら服を脱ぬぎ捨て文人を誘う。


　文人は誘われるまま、和音に覆おおい被かぶさった。


「……ふふっ……ん……」


　楽しげに微ほほ笑えむふっくらとした下した唇くちびるを吸い、甘い舌を味わう。


　華きや奢しやではあるものの綺き麗れいに筋肉がついた、しなやかな身体にそっと手をはわせ撫で上げる。


　滑なめらかなはりのある肌はだはしっとりと汗あせばみ、手に吸いつくようだ。


　何度触れても飽あきない。


　いや、むしろ、もっと触れたいという欲求がましていく。


　文人は、自らの欲求に従った。


　その肌を心ゆくまで愛あい撫ぶして、甘く香かおり立つ身体を味わう。


　柔らかな内うち股またの感かん触しよくを指先で楽しみながら、愛撫に反応して反り返ったモノに唇で触れる。


「あ……っ……」


　先からこぼれる雫しずくを舌先で舐なめとり、そのまま唇で包み込んだ。


　くわえたまま舌でくすぐり、軽く歯をたてる。


　上下にこすりあげると、和音は切なそうに震ふるえた。


「や、駄目……いきそ……」


　強く吸い上げながら感じやすい部分を舌先でなぶると、和音がたまらずに叫さけんだ。


（いけよ）


　無意識のうちに揺ゆれる和音の腰こしを押さえつけ、文人はそのまま和音を追いあげる。


「あ、あ……っ──！」


　和音は文人の髪かみに指を潜もぐり込ませ、ビクッと身体を反り返らせ、自らを解放した。


　熱いほとばしりをすべて口で受け止めた文人は、腕うでの中で荒あらい息を吐はいてぐったりしている和音を見下ろした。


　汗で光る薄茶の後れ毛に触れ、普ふ段だんより赤みを増した唇を指でなぞる。


「……もんど」


　くすぐったそうに微笑んで目を開けた和音が、しなやかに腕を伸のばしてくる。


　微笑む唇にキスすると、変な味、と笑いながら軽く眉まゆをひそめた。


「おまえのだぞ」


「ん。……文人のも、したげよっか」


　身体を起こそうとする和音を、文人は軽く押さえ込んだ。


「こっちのほうがいいな」


「あ……や……」


　唾だ液えきで濡ぬらした指で後ろをなぞると、和音がしがみついてくる。


　ひくつくそこに指を潜り込ませ、熱い内ない壁へきを探さぐる。


　抱かれることに慣れた身体は、文人の指をくわえ込み、切なそうにひくついた。


「気持ちいいか？」


「ん……ふ……っ」


　和音はさらに強くしがみついてきた。


「……あ、だめ、とけそ……」


　甘いだけの優やさしい愛撫に、和音は熱い息をこぼした。


　素す直なおな反応が嬉うれしくて、文人はさらに指を増やして大きくかき回す。


　感じる部分を強くこすりあげようとすると、和音は嫌いや々いやと首を振った。


「や!!　……それ、だめ……っ」


　文人のでいかせて、と、コツンと文人の肩かたに額をぶつけて訴うつたえてくる。


「一いつ緒しよがいいか？」


　文人が聞くと、


「ん。──はやく」


　和音は自ら足を開いて誘った。


「あ……ふ……」


　文人は、誘われるままゆっくりと自らを和音の中へ収めていく。


　その圧あつ迫ぱく感に軽く眉をひそめながらも、和音の身体は熱く蠢うごめきながら文人を呑のみ込んでいった。


「……かずね」


「ん……ふ……」


　いったん動きを止めると、和音がキュッと強く締しめつけてくる。


「くっ」


「───あっ……は……」


　たまらずに軽く揺さぶると、和音は顎あごをのけぞらせ甘い息を吐いた。


　耳に心ここ地ち良いい声、匂においたつ甘い肌、蠢いて吸いついてくる熱い身体。


（俺のものだ）


　甘い息をこぼす濡れた唇を見つめながら、文人は強く思った。


　再会したとき、和音はキスもろくに知らなかった。


　子供の頃には知りようもなかった甘い喜びを、和音に教え込んだのは今の文人だった。


　たとえ、和音の心がいまだに過去の幸せだけを見ているのだとしても、この身体は今に繫つながれている。


　与あたえられた快感に酔よって我を忘れている今の和音は、文人だけのもののはずだ。


　たとえそれが、一いつ瞬しゆんで消える泡うた沫かたの喜びであっても……。


「……や……動いて…」


　動きを止めた文人に焦じらされていると思ったのか。


　和音は琥こ珀はくの眼めを潤うるませて、切なそうに喘あえいだ。


「大だい丈じよう夫ぶ。わかってるよ」


　文人は、和音の目め尻じりの涙なみだを唇ですくうと、再び動き出した。


「……あっ。……あ……あッ…ん……」


　突つき上げるたび、和音が甘く泣く。


　自ら、文人に脚あしを絡からめ、もっと深く呑み込もうと身体を押しつけてくる。


「和音、きもち…いいか」


「う…ん…。ふ……あッ……」


　もっと、と和音の声も身体も、文人に甘く囁ささやきかけてくる。


　文人は、その誘さそいに応じた。
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「……んん……」


　レースのカーテン越ごしに朝の光が射さし込むリビングで、ソファーに座った文人の膝ひざに跨またがり、和音は自ら腰を揺ゆらしていた。


　うっすらと開いている潤んだ瞳ひとみは、深い喜びに朦もう朧ろうとしているせいか、視点が定まっていない。


　ひっきりなしに甘い声を漏もらす唇は、キスの名残なごりの唾液で濡れていてなんとも扇せん情じよう的だ。


（ほんとうに綺麗だな）


　文人は、肉体の快感に素直に溺おぼれる和音に見とれていた。


　だが、頭の隅すみに妙みように冷静な部分があって、もう時間がないと警告を発している。


「あっ……」


　和音の細い腰をつかみ、動きを封ふうじて一気に突き上げる。


「やだ…あ…あっ──」


　いつもだったら、もっと時間をかけて楽しむはずの行こう為いのいきなりの急展開に、和音はペースを乱された。


　激しく突き上げられ、堪こらえきれずにあっさりと達してしまう。


　和音は、文人の肩に額を押しあてて、荒い息をついた。


「目がさめたか？」


「……え？」


「じゃ、シャワー浴びて学校に行こうな」


　文人は和音をそのまま抱だき上げて、バスルームへとむかった。


　朦朧としている和音のパジャマを脱ぬがせ、汗あせで湿しめった肌はだにシャワーをかける。


「ちょ、ちょっと文人、まさかさ、今のエッチって目覚ましのつもりだったのかよ」


　熱いシャワーで、やっと意識がハッキリしてきた和音が、ぷっと下した唇くちびるを膨ふくらませた。


「ああ。目がさめたろう？」


「っ！　さめたけど、でもさ─」


「物足りなかったか？」


　和音の言葉を先取りして言ってやると、和音は「うん」と大きくうなずいた。


「どーせだったら、もっとやろーぜ。どうせ遅ち刻こく決定なんだし」


　ニッと笑って、和音は文人の裸はだかの胸に指をはわせてくる。


「そうだな」


　文人はシャワーをハンガーに掛かけ、和音の顎に手を伸のばし、キスを落とした。


「ん」


　和音は、背伸びして文人の首に腕うでを絡ませる。


「……ふっ…んん…」


　さっきの行為で和音の身体からだは敏びん感かんになっていて、文人の手が肌をすべり降りていく感かん触しよくにゾクッと背中を震ふるわせた。


「和音、先に言っとくが」


「なに？」


「学校には行くからな。遅刻もなしだ」


「え、だって時間が……」


「大丈夫、五分でいかせてやるから」


　ああ、でも朝食を食べている時間はないか、とわざと惚とぼけた調子で呟つぶやくと、和音はまた下唇をぷっとつきだした。


「今からやったら怠だるくて学校なんか行けねーよ」


「そうか。じゃあ、仕方ない。学校まで抱いてってやるよ」


「へ？」


「おんぶのほうがいいか？　それとも肩かた車ぐるま？　どっちでも良いぞ」


「本気？」


「ああ、本気だ」


「文人、最近変だぞ」


　和音は眼をつり上げた。


「そうかな」


「絶対変だって。前はあんなに逃にげてた癖くせに、毎晩エッチしてくれるしさ」


「いつでもいいって言ったのはお前だろう」


「そりゃそうだけど……」


「時間がない。ごねてないで、さっさとやろう」


　困こん惑わくして口ごもる和音の身体に、文人は手を伸ばした。


「やだ、いい。もうやんねーよ」


　五分ですむエッチなど、まるで抜ぬくためだけの自じ慰いも一緒だ。


　そんなのはご免めんだと、和音は文人の手をパシパシと払はらいのけ、


「この、エロジジイ！」


　一言捨て台詞ぜりふを残してバスルームから逃げて行ってしまった。


「……ボキャが増えたな」


　バカだのケチだのとずっと言われ続けてきたが、エロジジイと言われたのははじめてだ。


　文人は苦く笑しようしつつ、シャワーを浴びなおした。








　文華から話を聞いてから一週間が過ぎていた。


　和音に指し摘てきされるまでもなく、文人にはあれ以来、自分が少々おかしくなっている自覚がある。


　今、目の前にいる和音の心が、完全には自分のものではないのだとわかってしまったせいだろう。


　和音を自分だけのものにしておける時間を、少しでも長く味わいたいという欲求に勝てなくなっていた。


　だが、それも文華の調査結果がでるまでのこと。


　はっきりとした結果がでたら、その事実を和音に告げなければならない。


　事実を受け止めることができない精神状態であるのなら、その治ち療りようも必要だろう。


　すべてを知り、乗り越こえた後、悪夢から目覚めた和音が、今のふたりの関係をどう思うか。


　その答えは、文人の想像の範はん囲い外にあった。


　そのとき、和音の答えを知った自分が、どういう反応を示すかも……。


「ちゃんと食べてるか」


　制服に着き替がえてからキッチンにむかうと、やはり制服に着替えた和音が、用意しておいた朝食をがつがつと食べていた。


「食べなきゃ体力続かねーよ。このエロジジイ」


「悪かったな」


　文人も椅い子すに座り、朝食を食べはじめる。


「文人、今日の放課後は？　空手部に来る？」


「生徒会だな」


「また？　東郷がいい加減焦じれてきてるぜ」


「当分無理だな。──和音、悪いが、俺の代わりに少し相手してやってくれ」


「ＯＫ。まっかしとけって」


「指は怪け我がするなよ」


　文華の話を聞いて以来、文人は和音をひとりにしないように気を配っていた。


　ずっと自分が一いつ緒しよにいられれば一番いいのだが、生あい憎にくと生徒総会の準備にかからなければならない時期に当たっていた。


　だから用事のある放課後は、自分の用が済むまでは、和音に空手部に遊びに行くように唆そそのかしている。


　そしてその間、不ふ審しんな事故のもう一人の当事者である東郷に、和音の周囲に危険がないよう気を配って貰もらっていた。


　東郷の話では、和音は自ら組み手に加わることはほとんどしないで、筋トレに励はげむ部員たちにちょっかいを出したり、組み手の最さ中なかにヤジを飛ばしたりして遊んでいるらしい。


「──タイムリミットだ。そろそろ行こう」


「あ、まって……」


　文人が促うながすと、和音は文人が残したサンドイッチをつかんでから追いかけてきた。


「残すなんて、もったいない」


　エレベーターを降り、エントランスを抜ける頃ころに、やっと和音はサンドイッチを食べ終わった。


　唇くちびるについたチーズをペロッと舌で舐なめとる。


　その瞬しゆん間かん、文人は人前にも拘かかわらず、和音を抱き寄せたいという強い衝しよう動どうを感じた。


（……これじゃ本当にエロジジイだな）


　一瞬の衝動をなんとかこらえた文人は、苦く笑った。











　プライベートでどんな問題を抱かかえようと、学校に流れている時間にさしたる変化はない。


　学校にいさえすれば、そこにはそれまでと同じ日常があった。


　文人には、校内に年頭から抱えている問題がひとつある。


　生徒会長の引き継つぎの件である。


　次期生徒会長に鈴掛を推すい薦せんしたいと思っているのに、鈴掛は文人から逃げ回っていて説得する機会すら与あたえてくれない。


　その解決の糸口を見つけられず、己おのれのふがいなさに疲ひ労ろう感をおぼえるばかりだ。





　文人が、生徒会室でどうしたものかと何度めかのため息をついたときのことだった。


「もう、しょうがないですね」


　文人の手伝いで会議録の作成の手伝いをしていた真が言った。


「ぼくがなんとかしてみましょうか？」


「説得できるのか？」


「説得は無理ですよ。でも話をする機会ぐらいなら作れますけど」


　と、簡単に計画を説明する。


「たぶん、あそこなら逃げられないと思うんですけど」


「そうかもな。悪いが、頼たのむ」


「はい、まかせてください」


　真は得意げに胸をはった。








　そして翌日の放課後。


　文人と鈴掛は、幸喜の母親が経営する洋食店のテーブルを挟はさんで座っていた。


「鳴瀬さん、やり口がせこいですよ」


　鈴掛は可愛かわいい顔をしかめて不ふ愉ゆ快かいそうにしている。


「ああまで逃げ回られると、さすがに手段を選んでいられなくてな。──ま、諦あきらめて説得されてくれ」


「いやですよ」


「まあまあ、そう言わずに、座りなさいな」


　すっくと立ち上がろうとした鈴掛の肩かたを、幸喜が後ろからグイッと押さえつける。


「ごめんなさいね。お待たせしちゃって」


　両手に皿を持って厨ちゆう房ぼうから出てきた幸喜の母親が、にこにこしながらふたりの前に皿を並べた。


　大きめの平皿には、綺き麗れいに盛りつけられたケーキが三種類。


「こっちから、苺いちごのジュレと苺のムース、苺のショートケーキ」


「で、これが苺の冷製スープ。それとダージリンです」


　真が、小さなグラスとティーセットとを、ふたりの前に並べていく。


「あとで感想聞かせてね。それじゃあ、ごゆっくり」


「はい、ありがとうございます」


　にこにこにこと幸喜の母親に微ほほ笑えまれ、仏ぶつ頂ちよう面づらだった鈴掛の顔にもつられて笑えみが浮うかんでいた。が、


「感想よろしく～」


「ごゆっくり」


　と、幸喜と真にたたみかけるように言われて、再び眉み間けんにしわを寄せた。


「卑ひ怯きよう者もの」


　三人がカウンターのほうに行ってしまうと、鈴掛がうなる。


「おばさんの名めい誉よのために言っておくが、俺が割り込みをかけただけだ。おまえを呼び出すために、今回のことを計画したんじゃないからな」


「……わかってますよ。そんなこと」


　鈴掛の好物はフルーツ全ぜん般ぱんで、特にフルーツを使ったデザートには目がない。


　そして、たまたまなのだが、春に出す予定の新作のケーキの試作品の味見を幸喜の母親から頼まれていた真が、その味見に鈴掛を誘さそっていたのだ。


　好きな人のほうが色んな味にも通じているだろうし、参考になることを言ってくれるんじゃないかと期待して鈴掛を誘っていた真だが、文人の窮きゆう状じようを見かね、ちょうどいいやとそこに文人を割り込ませることにしたのだった。


　そして今日、誘いに応じた鈴掛は、真と連れだって浮き浮きと幸喜の母の店に顔をだした。


　からんころんとベルの鳴るドアを開けた途と端たん、そこに文人の顔を認めることとなる。


　回れ右をしようとしたところを真に通せんぼされて、強制的に文人と同じテーブルにつかされてしまったのだった。


　もちろん、鈴掛は文人の説得など聞きたくもない。


　だが、目の前にデザートを並べられ、よろしくね、などといわれてしまった以上逃にげ出すこともできない。


「この四種類のなかから、二種類だけ選ばなきゃならないんだそうだ」


　砂時計の砂が完全に落ちるのを見届けてから、文人はティーポットに手を伸のばした。


「……四種類を全部出すには、この店、人手が足りないんですね」


「そういうことだろうな。おばさんのためにも、ゆっくり味わって、感想をよろしくな。──でな、鈴掛」


　文人は、ティーカップを鈴掛の前にすっと置く。


　テーブルに肘ひじをつき、顎あごの下で両手を組むと、へそを曲げて意固地になっている後こう輩はいを説得すべく口を開いた。








　そして三十分後。


「──ごちそうさまでした」


　皿の上のケーキを綺麗に食べ終わった鈴掛は、両手を合わせた。


「え、おい……」


　話の途中だった文人が呼び止めようとしたが、見事に無視。


「ちょっと意見があるんですけど、いいですか？」


　カウンター越ごしに厨房にいる幸喜の母親に話しかける。


「あら、なあに」


「ジュレのことなんですけど、目新しくていい感じなんですけど、ちょっとパンチにかけるみたいなんですよ」


　だから、と鈴掛はデザートの改良点を具体的に提案しはじめる。


「──あれま、不発？」


　それを横目で見ながら、幸喜が歩み寄ってくる。


「そのようだな」


「せっかくまーちゃんがお膳ぜん立だてしてくれたのに、文人ってば役立たず」


「うるさい。それでもひとつだけ得たものはあるぞ」


「なに？」


「本人にまるっきりやる気がないってことが、よっくわかった」


「……あ、そう。で、諦めるの？」


「いいや。今の生徒会役員のなかで、次を頼めるのは鈴掛だけだからな。まだまだ粘ねばるさ」


「珍めずらしくやる気じゃない」


「まあな」


　答えがそれしかない以上、諦めるわけにはいかない。


　少々手て強ごわい相手だが、説得する手段を講じる時間はまだまだあるのだ。


　気長にやろうと、文人は思っていた。


　それに、鈴掛には悪いが、この手の日常的な問題で忙ぼう殺さつされている間は余計なことを考えなくてすむから、少し気が紛まぎれるのだ。


（悪いな）


　文人は心の中で、鈴掛に謝っていた。








　洋食店から学校へと帰る道すがら、鈴掛は文人と並んで歩いていた。


　幸喜と真は、このまま手伝いをすると言って店に残った。


　店を出てから文人はぴたりと説得をやめていたが、一いつ緒しよに歩く鈴掛はどうにも落ち着かない。


「なんでぼくなんですか」


　沈ちん黙もくに耐たえきれなくなった鈴掛が、隣となりを歩く文人を見上げて聞くと、不意に前まえ髪がみの下の文人の涼すずやかな眼が和なごんだ。


「懐なつかしいな。俺も生徒会長に推すい薦せんされたとき、同じことを聞いたよ」


「……鳴瀬さんのことだから、散々はぐらかして逃げ回ったんでしょう」


「わかるか？」


「わかりますよ」


　かつて鈴掛が文人に熱ねつ烈れつな片かた想おもいをしていた頃ころ、文人は鈴掛の積極的なアプローチに対して、けっして正面からこたえようとはしなかった。


　いつものらりくらりと理由をつけて逃げ回り、答えをハッキリ言わないまま先延ばしにしていたのだ。


「向こうが勝手に諦めるのを期待してたんでしょう？」


「その通りかもな」


（そんなにあっさり認めるなよ。情けない）


　鈴掛は子供の頃から優等生で、挫ざ折せつらしきものを知らないまま高校生になった。


　くわえて顔も女の子のように可愛かったものだから、樹杏学園に入学当初は随ずい分ぶんと周囲の生徒達にちやほやされて得してばかりいた。


　すっかり天てん狗ぐになっていた鈴掛は、そんな周囲の扱あつかいを当然だと思っていたから、ゴージャスな顔立ちの異国の血のまじった一年上の先輩が、生来の利点を厭いとうかのように髪や眼の色を変え、目立たないよう静かな態度を取っているのをはじめて知ったときには随分と衝しよう撃げきを受けた。


　なんて勿もつ体たいない、せっかくの美び貌ぼうをどうして生かそうとしないのかと不思議に思った。


　そして、文人本人に自分の利点を生かすつもりがないのならば、ぼくがやる気を目覚めさせてみせると、そう思い込んでしまったのだ。


（今から思うと、単に鳴瀬さんの素す顔がおが見たかっただけなのかも……）


　鈴掛はちらりと文人を見上げる。


　身長差のお陰かげで、ボサボサの前髪の下の涼やかな目元が丸見えだ。


　噂うわさでは、文人は父親譲ゆずりの銀ぎん髪ぱつと緑の瞳ひとみの持ち主だということだが、噂の出所である真以外には、校内でその事実を確かめた者はひとりもいない。


（水瀬さんは見たことあるんだろうな）


　真よりずっと前からの知り合いだという和音なら、髪を染める前の文人の姿も見ているだろう。


　ふと、和音が羨うらやましいと思っている自分を自覚して嫌いやな気分になった。


（諦あきらめたつもりなのに……）


　けっこう早い段階で、文人の他た人にん行ぎよう儀ぎな態度から、自分の想いがかなう日がこないだろうことに、鈴掛は気づいていた。


　それでもしつこく文人を追い回したのは、文人がはっきりと拒きよ絶ぜつしてくれなかったから。


　曖あい昧まいな拒絶の言葉なら何度か言われたが、それは鈴掛の想いをきちんと受け止めての言葉ではなかった。


　そのせいで、中途半はん端ぱにふられるよりいっそひと思いにばっさりふられたほうがマシだと思っていた鈴掛は、はっきりとふられるためだけに、わざと大おお袈げ裟さな態度で執しつ拗ように文人につきまとうようになった。


　意固地になっていたのだ。


　だが、和音が現れたことで、それも終わった。


　誰だれに対しても落ち着いた態度で接していた文人が、和音の一挙手一投足に顔色を変え、自分から手を差し伸べる。


　和音を見る文人の眼まな差ざしから、和音が文人にとって特別な存在なんだってことが嫌でもよくわかった。


　これ以上、つきまとっても惨みじめになるだけ。


　だから鈴掛は、文人にふられることさえ諦めたのだ。


「鳴瀬さんは、どうして生徒会長になることを受け入れたんですか？」


「前期の生徒会長が学園長に直じき訴そしたせいで、呼び出しをくらったんだ。教師五人に囲まれて、断れなくてな」


「……その手はぼくには通用しませんからね」


「そうか？」


「ええ。ぼくがその立場になったら、ぼくには無理ですって泣き真似まねしますから」


　あっさり解放されると思いますよ、と鈴掛は自信たっぷりに言った。


　自分が可愛かわいいことを自覚しているからこそ、とれる手段だ。


「鈴掛に泣かれたんじゃ、先生方も引くだろうな」


　文人は苦笑いする。


「だったら、他ほかの手を考えるか」


「しつこいですね」


「悪いな。他に候補がいないからな。──いや、こういう言い方は鈴掛に失礼か」


「え？」


「俺は鈴掛が一番適任だと思ってるから、他の候補なんか思いつかないんだ」


「……おだてても駄だ目めですよ」


「おだててない。本心だ。──先生方の押しに負けて引き受けはしたものの、実際、俺は人の上に立つ器うつわじゃなかったからな。だから、鈴掛には随分と感謝してる」


　おまえならやればできると誰もが文人に言う。


　実際、能力的な観点から見ればその通りだろうと文人も思う。


　だが、問題がひとつ。


　文人には決断力が足りなかった。


　いろんなことに思いを巡めぐらせ、ああでもないこうでもないと延々と考え続け、答えを先延ばしにしてしまう悪あく癖へきがある。


「だから、そんな俺の考えを先回りして、さっさと下準備をすませてくれる鈴掛にはずっと感謝してたんだ」


　迷う暇ひまもなくゴーサインが出せたからな、と文人が照れくさそうに言う。


「……だったら、今まで通りぼくが下準備をしてあげます。来年度の前期までは、お飾かざりでもいいから会長のままでいてくださいよ。その頃になれば、次の一年のなかにいい素材が見つかるかもしれないし」


「そいつを見つけるのは鈴掛の仕事だろう。──俺は、もうおまえを見つけた」


　これでお役ご免めんだ、と文人は鈴掛を見下ろして微ほほ笑えみながら肩かたをすくめる。


「勝手なこと言って……」


　鈴掛は言葉に詰つまって、文人から視線をそらした。


　文人が、自分の気持ちを見て見ぬ振ふりしていることにずっと苛いら立だっていた。


　ふられることさえ諦めてアプローチを止めたあと、文人が内心ホッとしているのがみえみえで酷ひどく悔くやしい思いもした。


　そんな気持ちの数々を文人にぶつけることを完全に諦めた今になって、こんな形でちゃんと向き合ってもらえるなんて……。


（……嬉うれしい）


　どんな形であれ、認めて貰もらえる日がくるなんて思ってもみなかった。


　これで、本当に終わりにできる。


　胸のあたりが熱くて苦しくて泣きそうだった。


　鈴掛は涙なみだをこらえて震ふるえる唇くちびるを隠かくそうとして、首に巻いた厚手のマフラーを引き上げた。


「寒いのか？」


　鈴掛の仕草に、文人は心配げに声をかけた。


　と、そのとき、


「ええッ!?」


　いきなり文人に抱だきつかれ、鈴掛は心底おどろいた。


　が、次の瞬しゆん間かん、身体からだに強い衝撃を受け、歩道に投げ出される。


　同時に、大きな破は壊かい音おんが周囲に響ひびいた。


「きみ、大だい丈じよう夫ぶ!?」


「……え？　なに……」


　一瞬、その衝撃に意識を飛ばしてしまっていた鈴掛は、見知らぬ人に抱き起こされて目覚めた。


　周囲を見み渡わたすと、さっきまで歩いていた歩道に乗用車が乗り上げ、ビルの壁かべに激げき突とつしている。


「鳴瀬さん!!」


　目の前には、歩道に身体を投げ出しピクリとも動かない文人。


　一瞬のことで、鈴掛にはいったいなにが起こったのか理解できていない。


　だが、文人が自分を庇かばってくれたことだけはわかった。


「駄目！　動かさないで！」


　意識のない文人を助け起こそうと、通りすがりの人が手を伸のばすのを、鈴掛は慌あわてて止めた。


「頭を打ってるかもしれないから。それより、早く救急車を！」


　文人が倒たおれている歩道にじわりと血が広がっていく。


「し、止血、止血しなきゃ」


　鈴掛は、震える手でピクリとも動かない文人の身体に手を伸ばした。








「ひゃー、きもちいー」


　もっとー、と先さき程ほどから和音に背中を押されて柔じゆう軟なんをしている空手部員が叫さけぶ。


「よし。じゃあ今度は……」


　意地悪のつもりで背中をグイグイと押したのに、気持ちいいと言われた和音は、すっかりご機き嫌げんななめ。


　今度はもっと強く押してやると、助走をつけて背中に飛び乗るために、立ち上がるとあとずさる。


「うわっ、和音、ストップ！」


「あいつ、強がってるだけだから」


「死ぬ！　死ぬって」


　仲間が苦し紛まぎれに叫んでいることに気づいていた他の部員たちが、走り出す直前に慌てて和音を止めた。


「え？　……あいつ、マゾ？」


「ちがーう！」


　和音の反応に、押されていた部員が慌てて否定する。


「おお、そうだったのか」


「だから空手部か。な～る、痛い目みる機会にはことかかないからな」


「みんな、差別しないで暖かい目で見守ってやろうな」


「あのな～、違ちがうって言ってんだろーが！」


　違うのはみんな百も承知。


　だが本人が否定すればするだけ、からかう楽しみも増してしまう。


　一種の悪のりだった。


「和気あいあい。和音ちゃんは人気者だ」


　真面まじ目めに組み手にいそしんでいた東郷は、動きを止めてそんな部員たちを見た。


「せっかく編入してきたってのに、ぬるい環かん境きようでがっかりしてないか？」


　組み手の相手をしていた、主将に任命されたばかりの部員が聞く。


「いや。前の学校は、弱い癖くせに口ばっかり達者ないやな奴やつが多かったからな。むしろ、このほうが気が楽でいい」


　前の学校では、バカどもがいつ暴力事件を起こして大会への出場権を剝はく奪だつされるかと、正直気が気じゃなかった。だが、ここではそんな心配をする必要はなさそうだから、ぬるい環境でも不満はない。


　日常の鍛たん錬れんに、他者は必要ない。


　鍛錬の成果を量るために、強者との手合わせを望みはするが……。


「ん？」


　ふと、東郷は微かすかな音を感じた。


　武道館の壁かべ際ぎわに和音が脱ぬぎ捨てていった上着をつかみ上げ、ポケットを探さぐる。


「これか」


　着信音を消しバイブ状態にしてあった和音の携けい帯たいが、ずっとブルブルと振しん動どうし続けていたのだ。


「よく聞こえたな」


「聞いたんじゃない。感じたんだ。──和音、携帯！」


「へ？」


　部員たちと遊んでいた和音は、東郷の声に慌てて駆かけ寄ってきた。


「文人だ」


　画面の履り歴れきを確かく認にんして目を輝かがやかせ、耳に当てる。


「もしもし、文人？」


『ああ、やっと繫つながった』


　携帯から聞こえてくるのは文人ではなく、妙みように興奮している鈴掛の声。


「鈴掛？」


『はい。和音さん、いいですか、落ち着いて聞いてくださいね』


「なんだよ？　って言うかさ、なんでおまえが文人の携帯つかってんの？」


『ぼくのは電源がきれちゃったんです。そんなこと話してる暇ひまないんだった。あのですね、ついさっき鳴瀬さんが車に轢ひかれて、病院に運ばれたんですけど』


「え？　もんどが……」


『それで──』


　和音は、なにを思ったか、いきなり携帯の電源を切った。


　さらには、ポイッとその携帯を投げ捨てる。


「おい？　和音ちゃん、どうしたんだ？」


「──しらない。かえる」


　一瞬にして青ざめた顔でそう呟つぶやくと、東郷の手から上着をもぎ取って、ダッシュで武道館から走り去ってしまう。


「なんだ、あれ？」


　東郷は呆あつ気けにとられた。


「ひとりになったらヤバいってのに」


　和音を追いかけようとしたが、再び震えだした携帯が気になって床ゆかから拾いあげた。


『水瀬さん、なんでいきなり切るんです!?　なに考えてんですか！』


　耳に当てた途と端たん、鈴掛の怒ど鳴なり声が聞こえてきて、ビクッと首をすくめる。


「勘かん弁べんしてくれ、鼓こ膜まくが破れる。……和音ちゃんなら帰ったぞ」


『え、帰った？　どうして？　その前に、あなた誰だれ？』


「空手部の東郷だ。おまえは？」


『あ、鈴掛です。東郷さんって、以前、鳴瀬さんたちと一いつ緒しよに生徒会室に来た？』


「ああ、そうだ。で、なにがあったんだ？」


『あ、はい。実は──』


　鈴掛は、文人の事故の経けい緯いを東郷に説明した。


「わかった。すぐそっちに行かせるから」


　通話を切ると、東郷はもしゃもしゃと頭をかきむしった。


「──ったく。世話の焼ける」


　ショックだったのはわかるが、いきなり逃にげ出すとは信じられない行動だ。


　東郷は急いで着き替がえると、和音の元へと急いだ。
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　マンションに帰ると、和音はすぐ文人の部屋のドアを開けた。


「……もんど？」


　そこに文人がいないとわかると、今度はすべての部屋のドアを開け、一部屋一部屋なかを覗のぞいて、文人の姿を探す。


「どこにいっちゃったんだろ」


　どの部屋にも、文人はいない。


　和音は仕方なく、もう一度文人の部屋に戻もどった。


「はやく帰ってくればいーのに……」


　主あるじのいない部屋は妙によそよそしい。


　ベッドの上にあがり込み、ぎゅっと強く膝ひざを抱かかえて座った。


　ひとりになるのはイヤだ。


　寂さびしいのも嫌きらい。


「なんだよ、文人のばーか」


　ずっと一緒にいてくれると文人は言った。


　それなのに、どうしてここに、自分の側そばにいないんだろう？


「はやく、はやく帰ってこい」


　膝を抱えたままで、和音は何度も、何度も呪じゆ文もんのように同じ言葉を呟いた。


　飽あきることなく何度も、何度も……。





　どのぐらいそうしていたか、


（……あれ？）


　ふと、いつだったか、やっぱりこうしてベッドの上で膝を抱えて、誰かを待っていたことがあったような気がした。


（あれって、いつだったっけ？）


　記き憶おくを探る。


　たぶん、随ずい分ぶんと昔のこと。


　待って待って、ずうっと待っていたのに帰ってこなかった。


　ずっとずっとそこで待っていたかったのに、大人達にその部屋から引きずり出されて、これからはずっとここで暮らすんだよと強ごう引いんに見知らぬ家に連れて行かれた。


　それでも、いつか迎むかえにきてくれると思っていた。


　だから、ずっと待っていたのだ。


　膝を抱えたままで、ずっと、ずっと……。


（……でも、誰も迎えにこなかった）


　そのせいで随分長いこと、居い心ごこ地ちの悪い家に居続けなければならなかった。


　でも、そこも追い出されることになって……。


（しょうがないから、自分で迎えに行こうと思ったんだっけ……）


　そして今、和音はここに、文人の側にいる。


「あのときとはちがうから……。──文人なら大だい丈じよう夫ぶ。ここで待ってれば、ちゃんと帰ってくるから……」


　無意識のうちに待っていた誰かを文人だと決めつけ、そう呟いた和音は、ふと違い和わ感をおぼえた。


　かつて、自分が文人を待っていたことがあっただろうかと……。


（文人は、昔っからトロかったから）


　一緒に出で掛かけると、トロい文人はすぐに和音とはぐれてしまう。


　幼かった頃ころの和音は、待つよりも、文人を捜して走りまわっていたはずだった。


（じゃあ俺、誰を待ってたんだ？）


　待っても待っても、帰ってこなかった。


　迎えに来てくれなかった、誰か……。


「あ……あ……」


（……思い……出した）


　どうして忘れていたのか。


　帰ってこなかったのは、文人じゃない。


　両親だ。


　周囲の大人は、両親は死んだのだと和音に言った。


　でも、和音は納なつ得とくしていなかった。


　両親は、お土産みやげをいっぱい持って帰ってくるから、それまで『いい子』にして待っててねと言い残して出掛けたのだ。


　──絶対、必ず、帰ってくる。


　自分をおいて、ふたりだけで消えてしまうなんてあるわけがない。


　死んだなんて噓うそに決まってる。


　だから『いい子』にして待っていようと、そう思っていたのに……。


「帰ってこなかった。……こなかったんだ」


　はじめの頃は周囲の大人が噓をついているのだと思っていた。


　でも、どうあがこうと、月日が流れるうちにそうじゃないってことが徐じよ々じよにわかってくる。


　でも和音は、そんなことわかりたくなかったのだ。


　両親の死の事実を、意識の外へ追い出すために、目を閉じて耳をふさいだ。


　いつのまにか両親のことを聞かれると、周囲の大人に教えられた話を、そっくりそのまま繰くり返してしゃべるようになっていた。


　まるで儀ぎ式しきのように……。


　そうしていれば、両親の死を受け入れていないことに気づかれずにすむ。


　そうやって痛い傷口に触ふれられないよう、無意識のうちに防衛していた。


「……ふたりとも、しんじゃった」


　待っててって言ったのに、すぐに帰ってくるって言ったのに……。


「……うそ……つき」


　抱えた膝に、ぼたぼたと水すい滴てきがこぼれた。


　和音はしゃくり上げながら泣いた。


　はじめて、両親の死を悼いたんで涙なみだを流した。








「……文人は、ぜったい、かえって……くる」


　泣きながら、呟つぶやく。


「はやく…はやく……」


　呟きながら、窓の外に視線をむけた。


　薄うす暗ぐらくなった窓の外、遠くのビルの灯あかりが見える。


「……おまつり」


　涙でゆらゆらとにじむ灯りが、懐なつかしい記憶を連れてきた。


　小学校時代に文人と過ごせた最後の夏。


　親に内ない緒しよで、ふたりでバスに乗って遊びに行った小さな神社。


　参道の両りよう脇わきに並ぶ屋台を照らし出す裸はだか電球の灯りを、社の屋根に登って文人とふたりで眺ながめた。


（文人、あんときも迷まい子ごになったんだよな）


　一緒に歩いていたはずなのに、気がついたら文人はいなくなっていた。


　そのせいで、賑にぎやかな祭りのなか、和音は酷ひどく心細い思いをさせられたのだ。


　だから走り回ってやっと見つけたとき、もうはぐれないようにしっかり手を繫つないだ。


「ちっちゃかったのに……」


　あの頃は今と違ちがって、ふたりとも同じぐらいの背せ丈たけだった。


　ギュッと握にぎりかえしてきた小さな手の感かん触しよくが手の平に甦よみがえる。


「……もんど、迷子になってるんじゃ……」


　迎えに行かなきゃと呟いて、和音はベッドから降りた。


　ふらふらしながら玄げん関かんまで歩き、そこで立ち止まる。


「……ちがう。──車に……轢ひかれたって……」


　徐々に、混乱していた意識がはっきりしはじめていた。


　そして、無意識のうちに聞かなかったことにした鈴掛の言葉が、脳のう裏りに甦ってくる。


「怪け我がして……。あ、でも」


　どんな事故だったのか、和音はちゃんと聞いていなかった。


　もしも、酷い怪我をしていたら？


　二度と帰って来られないような、怖こわい怪我をしていたら？


　両親のように……。


「あ……」


　怖くて、足がすくむ。


　和音は、その場に立ちつくしてしまった。





　と、そのとき、玄関のチャイムが鳴った。


「文人!?」


　和音は、喜び勇んでドアを開けた。


　が、そこにいたのは文人じゃなかった。


「文人じゃねぇ、この馬ば鹿かが！」


　東郷が不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめて立っている。


「たぶん、十中八九、今度の事故はあんた絡がらみなんだぞ。逃にげてる場合じゃないだろうが」


「え？」


「ぜんぜん聞いてないのか？　どこまで甘いんだ、あの男は。──先々週の日曜に突つっ込んできた車な、文人のお袋ふくろさんにナンバーで調べて貰もらったら、あんたんちの顧こ問もん弁護士絡みの車体だったんだ。つまり、あんたを狙ねらってわざと突っ込んできたんだよ。それで今度は文人だ。偶ぐう然ぜんとは思えないだろうが」


　早く来い、と東郷は強ごう引いんに和音の腕うでをつかんで、引っ張った。


　マンションを出て、待たせてあったタクシーにそのまま乗り込む。


（俺のせい……）


　和音には、叔お父じ絡みだとピンときた。


　叔父の家には金銭絡みのトラブルを抱かかえた人が、頻ひん繁ぱんに訪おとずれていた。


　罵ののしる人、泣いて床ゆかに額を押しつける人、そんな人達に冷れい笑しようを浮うかべて対応する叔父を見てそだった和音は、叔父の人間性が下の下だってことをよく知っている。


　それがわかっていても、和音は叔父の家でただひたすら『いい子』でいようとしていた。


　命令には極力したがった。


　余計なことを言って、両親を待つための居場所を失わないために……。


　水瀬の家の顧問弁護士が、叔父の家に頻繁に出入りしていたのも知っている。


　顔見知りの弁護士だからと挨あい拶さつしようとして、あからさまに目をそらされたとき、和音はやはり見なかったことにしようと思った。


　嫌いやなこと悪いことからは、目を閉じ、耳をふさいでいたかったから……。


（俺が、ちゃんとしてなかったから……）


　ずっと逃げ回っていたつけが、ここに来て一気に回ってきたんだ。


　文人にもしものことがあったら、それは自分のせいだ。


　どうしたらいいんだろう？


　病院にむかうタクシーの中、和音は膝ひざの上で両手をぎゅっと組んで考え続けていた。











「っ!!」


　病室に入ってくるなり、和音が右拳こぶしを繰くりだしてきた。


「手は使うな」


　殴なぐられる寸前に、和音の手首をつかんで止めることに成功した文人は、病院のベッドのうえでほっと安あん堵どの息をこぼす。


「ピンピンしてるじゃないか!!」


「これでも一応は怪我人なんだ。勘かん弁べんしてくれ。──おい、和音？」


　和音は右手首をつかまれたまま、じいっと文人を見る。


「怪我、どんな感じ？」


「首をちょっと切ったのと、あとは軽く頭を打った」


　文人は首の包帯に軽く触れた。


　ちょっとどころか何針か縫ぬう羽目になったのだが、和音を落ち着かせるために黙だまっていた。


　あの瞬しゆん間かん、車が突っ込んでくるのに気づいた文人は、とっさに鈴掛を抱だきかかえて横っ飛びに飛んだ。


　周囲を確かく認にんする暇ひまなどなかった。


　首しゆ尾びよく車からは逃のがれたものの、転がった道路にたまたま落ちていた瓶びんの破は片へんで首を切り、情けないことに頭を打って脳しんとうをおこした。


「それだけ？」


「ああ」


「……なんだよ、もー。心配したじゃないか」


　やっとホッとしたのか、和音は人目もはばからず、ぎゅっと文人にしがみついてくる。


「文人のまぬけ、馬鹿。鈍どんくさいんだよ、もう──」


　和音は文人にしがみついたまま、悪態をつきまくった。


　文人は苦笑しながら、微かすかに震ふるえている和音の背中を軽く叩たたいて宥なだめてやった。








「──お話を聞いてもらえますか？」


　しばらくして、落ち着いた和音が文人から離はなれると、部屋の隅すみに佇たたずんでいた青年が緊きん張ちようした面おももちで口をひらいた。


「え……。昭信さん、なんで」


　彼は、水瀬家の顧問弁護士の息むす子こ、かつて和音を樹杏学園に編入させた人物だった。


　見知った顔に、なんでこんなところにと和音はキョトンとする。


「東郷、鈴掛、悪いが席を外してくれないか」


　文人にそう言われたふたりは、部屋の雰ふん囲い気きの変化を察して言われるまま病室を出ていく。


「なんで昭あき信のぶさんが、文人の見み舞まいに？」


「俺の見舞いに来た訳じゃないんだ」


　先に説明を聞いていた文人は和音に説明しようとしていた。


「鳴瀬さん、あとはわたしに……」


　が、昭信に遮さえぎられ、うなずいて口を閉とざす。


「父も、今、この病院に入院しています」


「井いの上うえさんが？　病気……の訳はないか……」


　水瀬家の顧問弁護士である井上の事務所は、かつて幼い日に和音達が暮らしていた地にある。


　その地から遠く離れ、しかも特に有名でもない病院に入院する訳がない。


　たまたま事故に巻き込まれでもしない限りは……。


「文人を轢ひいた車が？」


「はい。父が運転していました。──わたしはここ何週間か父の様子がおかしいのに気づいていて、止めようと思って追いかけてきたのですが……。間に合わなかった」


　申し訳ありませんでした、と昭信は深く頭を下げた。


「でも、なんで文人を？」


「いえ。申し上げ難にくいのですが、父はあなたを狙っていたのだと思います。鳴瀬さんのことは調査済みだったでしょうし、側そばにいる少年を和音さんと見み間ま違ちがえたのだと……」


　背が高く目立つ文人と一いつ緒しよに歩いていた鈴掛が、たまたま和音とよく似た茶ちや髪ぱつで同系色のマフラーをしていたせいで判断を誤ったのだろう。


「なんで？」


「父は、水瀬家の財産を不当に引き出し、あなたの叔父に渡わたしていました。──脅おどされていたんです」


　苦しそうに昭信が言う。


「旅行先でほんのちょっと気が緩ゆるんで違い法ほうの賭と博ばくに手を染め、騙だまされ、高額の借金を作ってしまったことを、偶然、あなたの叔父さんに知られてしまって、財産の横領に手を貸せと脅されたようです」


　いつか表おもて沙ざ汰たになるのではないか、いつか和音に問いただされるのではないかと、この数年、彼はずっと怯おびえ続けていた。


　そしてとうとう、水瀬家の現状について教えてくれと文華が現れた。


　このままではもう隠かくしきれない。


　悪事が晒さらされる前に手を打たなければと、追いつめられた井上弁護士は考えた。


　和音が亡なくなれば、その財産は完全に唯ゆい一いつの血けつ縁えんである叔父のものとなる。


　高額の損失分を誰だれかに追つい及きゆうされることもない。


　あまりにも単純で馬鹿げた考えだった。


　だが、元から悪事などできない不器用で真面まじ目めな人だっただけに、井上弁護士は追いつめられて精神的に病やみはじめていたのだ。


　そのせいで、彼にはその程度の隠いん蔽ぺい策さくしか思い浮かべることができなかった。


「それで、俺に死んで欲しいって？」


「申し訳……ありません」


　ちょっとした気の緩みで犯おかした小さな罪を隠そうとして、また罪を犯す。


　雪だるま式に罪は増え、罪が増えれば増えるほど、その罪に対する罪悪感は麻ま痺ひしていく。


　井上弁護士は、そんな悪あく循じゆん環かんに陥おちいってしまっていたのだ。


「でも、あなたはその事実を前々から知っていたんでしょう？　だから、和音を俺のところに逃にがした」


　違ちがいますか？　と文人に問われ、昭信はうなずき、そのままうなだれた。


「以前、和音さんが暴力事件をおこしたとき、父は警察沙ざ汰たにしないよう、ほうぼうに手をまわしていました。その父の様子があまりにも異常だったから、きつく問いつめたんです」


　和音の将来のために、内々で収めようという雰囲気ではなかった。


　なにがなんでも隠さなければと、病院関係者に密ひそかに大金を手て渡わたしてまで、和音の従兄いとこの怪け我がの原因を隠し通そうとしていた。


「わたしも共犯です。父の罪を知っても、告発しようとは思わなかった。とりあえず和音さんをあの家から遠ざけて、その間に父を説得してなんとかしようと考えてたんですから……」


「……井上さん、怪我の具合は？」


　和音が聞くと、昭信ははっと顔を上げた。


「フロントガラスで頭ず蓋がいを複雑骨折しています。命に別状はありませんが、年も年だし、当分は入院生活ですね」


　自じ業ごう自得ですが、と申し訳なさそうにつけ加えた。


「そっか。でも、怪我ですんでよかったな」


「ありがとう…ございます」


　生きてて本当によかったと思う。


　心配してくれる家族がいるんだから……。


「で、和音、どうするんだ？」


「どうするって？」


「この件を表沙汰にするかどうかってことだ。横領の件に関しては、すでに文華さんが気づいていて証しよう拠こ集めに入っている」


「え……」


　和音は口ごもった。


　財産を横領されていたのだと言われても実感が湧わかない。


　知らない、関係ない、どっか行っちまえと言ってしまいたい衝しよう動どうさえ感じられる。


（でも……）


　それでは駄だ目めなんだと、和音はキュッと唇くちびるを嚙かむ。


　自分が知りたくないことから眼をそらし、耳をふさいでいたせいで、文人を危険な目に遭あわせてしまったのだから……。


「──法的に訴うつたえて、ちゃんとケリをつける」


　逃げずに踏ふみとどまろうと、和音は決心した。


　ずっと文人と一緒にいたい。


　だから、これ以上、文人を危険なことに巻き込まないためにも、逃げてきたすべてのものとの決着をつけないと……。


「そうしてください」


　昭信がうなずいた。


「父は……、わたしもですが、弱い人間です。許されれば、甘えて、きっと何度も同じ失敗を繰くり返してしまう。──けじめは必要です」


　本当に申し訳ありませんでした、と再び深く頭を下げると、昭信は病室から出ていった。








　その後、和音は文人のベッドに座ったまま、随ずい分ぶん長いことぼんやりしていた。


「そろそろ、帰るか？」


　見かねた文人が声をかけると、ハッとしたように顔を上げる。


「え、文人、入院じゃねーの？　帰ってもいーのか？」


「明日まで様子見で入院しているようにと言われてるんだが、たぶん大だい丈じよう夫ぶだ。帰ろう」


　完全看護だから面会時間が終われば、和音は病室から追い出されることになる。


　今の和音をひとりきりにしておくなど、文人にはできない相談だった。


「ただし、看護師に見つからないよう、こっそりとな」


「まかせろ。俺、そーいうの得意」


　ニッと、悪戯いたずらっ子の表情で和音は笑った。





　文人が収容されたのは五階の病びよう棟とう。


　エレベーターホールの正面にナースステーションがあって、見つからずに階下に降りるのは難しい。


「あ、こっちこっち」


　和音はエレベーターホールとは逆方向に廊ろう下かを歩き、非常口と書かれたドアに手をかけた。


「こーいう建物って、使われてない階段がけっこう多いんだ」


　階段で四階まで降りて、また廊下に出るとエレベーターホールにむかう。


　そして、ふたりは首しゆ尾びよく誰にも呼び止められずに病院から脱だつ走そうしたのだった。








　家に帰り着くと、和音は文人の面めん倒どうをみたがってちょこまかと動きはじめた。


「な、文人、腹へってんだろ？　俺、なんかつくろっか？」


「作ったことないだろうが。いい、俺がやる」


　指を怪我しないよう黙だまってみてろと文人が言うと、和音はぷっと下した唇くちびるをつきだした。


「もー、ゆびゆびってうっせーよ。この際だから言っとくけどな、俺、ピアニストになんかなるつもり、これっぽっちもねーんだからな！」


「……それでもピアノを弾ひくのは好きだろう？」


「そりゃ、好きだよ。ピアノを弾けば、黙ってても誰かが側そばにきてくれるから」


　上手に弾けば、両親に頭を撫なでて誉ほめて貰もらえた。


　文人はピアノの側にずっといて、嬉うれしそうな顔で耳を傾かたむけてくれる。


　和音が好きだったのはピアノを弾く行こう為いそのものではなかったのだ。


「……もう、俺には文人しかいないんだからさ。面倒ぐらいみさせろって」


　和音は、そう言い捨てると、ひとりでキッチンに行ってしまった。


　が、五分もしないうちに戻もどってくる。


「やっぱ無理。ピザでいーか？」


「好きにしろ」


　文人は笑いを堪こらえつつ答えた。








　夕食後、文人は傷に触ふれないよう軽くシャワーを浴びてからバスルームをでる。


　その間の和音はというと、夕食に使った食器を自分が洗うんだと宣言して、キッチンにこもっていた。


　すでに洗い終わったらしくキッチンの灯あかりは消えている。


「和音、指切ってないか？」


　リビングに戻った文人は、文句を言われる覚かく悟ごで聞いた。


　が、予想に反して和音は文句を言わなかった。


　それどころか、壁かべにむかって黙って立ったままだ。


　和音が見つめている壁には、例の油絵があった。


「和音」


　歩み寄り、声をかけると、和音は首だけで振ふり向いた。


「この絵、いつ？」


「今まで気づいてなかったのか……。この前、文華さんが来たときにな」


　あやかさん、と和音は確かく認にんするように名前を呼んだ。


「どうした？」


「あ、うん。──さっき、病院でちょっとひっかかったんだけどさ」


　和音は眉まゆをひそめた。


「俺、昔、文華さんに殺されかけたことなかったっけ？」


「……物ぶつ騒そうだな」


「ぼんやりとだけど……思いっきり殴なぐられたような気がするんだ。俺、文華さんを怒おこらせるような悪さしたっけ？」


「いや、あのな……」


（どこまで言っていいものか……）


　自分のことを忘れてしまっていた時期があることを和音に認識させるのは、危険なような気がして文人は口ごもる。


「……確か、あんとき、病院で文華さんになんか痛いこといわれたんだよな。なんだったっけ？」


「無理に、思い出さなくていいんだぞ」


「……おもいだす？　──あっ」


　和音は、いきなりぽかんと口をあけた。


「──噓うそ、なんで……。うわっ……」


「おい、和音」


「そーだよ。思い出せって言われたんだよ。文人を思い出せって……。──文人！」


　和音は、文人に向き直るとむんずと胸むなぐらをつかんだ。


「な、なんだ？」


「ごめん、忘れてた!!　っていうか、忘れてたことを忘れてた。あれ？　俺、なに言ってんだ？」


　とにかくごめん！　と、和音は真しん剣けんな表情で謝る。


「いや、それはもういいんだ。それより和音、おまえ、大丈夫なのか？」


「なにが？」


「いや、だから……」


　ご両親の件なんだが、と思い切って口に出すと、和音は、ばれてたんだ、とちょっと泣きそうな顔で笑った。


「たぶん、もうへーき。──文人が車に轢ひかれたって聞いた瞬しゆん間かん、なんか俺、ちょっとおかしくなったみたいでさ。そんとき、なんかいろいろ思い出した……っていうか、なんか色々わかったよーな気がする」


「……そうか」


（そういえば、あの話にも拒きよ否ひ反応を一いつ切さいみせなかったな）


　病院でのやりとりを思い出して納なつ得とくする。


　拒否するどころか、和音はちゃんと自分で考えて結論を出していたのだから……。


「辛つらかっただろう。よく頑がん張ばったな」


　歪ゆがんでいた認識を本来の形に直すのは、けっして楽なことじゃない。


　文人はいたわるように和音を抱だきすくめた。


「……うん」


　和音は、文人の胸に顔を埋うずめて深く、ふかく息を吐はいた。








「エロジジイ、今日はさすがにやれねーだろ」


　ベッドに寝ね転ころがるとすぐ、からかうように和音が言う。


「頭を打ったからな。明日検査結果を聞いてくるまでは、おあずけだ」


「うん、そのほうがいーよ」


　拍ひよう子し抜ぬけするほど、あっさり引き下がる。


「文人、首の怪け我が、痛くねーの？」


「少しな。でも痛み止め飲んでるからたいしたことない」


「眠ねむれそう？」


「ああ、大だい丈じよう夫ぶ」


「そっか。よかった」


　和音は、嬉しそうに文人の肩かたに額をすりよせた。


　その指先が、文人の指に触れる。


「和音？」


　和音は、ギュッと文人の手を握にぎった。


「昔さ、よくこうやって手を繫つないで歩いたよな」


「ああ、そうだな」


「文人、あの頃ころに比べると、手が随ずい分ぶん大きくなった」


「おまえだってそうだろう？」


「うん。ホント。そーだよな。大きくなってたんだよな。……もう…子供じゃない」


　でもさ、と和音は両手で文人の手を握って自分の胸元に引き寄せた。


「昔と一いつ緒しよで、今でも、こうやって文人と手を繫いでると安心する」


「……俺もだよ」


　文人の返事に、和音は嬉しそうにふんわり微ほほ笑えんだ。


「おやすみ」


　文人は、微笑む和音の額にキスをして、部屋の灯りを消す。


　ふたりは手を繫いだまま、ほぼ同時に深い眠りに落ちていった。
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　翌日、文人は学校を休んで病院へ行った。


　和音もついて来たがったが、怪我自体はたいしたことないんだからと説得すると、もしも何かあったらすぐに連れん絡らくするという条件付きで諦あきらめてくれた。


（……仕方ない）


　病院を抜ぬけ出したせいでかなり気まずいが、逃にげるわけにもいかず、文人は意を決して病院の敷しき地ち内に入った。


　検査結果も聞いていないし、会計もまだだ。


　何ど処こに出頭したらいいのだろうと悩なやみつつ、とりあえず昨日あてがわれた病室がある階のナースステーションに顔を出すことにした。


「すみません」


　かがみ込み、文人にとっては低い位置にある窓口から声をかける。


「はい。──あら、鳴瀬さん？」


　顔を出した看護師が文人の顔を認めて、驚おどろく。


　と、同時にナースステーションの中でガタンと大きく椅い子すが動く音がした。


「文人!!」


「え、文華さん？」


　窓口から、ナースステーション内で仁に王おう立だちしている文華を認め、文人は驚いた。


「この馬ば鹿か者もの！　充じゆう分ぶんに気をつけろと言っただろうが！　しかも、なんでわたしに連絡してこなかったんだ！」


　ナースステーションからでてきた文華は、カツカツと高らかにヒールの音をたてて、拳こぶしを握りしめ文人に詰つめ寄る。


（忘れてたと言ったら、噴ふん火かしそうだな）


　離はなれて暮らす日々が長かったし、常に居場所がはっきりしない母だけに、連絡を入れてもすぐには来て貰もらえないという認にん識しきができあがっている。


　そのせいで、母に連絡をするという気が回らなかったのだ。


「ど、どうしてここに？」


「今朝早く、真から連絡があった。車ぶっ飛ばしてきてみれば、病室はもぬけの殻から。ちょうどいま、看護師さんに怪我の具合を聞いていたところだ。──で、頭を打ってるっていうのに、医者の言うことも聞かずにトンズラしたってのはどういう了りよう見けんなんだ!?　もう少し自分の身体からだを労いたわれ！」


「まあまあ、鳴瀬さん、さっきも言ったように怪我自体は軽傷なんですし、落ち着いてください。ここ病院なんですから。お静かにね」


　看護師たちが、怒いかり狂くるった文華を宥なだめてくれる。


　そして文人は、看護師に感謝しつつ、文華にひたすら謝った。








　その後、文人は、もう一度、検査と医師の診しん察さつを受けた。


　結果は異常なし。


　今度はちゃんと会計をすませて、まだ怒りまくっている文華と共に家に戻もどったのだが……。


「せっかく武術を習わせたってのに、車一台でこのざまとは情けない」


「武術を習ってたから、人ひとり庇かばっても、この程度ですんだと思うんだが……」


　家に帰るなりすぐ、ご機き嫌げん伺うかがいに、文華が好きなキーマンの紅茶を淹いれた。


　それからずっと、なんとか説明をしようと試みているのだが、文華の目つきは病院から変わらず厳しくつり上がったまま。


　連絡をしなかったことが、かなり気に障さわっているらしい。


　一言言うたびに、ぶつぶつと倍の文句を返されるばかりで一向に話が進まない。


「なぁ、文華さん、いい加減、機嫌を直して貰えないかな」


　ため息混じりの文人の言葉に、文華は、


「これで普ふ通つうだ」


　と腕うで組ぐみして、ふんぞり返る。


「……そうか？」


　どう見ても、今の文華は冷静じゃない。


　説明しようと努力する時間がもったいないぐらいだ。


（……しかたないか）


　手っ取り早く文華の機嫌を直す方法にひとつだけ心当たりがあった文人は、気がすすまないながらも実行することにした。





　そして約三十分後。


「待たせてごめん。──昨日、洗えなかったからさっぱりしたよ」


「……気にするな。首の傷は縫ぬったって聞いたが、シャワー使っても大丈夫だったのか？」


「ああ。病院で水を弾はじくタイプの傷パッドを貰ってきたから」


　文人は、首に貼はった傷パッドが見えるよう軽く首を傾かしげた。


　だが、「そうか」と返事はしたものの、文華の目は文人の首ではなく、もっと上へとむいている。


「やっぱり、その方が男前だな」


　髪かみを洗うついでに黒い染料を落とし、自前の銀の髪に戻った文人の顔を、文華はうっとりと見上げていた。


「そんなに変わらないような気がするけどな」


「変わるさ！　ああ、でも前に見たときより髪の艶つやが落ちてるな。染めたせいで傷いたんでるんだ」


　もったいない、染めるんならもっと上質なカラーリング剤ざいを使え、とぶつぶつ文句を言うものの、今の文華の顔には先さき程ほどまでの怒りの影かげは見られない。


（うまくいったか）


　元々、短期間しか保もたないカラーリング剤を使っていたからできる技わざだった。


「──で、昨日の件の説明とお願いがあるんだが、聞いてくれるか」


「ああ、聞こう」


　文華からすんなりと返事が返ってくる。


　作戦成功で文華の機嫌が直ったのは目め出で度たいが、自分の目立つ容姿があまり好きじゃない文人は少しばかり複雑な気分だった。








「──驚いた。あいつ、勝手に立ち直ったのか」


　事故とその後の病院での経けい緯いを話し、和音の意向を伝えた。


　と同時に、和音の変化についても文華に報告したら、文華は凄すごく驚いていた。


「昔から甘ったれた奴やつだったし、美弥のためにも、わたしが仕事を休んででも手て間ま暇ひまかけてケアしてやらなきゃならないだろうと覚かく悟ごしてたんだが」


　ちょっとは成長してたんだな、と文華は目を細める。


（ほんとうに……）


　昨夜、和音は文人と自分の手を眺ながめ、いつの間にか随ずい分ぶんと大きくなったと感かん慨がい深げに呟つぶやいていた。


　封ふう印いんしていた痛みと向かい合ったことで、和音の中で止まっていた時間が一気に流れたのだろう。


（……俺は、結局なにもしなかった）


　和音は、自分ひとりの力で、封印していた両親の死の真実に向き合い、その痛みを克こく服ふくした。


　文人は一番近くにいたのに、結局なんの助力もできなかったのだ。


　それどころか、人に指し摘てきされるまで和音の異常にさえ気づけずにいた。


　そんな自分の無力さが、あまりにも情けない。


「そういえば、和音の奴、文華さんに殺されかけたって言ってたな」


「人聞きの悪い。……ちょっと当たりどころが悪かっただけで……。──ん？」


　玄げん関かんからドアが乱暴に開閉される音が響ひびいてきて、文華の言葉を遮さえぎった。


「ただいま！　文人、怪け我がは？　医者、なんだって？」


　帰ってきた和音が、玄関からリビングにむかいながら、大きな声で聞いてくる。


「異常なしだそうだ」


　リビングのドアを開けて顔をみせた和音に文人が微ほほ笑えみかけると、和音はその場でピタッと立ち止まった。


「そっか。……なあ、文人。その髪、どーしたんだ？」


　ドアに手をかけたままで、パチパチと瞬まばたきを繰くり返して文人の顔をビックリした顔で見る。


「ちょっとな。変か？」


「え、んなことねーよ。……そっちの方が格好いいし」


　前々から和音も銀ぎん髪ぱつに戻したほうがいいと言っていたから、てっきり大喜びするだろうと思っていたのに、けっこう素っ気ない反応が返ってきて文人は拍ひよう子し抜ぬけした。


「うんうん、そうだろう」


「あ、文華さん、来てたんだ」


　しかも、あっさりと和音の興味は文華に移ってしまう。


「こないだは、びびっちゃってごめん」


「全くだ。ってか、その態度じゃちっとも悪がってる風に見えないぞ。せっかく美弥譲ゆずりの綺き麗れいな顔をしてるんだ。にっこり笑ってわたしに愛想ふりまきな。そしたら許してやるよ」


　もっとこっちこい、と横おう柄へいに文華が呼ぶ。


「え、やだよ」


　和音はあからさまに嫌いやそうな顔をした。


「なんだと？」


「だって、またラリアートくらって病院に担かつぎ込まれたんじゃ洒落しやれになんねーし」


「可愛かわいくないな、おい。──あれは、元はと言えばお前が悪いんだろうが」


「そりゃ、まぁ、そうだけど……」


「いいから、こっちこい！」


　しつこく手招きされ、和音はしぶしぶ文華の側そばに行く。


「よし。──よく頑がん張ばったな」


　文華は立ち上がると、和音の頭をくしゃくしゃと撫なでた。


「辛つらかったろうに……。美弥の代わりに、わたしが誉ほめてやるよ。えらかったね」


　そのままギュッと抱だきしめる。


「……うん。ありがと」


　和音は、文華の肩かたに目元を押しつけると小さく呟いた。








「今後はわたしがお前の後見人になる。文句はないな？」


「ないよ」


　すっかり文華になついてしまった和音は、文華が座るソファーの肘ひじ掛かけに座り、うなずいた。


「家の子になるっていうのも、ひとつの手だがな」


「あ、それいい！　文人と兄弟ってことになるんだろ？　その場合さ、俺のほうが誕生日早いから、俺のが兄貴だよな」


　やたらと嬉うれしそうに、お兄ちゃんと呼べと威い張ばる和音に、文人は浮うかない顔をした。


「……それだけは勘かん弁べんしてくれ」


「同い年なんだから、差を付ける必要はないさ。──そうだ、和音。どうせだったら、わたしと一いつ緒しよに来ないか？」


「へ？」


「わたしの仕事の手伝いをしてくれよ。世界各国、どんなところにでも連れてってやるぞ」


　文人が付き合ってくれなくなってから、ひとりで少しばかり寂さびしかったんだ、と文華は言った。


「あ、だって俺、学校あるし……」


「おまえ、学校嫌きらいだろう？　義務教育はすんでるんだ。無理して高校に通う必要はないさ。──それに、真面まじ目めな話、音楽の才能を伸のばす気はないのか？　もしその気があるのなら、さっさと海を渡わたったほうがいい。向こうのほうがいい指導者もいるしチャンスも多い」


　全面的にわたしがバックアップするから、と文華に迫せまられた和音は、ヒョイっとソファーの肘掛けから降りると、今度は文人が座るソファーの背もたれの後ろに回り込んだ。


「音楽より、ここのほうがいい」


　後ろから文人の肩に手をまわし、ギュッとしがみつく。


「……だそうだ。当分、俺が責任もってあずかるよ」


「ふん。無理に引き離はなすとろくなことにならないのは実証ずみだしな、諦あきらめるか」


　勝手にしろ、と文華はおかしそうに笑った。











　その後、三人でちゃんと話し合った結果、和音の両親の財産に関する事件については正規の手続きを踏ふんで訴そ訟しようを起こすことにした。


　だが、今回の事故の件に限っては表おもて沙ざ汰たにしないことにした。


　たいした怪我もしなかったわけだし、今度の訴訟で弁護士として致ち命めい的なダメージを受けることになる井上弁護士に、それ以上の追い打ちをかける必要はないだろうと、事故の当事者である文人はそう考えたのだ。


　井上弁護士が転落する原因になった賭かけ事自体、彼を仲間に引き入れようとする和音の叔お父じの罠わなだったという文華の調査結果も、文人の考えを固める要因になった。


　甘いと言って文華は反対したが、和音が文人の味方をしたものだから、渋しぶ々しぶながら諦めてくれた。


　そして文華の口から、和音の両親の事故に関する詳くわしい話を聞くことができた。


　事故を起こした国の警察や、気象庁から当時の資料を取り寄せ、検討した結果、他者の手による故意ではなく、本当に不幸な事故だったのだそうだ。


「色々と向こうのつてを探すのに手間取って、時間を食ってしまってな。もっと早くに情報を手に入れられていれば、文人に怪我をさせることもなかったんだが……」


　文華が悔くやしそうに言う。


　当時、その地域は集中豪ごう雨うに見み舞まわれていて、ホテル関係者達は、和音の両親が大雨の中を外出するのを止めようとしたらしい。


　だが彼らは、一刻も早く用事を済ませ、我が子の待つ母国に帰りたいからと、制止を振ふり切って出発してしまったのだそうだ。


　それが二度と戻もどれぬ道だとも知らずに……。


「……そっか。帰ってくるつもりだったんだ」


　話を聞いた和音は、そう呟つぶやいたきりしばらくの間口をきかなかった。





　文華は、春休みになったらゆっくり遊ぼうと言い残し、その日の内に今度の事件の事後処理のために帰って行った。











　文人が異変に気づいたのは、慌あわただしくすぎた一日の日付が変わろうとする頃ころになってからだった。


「和音？」


　明日も学校だし寝ねるかと寝しん室しつにむかったのだが、いつもだったら止められる前にと先に立って文人の部屋にむかう和音が、今日に限ってちょっと困ったような顔をして廊ろう下かで立ち止まっているのだ。


「どうした？」


「あ、うん。──いや、あのさ、怪け我が、ほんとーに大だい丈じよう夫ぶ？　痛みとかあるんだったら、俺が側にいないほうがよく眠ねむれんじゃねーの？」


「昨日に比べれば、全然楽になってるさ」


　おいで、と文人はいつものように手を差し伸べる。


　だが和音は、いつもと違ちがっていた。


　酷ひどくためらいがちに歩み寄ってきて、文人の手にゆっくりと手を重ねる。


「へーきならいーんだけど……」


　言いながら文人の顔を見上げた和音は、次の瞬しゆん間かん、ふっと文人から気まずそうに視線をそらした。


「どうかしたのか？」


「え？　あ、別に……。どーもしねーよ」


　和音はいきなりギュッと文人の手を握にぎると、一転して先に立って文人の部屋に入って行く。


　すれ違いざま、文人は、和音が深く息を吐はくのを聞いた。


　それは、まるでなにかを諦めたときのため息に似ているように思えて……。


（やっぱり、駄だ目めか……）


　どうやら悪い予想が当たってしまったらしい。


　悪い夢から目覚めた今の和音は、もう以前ほどには文人を必要としていない。


　少なくとも、恋こい人びととしての自分は必要とされていないんだろう。


　そう判断した文人は、和音の手を離し、立ち止まった。


「なんだよ。どーかしたのか？」


　文人の部屋に入りかけていた和音は、手を離されたことでビックリしたような顔で立ち止まり、ドアノブに手をかけたままで振り向いた。


「文人？」


　不思議そうに見つめてくる目から、今度は文人が目をそらす。


「もう……いいんだ」


「もういいって、なにが？」


「……無理しなくていい。──悪い夢から目が醒さめて、俺に対する気持ちも変わったんだろう？　だから、ためらってたんじゃないのか？」


「え、あの……さ」


「心配しなくていい」


　文人は、気まずそうになにか言おうとする和音の言葉を遮さえぎった。


「文華さんが後見すると言っている以上、ここはお前の家でもあるんだから……。無理に昨日までと同じように振る舞まう必要はないんだ。俺も無む理り強じいするつもりはないし……」


「……だって、文人」


「ただの……幼おさな馴な染じみに戻ろう」


　今、あの手を取って引き寄せれば、たぶん和音は抵てい抗こうしないだろう。


　だが、それは文人が望む関係とはほど遠いもの。


　自ら泥どろ沼ぬまにはまるようなものだ。


　それになにより、そんなことをしたら、やっと悪夢から目が醒めた和音を、再び悪夢に中に引きずり戻すことにも繫つながるかもしれない。


（……そんなこと、できるはずがない）


　ピアノを弾ひくのが好きなんじゃなく、ピアノを弾くことによって周囲に人が集まって来るのが好きだったんだと和音は言った。


　文人もまた同じだった。


　ピアノを弾く和音より、和音の奏かなでる自由奔ほん放ぽうで楽しげに輝かがやくピアノの音色が好きだった。


　そのピアノの音色そのままの、和音の自由な魂たましいをこそ愛していたのだ。


　だから、自分のこの手で和音の自由な心を奪うばうことはできない。


　だが、そう思う気持ちとは裏腹に、なにがあろうと手放したくないと思う凶きよう暴ぼうな衝しよう動どうもまた、文人の中には存在していた。


「和音、悪いが、自分の部屋に戻ってくれないか？」


　ちょっとでも身体からだを動かすと、凶暴な衝動のままに和音を傷つけてしまいそうな予感がある。


　だから、和音自身の意思で、この場から立ち去って欲しかった。


　頼たのむ、と文人がもう一度促うながすと、和音はドアノブから手を離はなした。


　そして、文人へとむき直りながら、


「文人のばか!!」


　と、思いっきり文人に回し蹴げりをくらわせた。


「わっ！」


　意表をついた不意打ち。


　とっさに腕うででブロックしたものの間に合わず、文人はもろに脇わき腹ばらに蹴りをくらった。


「い、いきなりなにするんだ！　この乱暴者！」


　衝しよう撃げきにむせながら、文人は抗こう議ぎする。


「それはこっちの台詞せりふだ！　なにひとりで勝手なこと考えて、ひとりで納なつ得とくしてんだよ！　バカ!!」


　和音は総毛立つ勢いで、本気で怒おこっていた。


「いつ俺が別れたいって言ったよ！　言っとくけどな、俺には別れる気なんか、これっぽっちもねーからな。文人が別れたいって言っても、ぜってー別れねーからな!!」


　むんずと文人の手をつかんで引っ張って部屋に入ると、あまりの剣けん幕まくに呆ぼう然ぜんとしている文人をベッドに押し倒たおした。


「お前、俺のこと好きだって言ったよな？　それともなにか？　俺のこと好きだって言ったの、あれ噓うそだってのか？　ひとりになった俺がかわいそーだからお情け掛かけたってのかよ!?」


　文人に馬乗りになり、シャツの胸むな元もとをつかんでギュウギュウ締しめ上げる。


「断じて違う！」


「だったら……なんでそんなバカなこと言うんだよ。……ひ、ひでーよ」


　馬乗りになったまま、和音は感かん極きわまったように、いきなりぼたぼたと涙なみだをこぼしはじめる。


「ああ、泣くな。悪い、謝るから泣かないでくれ」


　和音の涙に弱い文人は、慌てて起きあがると、和音を膝ひざの上にかかえ直して抱だきしめた。


「俺が考え過ぎた。勘かん違ちがいだ。──悪い夢から醒めたおまえが、もう俺を必要としてないんじゃないかって、そう思ったから」


　悪かったよ、と、胸に顔を押しつけて泣いている和音の背中をさすった。


「……必要だよ。いらないわけねーだろ？」


　和音自身、辛つらい現実を認にん識しきし直す以前の自分が、文人に対して過か剰じようなまでに依い存ぞんしすぎていたという自覚はある。


　文人の側そばから引き離されるのが怖こわいあまり、ここを追い出されないようにと、文人のことばかり考えて暮らしていたから……。


　文人は、そんな精神状態の自分の一番側にいたから、その異常さを身に染みて感じとってしまったのかもしれない。


「……頭がはっきりしてきて、俺が一番最初に考えたのって、文人のことだったんだ。……どうやったらこれからも、ずっと一いつ緒しよにいられるかって必死こいて考えて、逃にげちゃいけないって訴そ訟しようの件だってＯＫしたってーのに」


「そう……なのか？」


「そーだよ。俺が逃げてたせいで事が大きくなって、文人にまで怪我させちゃったんだからさ。これ以上逃げたら駄目だって、そう思ったから」


　文人が言うように、悪い夢から醒めて以来、和音の文人に対する気持ちは、以前とは微び妙みように変わっていた。


　どうやったら自分が文人の側にいられるかではなく、どうやったらずっとふたりで一緒にいられるかと考えるようになっている。


　頼たよってばかりいないで、この生活を守るために、今の自分にもできることをやらなきゃと考えていたのに……。


「なのに……文人は別れるって言うし……」


「前言撤てつ回かいする。だから、機き嫌げん直してくれ」


「ホントだな？　次に同じこと言ったら、蹴りの一発じゃすまねーからな」


　さて、いったいどういう目に遭あわされるんだろう？


　想像するとちょっと怖いが、とりあえずその想像が現実になることはないだろう。


「二度と言わない」


　約束する、としゃくり上げる恋こい人びとの柔やわらかな髪かみに顔を埋うずめた。


「泣かせて悪かったよ」


「ホントだよ。文人のばか」


「ああ。どうしようもない馬ば鹿かだ。結局、俺はおまえになにもしてやれなかったしな」


「なんのことだよ？　またなんか、ひとりで勝手に良からぬことを考えてるんじゃねーだろーな」


　和音はあからさまに警けい戒かいした。


「そうじゃない。ただ……気づいてやれなかったから」


　人に指し摘てきされるまで和音の異常に気づけず、気づいてからも自分の悩なやみに手て一いつ杯ぱいで、実際にはなんの力にもなってやれなかった。


　そのことを謝っているんだと説明すると、和音はぷっと笑った。


「文人らしーな」


「なんだ、それは？」


「考えすぎで、しかも優ゆう柔じゆう不断なんだ。昔っからそーじゃんか」


　和音が楽しそうに言う。


　文人は憮ぶ然ぜんとした。


「悪かったな」


「でも、それって優やさしいからだろ？　文人は昔っから優し過ぎるせいで優柔不断なんだ」


「……誉ほめても、なんにもでないぞ」


「誉めてねーよ。文人のそーいうとこ、俺は昔っから大好きだったけど、文人にしてみればあんまりいーこととは思えないしさ」


「……そうか」


「うん。でも、大だい丈じよう夫ぶ。これからは、俺がしっかりしてるから」


「は？」


「昔みたいに、文人がぐずぐずして迷まい子ごになんないように、俺が手を引っ張ってやるよ」


　心強いだろう？　と和音は文人の胸に顔を埋めたままで嬉うれしそうに威い張ばる。


「……お手て柔やわらかに頼むよ」


　実際のところ、文人がぐずぐずして迷子になるわけではなく、後先考えずに和音が走り出すからはぐれてしまっていたのだが……。


　文人は苦く笑しようしつつ、生意気なことを言う口をふさぎにかかることにした。


　が、和音の頰ほおに触ふれ、いつものように顔を上げさせようとしたのに、和音は応じなかった。


　身体を硬かたくして抵てい抗こうし、文人の胸から顔を上げようとしない。


「和音、どうした？」


　やっぱり嫌いやだったのか、と不安を再燃させて訝いぶかしむ文人に、


「……そうじゃないって。──あのさぁ、あかり消してくんない」


　と、妙みようにか細い声で答える。


　今まで一度も和音が言ったことのない台詞に、文人は本気でびっくりしていた。


　今さら恥はずかしがる間あいだ柄がらじゃないし、最初のときから和音は裸はだかの身体からだを見られることを恥ずかしがったりはしなかったのだが……。


「いったい、どうしたっていうんだ？」


　白状しろ、と胸に張り付いている和音を揺ゆさぶると、和音はやっぱりか細い声で呟つぶやいた。


「……なんか緊きん張ちようするんだよ」


「は？」


「その銀の髪」


「ああ、これか？　こんなのおまえは見慣れてるだろう？」


　再会してからより、子供時代の銀の髪の文人と一緒に過ごした時間のほうが長いのだ。


　緊張されるとは予想外だった。


「見慣れてねーよ。昔とは全然、顔立ちだって変わってるしさ。……なんかそうやってると印象が変わるから、文人が別人みたいに見えて緊張するんだってば」


　あかり消せって、と和音がまたごねる。


「……和音、もしかしておまえ、照れてるのか？」


　もしやと思って聞いたら、和音の耳がぼっと一気に赤くなった。


「うっせーな！　もーどーでもいーだろ」


「いや、どうでも良くない」


　真っ赤になって、胸に張り付いている和音を、文人は力ずくで引き剝はがし、ベッドのうえに押さえ込んだ。


「かなり興味深いぞ」


　覆おおい被かぶさり、顔を覗のぞき込む。


「悪あく趣しゆ味み」


　和音は、ふんっと顔を背そむけた。


　耳だけじゃなく、首まで赤くなっている。


（これは……）


　和音は本気で文人に対して照れている。


　乙おと女めチックな表現をするならば、ときめいていると言ってもいいかもしれない。


　和音がはじめてみせたこの反応を、文人は喜んだ。


（今度こそ、間違いない）


　──ちゃんとひとりの人間として、本当に愛されている。


　喜びが胸に満ちていく。


「和音、こっち見ろよ」


「うっせー。やだ」


「見ろって。──一生付き合ってく顔なんだから、見慣れてくれ」


　和音の顎あごをつかんで強ごう引いんに正面をむかせたら、和音はギュッと目を閉じてしまった。


「……おもしろい」


　そっちがその気なら……。


　文人は和音の目を開けるべく、嬉き々きとして行動を開始した。








「……あ……、ちょっと、や……たんま」


　ギュッと目を閉じたまま、和音は文人の愛あい撫ぶに翻ほん弄ろうされていた。


　見えないせいで次に文人がどこに触れようとしているのかわかりにくい上に、文人はどうやら意識して普ふ段だんとは違ちがう感じに抱だこうとしているようだ。


「……ふ……や……」


　ベッドのうえに半身を起こした文人の膝ひざに座らされ、大きな手で執しつ拗ように乳ち首くびをくりくりとなぶられる。


　もう片方の手が、乳首からさらに下へと、焦じらすようにゆっくりと降りていく。


「……凄すごいな」


　文人が、先から雫しずくをこぼしひくついている和音を指先で軽く弾はじいた。


「……ひゃ………」


「ここ、どうして欲しい？　目を開けてくれたら、なんでも好きなことをしてやるよ」


　文人が、和音の耳に甘く囁ささやく。


　その手にはのるものかと、和音は意固地になって、さらにきつく目を閉じる。


「意地っ張り」


　文人はやけに楽しげに呟くと、軽く握にぎって、先ににじむ雫を親指でぬるりと拭ぬぐった。


「……ふ……」


　感じやすい部分をソフトに愛撫され、和音は身体を震ふるわせる。


　さらなる行こう為いを期待したのに、文人はあっさりそこから手を離はなしてしまった。


「……っ……」


（調子にのりやがって……）


　焦らされて苛いら々いらした和音は、文人に肘ひじ打ちをくらわせようとしたが、予想していたらしくあっさり手首をつかまれ封ふうじ込まれた。


「この乱暴者」


　文人は楽しげに言うと、和音の手の甲こうに唇くちびるで触れた。


「……綺き麗れいな指だ」


　そのまま指を一本一本丁てい寧ねいに舐なめあげていく。


「ふ……んん……」


　えもいわれぬ痺しびれるような甘さが、ぞくりと背筋をはい上がっていく。


　身体から力が抜ぬけた和音が、ぐったりもたれかかると、今度は不意に突つき飛ばされてシーツにうつぶせにされた。


「え？　……あ──」


　力強い手に腰こしを抱かかえ上げられ、和音は文人が入ってくるのだと予感した。


　甘い期待に身体の力を抜いたのに、予想していた熱く確かな質感は与あたえられない。


　代わりに、柔やわらかな濡ぬれた感かん触しよくがそこをなぶった。


「う…そ……や…ぁ……」


　文人は和音の後ろを舌で責める。


　入り口をねっとりと舐めあげ、すぼめた舌先で執拗にそこを刺し激げきする。


「……あっあ……やぁ…いや………」


　入り口だけに執拗に施ほどこされる愛撫に、身体の奥の一番感じる部分が焦じれて甘く疼うずく。


　じれったいだけの愛撫から逃のがれようとする和音を、文人は片手で押さえ込んだ。


　もう片方の手で、さっきから解放を求めてひくついていた和音自身に触れ、きつく握り込む。


「くっ……う……」


　そして、そこへの執拗な愛撫を再開した。


「……ふ……あ……」


「凄いな。──和音、ここ、柔らかくなってるの自分でわかるか？」


　言われるまでもない。


　自分の身体が文人を欲しがるあまり、いやらしくひくついているのを感じる。


　それでも和音は嫌いや々いやと首を振ふった。


（も、駄だ目め……）


　それが最後の抵てい抗こうで、和音は我が慢まんの限界だった。


「もんど、や。……くるし……ふ……」


　はやくぅ、と、かすれた泣き声で囁いた。


「和音、泣いてるのか？」


　心配げな文人の声に、和音は心の中でこっそりほくそ笑えんだ。


　文人が泣き落としに弱いのは、承知の上。


　これで、きっと落ちるに違いないと確信しての哀あわれっぽい噓うそ泣きなのだ。


　だが、駄目だった。


「それなら、目を開けて……」


　でないとずっとこのままだと、和音の背中に覆い被さりながら文人が囁く。


（ああ、もう……）


　これ以上我慢できそうになかった。


　和音は、仕方なく観念して目を開けた。


　その途と端たん、顔を覗き込んでくる文人の顔が視界に入った。


「あ……」


　子供の頃ころの和音は、ずっと文人が羨うらやましくてたまらなかった。


　宝石のような緑の目と、光を弾く銀の髪かみが、自分のそれよりもずっと綺麗に思えたから……。


　でも、成長した今となってはそうは思わない。


　羨ましいと思うより、怖こわい気持ちが先に立つ。


　久しぶりに見る生まれたままの色合いが、以前にはさして意識していなかった文人の顔立ちの綺麗さをやけに引き立て、まるで別人のようで眩まぶしく思える。


　こんなに綺麗な人を、自分の元にずっと引きつけておくことができるんだろうか？


　そんな風に、不安になってしまうぐらいに……。


「……なんて……顔してんだよ」


　だが今、文人は、眩しいほどの美び貌ぼうを曇くもらせ、酷ひどく心配そうに和音を見つめていた。


　どうやら、さっきの泣き真似まねがかなり利きいていたらしい。


（自分から、しかけてきた癖くせに……）


　なにを心配してたんだろう。


　そんな文人を見て、和音はおかしくなった。


　成長しても、文人の本質は変わらない。


　昔と同じで心配性しようで優やさしいまま。


　これからもずっと自分を心配して、追いかけてきてくれる。


　きっと……。


「……もんどのばーか」


　和音は身体からだの向きを変えると、詰つめの甘い恋こい人びとの首に腕うでを絡からめた。


「和音？」


「俺、目、開けただろ？　なにぼやぼやしてんだよ。はやく続き」


「……そうだな」


　わるい、と、文人が和音の唇にキスを落とす。


「……ん……ふ──」


　文人が行為を再開すると、和音はまた目を閉じた。





　身体の奥深く入り込んでくる文人をもっと、もっと深く感じるために、目を閉じて、息を詰める。


　熱い身体が激しく動き出すと、その背中に腕を伸のばし、強く抱だきしめた。


「…ふ……あぁ……。もんど、すき……だいすき……」


　身体を満たす甘さに押し出されるように、声がひっきりなしに唇からこぼれる。


「………かずねっ…」


　その声に煽あおられるように、文人に激しく強く、揺ゆさぶられた。


「あ……っいい……もんど……」


　文人に触ふれているところから、身体が溶とけてしまいそうだ。


　あまりの甘い感覚に、自分の身体の輪りん郭かくさえとろけて曖あい昧まいになっていく。


「かずね……っ！」


　やがて、それまでより文人が激しく動き出し、ひときわ深く突き入れられた。


「あ、ああっ────!!」


　内側に熱い衝しよう撃げきを感じた和音は、同時に放っていた。


　甘い衝撃にビクビクと震える身体を、文人が強く抱き留めてくれる。


（うれし……）


　和音は、愛いとしい重みを全身で受け止めながら、いつにない深い喜びに満たされていた。
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「ほら、いつまで寝ねてるんだ。起きて支し度たくしろ」


　翌朝、和音は、文人にいつものように揺さぶられて起こされた。


「……ン……。……あ、あれ？」


　目を開けた途端、視界に飛び込んできた文人の姿にいっぺんで目が醒さめる。


「あー、また染めちゃったんだ」


「学校があるのに、あのままじゃまずいだろう」


　いつのまにか髪を黒く染め直した文人が、肩かたをすくめる。


「……休めばいいじゃんか」


「で、学校に、今日は銀ぎん髪ぱつだから休みますって、連れん絡らくを入れるのか？」


　冗じよう談だんだろう、と文人は肩をすくめた。


「早く起きないと、朝ご飯食べる時間がなくなるぞ」


「はーい、はいはい」


「早く来いよ」


　和音のおざなりな返事に苦く笑しようしつつ、文人は部屋から出て行った。


「……あー、だる」


　文人が消えると同時に、和音は再びベッドに身を沈しずめた。


　昨夜ゆうべの余よ韻いんが残っていて、だるいというより、むしろ甘ったるい感じだ。


　ちょっと身体を動かした拍ひよう子しに、身体の奥にまで文人の存在の名残なごりを感じる。


　抱かれた翌朝は、いつもこんな感じだった。


　そんな幸せな余韻を楽しみたいから、できればこうしてベッドの上で、いつまでもごろごろしていたいのだが……。


「文人には、こーいうのわかんないのか……」


（いっぺん交代すると文人にもわかるかも）


　文人にとってはかなり物ぶつ騒そうなことを考えながら、和音は今度こそちゃんと起きあがった。








「はよー」


　シャワーを浴びてから、ダイニングキッチンにむかうと、テーブルの上にはいつも通り完かん璧ぺきな朝食が調ととのっていた。


　スクランブルエッグとボイルドソーセージ、マッシュポテトを添そえたグリーンサラダに数種類のペストリー。


「おはよう。──オレンジとグレープフルーツ、どっちがいい？」


「オレンジ」


　文人はオレンジを冷蔵庫から出すと、手早くジューサーでオレンジを搾しぼってグラスに注つぐ。


　文人って、まめだなー、と感心しつつ、和音は手て渡わたしでグラスを受け取った。


「いただきます」


　ぱんっと手を合わせてから、目の前の料理に取りかかる。


「ああ、そうだ。これからはおまえもなにかやるか？」


「へ？　なにそれ？」


「本格的にピアノをやる気がないんなら、少しぐらいなら家事をやっても大だい丈じよう夫ぶだろう」


　文人的には、何かあるとちょろちょろと手伝いたがる和音の要求をかなえてやろうという、親切心からの言葉だった。


「紅茶ぐらいまともに淹いれられるようになったほうがいいしな」


　これを機に、少し練習させるのもいいかもしれない。


　ポットにリーフと熱湯をぶち込めばいいと思っている和音が淹れる紅茶の味は、実を言うと最低で飲めたものではないのだ。


「え、ああ。うん。──そのうちな」


　和音は軽く笑えみを浮うかべて、これに曖昧にこたえる。


　正直なところ、冗談じゃないと思っていた。


　文人が弱っているときは手伝ってやりたいとも思うが、普ふ段だんからやるのはまっぴら。


　できる限り、今まで同様にぬるく楽して暮らしていたい。


（やっぱ、もう一回ピアノやろっかな）


　ピアノさえやってれば、和音のピアノにベタ惚ぼれの文人は、嬉き々きとして今まで通り面めん倒どうをみてくれるはずだ。


（あー、でもいっそ、ホントにピアニストになっちまったらどーかな？）


　そうなったら、本当に文人は一生自分の側そばで面倒をみてくれるような気がする。


　文華の跡あとを継ついで、詐さ欺ぎや贋がん作さくが横行する厳しい古物商の世界に足を踏ふみ込むより、自分のマネージャーにでもなって、あれこれ面倒をみるほうが文人には絶対に向いている。


　なにしろ、まめな男だから……。


「和音、なに笑ってんだ？」


　自分勝手な妄もう想そうに浸ひたっていた和音は、我知らず顔がほころんでしまっていた。


「え、ああ。ちょっとね」


　脳のう裏りに思い描えがいた和音の素す敵てき計画は、文人には内ない緒しよだ。


　迂う闊かつに口に出して、警けい戒かいされると困るから……。


　駄だ々だをこねて我が儘ままを聞かせるのが、昔からの和音の手だった。


　だが今は、手順を踏んで、逃にげられないよう蜘蛛くものように罠わなをしかけるほうが確実だと考えるようになっていた。


　なにしろ、ふたりとも、もう子供じゃないんだから……。


　和音が笑って誤ご魔ま化かすと、文人は警戒したようだった。


「なんなんだ？　気持ち悪いな」


「ん？　いや、あのさ～。学校行ったら、銀髪の文人を見たって、みんなに自じ慢まんしよーと思って」


「……ちょっと待て。それは自慢するようなことか？」


「あったりまえじゃん」


　どうせだったら写真とっとけば良かったと、和音が残念がる。


「勘かん弁べんしてくれ」


　極力目立ちたくないし、みんなの話題にのぼりたくもない。


　文人は、なんとかして和音の口をふさげないかと懸けん命めいに考えはじめた。








　長い悪い夢から醒め、現実を受け止めたからといって、和音の本質は変わらなかった。


（これからも目を離はなさないようにしないとな）


　いったいなにをやらかすか、わかったもんじゃない。


　和音がいるかぎり、文人が望んでいる退たい屈くつで平へい凡ぼんな日常とは縁えんがなさそうだ。


（それも悪くないか……）


　和音さえ側にいれば、と、文人は小さく微ほほ笑えんだ。




うららかな春の日に










　メンデルスゾーンの『春の歌』が、リビングに響ひびいていた。


「この曲、テレビとかで使われ過ぎてて、あんまありがたみがねーよな」


　調律を終えたばかりのピアノを弾ひきながら、和音が不ふ遜そんなことを言った。


　どういう理り屈くつなんだと苦笑いしながら、曲がそろそろ終わりに近づくのを察した文人は次の曲をリクエストする。


「次は『オンブラ・マイ・フ』」


「どんなだったっけ？」


　曲名ではなくメロディラインだけで曲を記き憶おくしている和音のために、文人が主しゆ旋せん律りつを鼻歌でなぞると、和音は「わかった」とうなずいた。


「でもヤダな、その曲。退たい屈くつでねむくなるし。……どーせだったらさ」


　またしても不遜なことを言った和音は、それまでとはまったく違ちがうタイプの曲、ショパンの『革命』を弾きはじめた。


「勘かん弁べんしてくれ。せっかく春のイメージで選曲してたのが台無しだ」


「へ？　なんだ、そーいう趣しゆ向こうだったんだ。そーいうのは先に言えよ」


　春ならやっぱこれだろ？　と和音が弾きはじめたのはショパンの『華か麗れいなる大だい円えん舞ぶ曲きよく』。


「……ワルツか」


　軽かろやかで華はなやかな明るい曲だ。


（これが和音の春のイメージか）


　和音らしいか、と微ほほ笑えみながら、文人は目を閉じて曲に聴きき入った。








　ふたりは春休みのほとんどを、幼い日に住んでいた田舎いなか町まちで過ごした。


　文華が手を尽つくして日本に持ち帰ってくれた和音の両親の遺骨を、この地にある寺で供く養ようしてもらうためだった。


　本来、水瀬家代々の墓は違う土地にある。


　それなのに、わざわざ新たにこの地に墓所を造ったのは、親子三人で幸せに暮らし、両親が帰ってくるつもりだったこの土地に眠ねむらせてあげたいという、和音の意志だった。


　文華と共に和音の両親の供養をして、幼い日に走り回った懐なつかしい街角を訪ね歩いているうちに春休みは終わった。


　そして始業式の前日、マンションへと戻もどってきたのだが、玄げん関かんのドアを開けた途と端たん、文人は絶句する。


「これは……、どうなってるんだ？」


「あ、やっぱ驚おどろいた？」


　訳知り顔の和音がニッと笑う。


　マンション内は、リビングを中心に大おお幅はばにリフォームされていたのだ。


　広いリビングのあちこちに置かれてあったアンティーク用の飾かざり棚だなが綺き麗れいに取り除かれ、壁かべ、床ゆか、天てん井じようとすべての建材が貼はり替かえられている。


　窓のサッシも二重構造のそれに取り替えられているのを見て、文人はピンときた。


「防音処置を？」


「文華さんに頼たのんどいたんだ。わざわざピアノ室に行って弾くのめんどーだから、リビングでも弾けるようにしてって」


　だったらピアノも移動しないとと文人が言うと、和音は必要ないと曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かした。


　そしてそれから三日後、学校から帰ると、リビングにどこか見覚えのあるピアノが設置されていた。


「これは……美弥さんの？」


「そ、母さんのピアノ。勝手に売られちゃってたんだけど、買い戻したんだ」


（聞いてないぞ）


　和音ひとりでできることじゃないから、文華が手を貸しているのは間違いない。


　なぜ、自分に頼まなかったのか？


　以前の和音はなんでもかんでも文人に頼たより切りだったが、悪夢から醒さめてからというもの、妙みように自立してしまって文人に一言の相談もなしに行動することが多くなっている。


　不満だとか寂さびしいとか思うよりもまず、文人は不安だった。


　なぜ内ない緒しよにしていたのか、その意味がわからない。


　なにか良からぬことを企たくらんでるんじゃないかと、文人は警けい戒かいしているのだ。


　それとなく聞き出そうとしていたら、まるで質問をはぐらかそうとするかのように、


「なんかリクエストある？」


　なんでも弾くぞ、と調律をすませたばかりのピアノの前に座り、和音がに～っこりとわざとらしく笑って聞いてくる。


（……怪あやしい）


　ピアニストになるつもりなんかないんだと、そうはっきり宣言した後の、この態度。


　なんなのかはわからないが、絶対に和音はなにか良からぬことを企んでいる。


　そんな確信を得ながらも、大好きな和音のピアノの音には弱い文人は、思いつくままに春めいた曲をリクエストしていたのだった。








「──お、残念だが、そこまでだな。そろそろ行かないと……」


　曲がちょうど終わったところで、文人が和音に声をかけると、和音はぷっと下した唇くちびるを出した。


「せっかくの休日だってのに、どこ行く気だよ」


「どこって……。言い出しっぺはお前じゃなかったか？」


「あ、花見か。忘れてた」


「酷ひどいな」


　この週末が一番の見み頃ごろだから、土曜日にみんなで、この近きん隣りんで一番の桜の名所である城しろ跡あとに花見に行こうと言いだしたのは和音だった。


　自分も幸喜の料理が食べてみたいから花見弁当を作ってこいよと、幸喜に半ば命令口調で言っていた癖くせに綺麗に忘れているとは……。


「んー、なんか出で掛かけんの面めん倒どうくせーな」


　ぶつくさ言いながら、和音はピアノの蓋ふたをそうっと閉めた。


「午前中から場所取りしてくれてる東郷が聞いたら怒おこるぞ」


「怒ったって怖こわかねーし」


「そうか。和音がそう言ってたって東郷に伝えといてやるよ」


「どーしても行く気か？──なぁ、このまま家でまったりしてよーぜ」


　和音はソファーに座る文人に後ろから抱だきつくと、その首筋をペロリと舐なめた。


　和音の手がシャツの襟えり元もとから侵しん入にゆうしてきて、さっきまで鍵けん盤ばんを叩たたいていた指が文人の肌はだを微び妙みようなタッチでくすぐって誘さそいかけてくる。


「……しょうがない奴やつだ」


　文人はため息をついた。


　腕うでを伸のばして和音を引き寄せ、顔を上げて唇を合わせる。


「……ん……」


　柔やわらかな下唇の感かん触しよくを楽しんでから、少し強ごう引いんに吸い上げて舌を絡からませる。


　深いくちづけに、和音はすぐに夢中になった。


　シャツの中に潜もぐり込んでいた指から力が抜ぬけるのを見はからって、文人は手首をつかんで引っ張り出す。


「……もんど？」


　負担をかけずに引き剝はがすのに成功した綺麗な指に、キスをしてから手首を離はなした。


「続きは夜な」


　てっきり目をつり上げて怒るかと思ったのに、和音は両手を広げて、妙に嬉うれしそうに自分の指を眺ながめている。


「和音？」


「うん、花見に行こう」


　和音はいきなりご機き嫌げんになって、羽織るものとってくると言うと部屋に走って行った。


「どうなってるんだ？」


　怪しすぎる。


　文人は、本気で首を傾かしげた。





　　　　　　　☆





　バスに乗って、小さな街の中心にある城跡にむかう。


　ぐるりと城跡の周囲を囲むお堀ほりに面した土手の上には、等とう間かん隔かくに満開の桜が植えられていて、遠くからだとピンクに煙けむって見えるほどだ。


　いつもは閑かん散さんとしている広い城跡のあちこちに、沢たく山さんの花見の人達が輪になって集っている。


　所々に出店もあって、心浮うき立つ賑にぎやかさだった。


「文人、早く行こーぜ！」


　すっかり雰ふん囲い気きに呑のまれた和音は、一刻も早く待ち合わせの場所に行きたがった。


「ちょっと待て」


　が、文人はそんな和音の腕をつかんで止めると、一応の礼れい儀ぎだからと、先に城跡に建てられた神社へのお参りをする。


　待ち合わせの場所は、豊かな水を湛たたえるお堀に面した土手の上。


　ひときわ大きな、しだれ桜の下だった。


「文人さん、こっちですよ」


　土手を斜ななめに上っていく文人たちを見つけた真が、手を振ふっている。


「遅おくれてわるい」


「どーせ、和音ちゃんがごねたんだろう」


　のんびりとシートの上に寝ね転ころがって桜を見上げていた東郷が、起きあがりながらからかう。


「うっせーよ。──お、重箱五段重ね」


「この人数だからね。張り切ってみました」


　料理がかりの幸喜がにこにことお重を広げていく。


「これが和音リクエストの海老えびづくしで、こっちが文人リクエストの煮に物もの類、あとは適当にアラカルトでメインは巻き寿ず司しと手まり寿司」


　完かん璧ぺきでしょ、と得意げだ。


「うん、完璧！」


　和音はまさに花より団子状態だった。


　見上げさえすれば、こぼれんばかりの花をつけ重く垂れ下がったしだれ桜を、青空とともに鑑かん賞しようできる最高の場所に陣じん取どっているというのに、まったく見ようとしない。


　そそくさとシートの上に座り込むと、渡わたされた割り箸ばしを手に、いただきますもしないままひとりで重箱にのめり込んでいく。


「文人、和音にちゃんとご飯食べさせてる？」


「失礼な。食わせてる」


　あきれ声の幸喜に、文人もシートに座りながら憮ぶ然ぜんとして答えた。


「……ん、ひとり足りなくないか？　真、鈴掛も呼ぶって言ってなかったか？」


「生徒会の仕事が忙いそがしいみたいで……。時間に余よ裕ゆうができたら来るっていったけど」


　春は行事が多いから無理かも、と真。


「そうだな」


　生徒会長の座を譲ゆずり渡して自由の身になったばかりの文人は、少々罪悪感を感じて小さくなった。








　料理に夢中になっている和音をよそに、文人は東郷がこっそり持ち込んだ日本酒を飲みつつ、桜を見上げ、花見を満まん喫きつしていた。


「せっかくの花見なんだから、こう、片手で杯さかずきをもって、桜の花びらを浮かべてクイッとやりたいとこだな」


　東郷が情けなさそうに、紙コップの中の日本酒を飲み干した。


「樹杏の生徒だってひとめでわかる以上、さすがにそれはまずいだろう」


　文人は紙かみ袋ぶくろで覆おおった日本酒の瓶びんを傾かたむけて、東郷の空の紙コップに注つぐ。


「だが、ま、その場合、俺なら杯じゃなく無骨な湯飲みを選ぶな」


「お、それ渋しぶくていいねぇ」


　時代劇風だと東郷が喜び、ふたりの会話はそのまま時代劇談義へと移行していく。


「──あれさ、なんとかなんねーかな」


　ひとしきり食べ終わって落ち着いた和音は、そんなふたりの会話を小耳に挟はさんで、隣となりにいる真に小声で訴うつたえた。


「無理だと思うよ。文人さんにとっては、はじめての時代劇仲間だし……。──仲間はずれが悔くやしかったら、和音も時代劇観みて勉強したら？」


「それが駄だ目めなんだよなー」


　真がからかうと、和音は本気で困った顔をした。


「あのみょーなしゃべり方とかさ、ヅラとおでこの境目のラインとか見ちまうともう駄目なんだよ。コントはじめんじゃねーかってつい期待しちゃって、まともに見れねーの」


「それ、お笑い番組の見過ぎ」


「やっぱ、そーか」


　真のつっこみに、和音は珍めずらしく素す直なおにうなずいて、今さらどーしようもないしと悩なやむ。


「まあま、せっかくの花見なんだし悩んでないで、これもお食べ」


　文人たちに聞こえないようこそこそしゃべるふたりを、狐きつね面めんのような楽しげな笑え顔がおを浮かべて眺めていた幸喜が、和音にむかってお重を押し出す。


「このお重、全部まっちゃんが作ったの。食べてみ」


「へー」


　どれ、と和音がフライらしきものに箸を伸ばす。


　一口食べて、「ん」と顔を輝かがやかせた。


「うまっ。なに、これ？」


「鶏とり肉にくのチーズ包み揚あげ。上出来だろ？」


「うん」


　こっちはなんだろうと、再び食欲に火がついた和音は、お重にのめり込むようにしてむしゃむしゃと食べはじめる。


「まっちゃんは真面まじ目めだから、教えがいがあって先生もうれしーよ」


　この台詞せりふに、真は苦く笑しようした。


「最初は失敗ばかりだったけどね。──あのさ、幸喜。悪いんだけど、その呼び方やめてくんないかな」


「呼び方？」


「まっちゃんって……。さっきの話じゃないけど、お笑い芸人みたいでちょっと……」


「じゃ、まこちゃんに戻もどすか」


「どうでもいいけど……。っていうかさ、妙みような呼び方ばっかしてないで、普ふ通つうに真って呼べばいいんじゃないの？」


「う～ん、真かぁ。それだと、妙に思い出しちゃったりしてヤバイかも」


「思い出すって、なにを？」


「……ナニを」


　不思議そうに首を傾げる真の耳に、こそっと幸喜が囁ささやく。


「ばっ……か！　こんなトコで」


　真は一気に首まで赤くなって、すっくと立ち上がった。


「あれ？　真、どこ行くの？」


「ボート乗ってくる！」


　赤くなった顔を見られないよう顔を背そむけたまま、真はボート乗り場に逃にげて行った。


「俺もつき合ってくるよ」


　幸喜もその後を追い、和音はポツンと取り残された。


　文人たちの話題に加わるかと会話に耳を傾けたが、ふたりは杯を重ねつつ相変わらず時代劇談義を繰くり広げている。


（つまんねー）


　割り箸をくわえたまま、和音はふくれた。


「……俺も、ボート乗りてーな」


　聞こえるよう、少し大きな声でぼそっと呟つぶやくと、文人がピクッと反応した。


「前科持ちがなにを言ってる」


「和音ちゃんの前科？」


「こいつ、子供の頃ころに、自分で漕こぐってボートの上で暴れて、バランス崩くずしてひっくり返したことがあるんだ」


「ああ、あれか。あの後、たしか文人ってば風邪かぜひいたんだよな」


　ヒヒッと嫌いやな感じに笑う和音を、文人はうるさいと一いつ喝かつした。


「あの季節に風邪をひかないお前のほうが変なんだ。──ボートは却きやつ下かだ」


「なんだよ、文人のケチ」


「あ、じゃあ、俺が一いつ緒しよに乗ってやろうか？」


　東郷が申し出ると、和音はフンと顔を背けた。


「俺は文人と乗りたいんだよ！　もういーよ。ひとりで乗るし」


　ポイッと割り箸を投げ捨てると、真たちがむかった方向に走って行ってしまう。


「うわっ、思いっきりふられた」


　思いっきりわざとらしく胸を押さえた東郷は、「今の聞いたか、旦だん那な？」と、文人をからかおうとした。


　だがその前に、文人は立ち上がっていた。


「オールを漕ぐのはまずいな。──ちょっと抜ぬける。わるい」


　と、和音を追いかけて行ってしまう。


「……なんだよ。くそばかばかしい」


　ひとり取り残された東郷は、もしゃもしゃと頭をかいた。


　花見のメンツを聞いたときから、なんとなくこうなるような悪い予感はあったのだ。


　ボート遊びに混ぜろと追いかけて行っても、邪じや魔ま者もの扱あつかいされるだけだ。


「ひとりで花見か……」


　しょうがねぇと呟きながら、東郷はひとり手て酌じやくで酒を飲みはじめる。


　しばらくして、


「他ほかの方たちはどうなさったんです？」


　背後から声をかけられて振ふり向くと、遅おくれてきた鈴掛が立っていた。


「みんな、ボート乗りに行ってんだよ、生徒会長さん」


「校外でその呼び方は止よしてください。──あ、東郷さん、アルコール臭くさいですよ！」


　キッと鈴掛が目をつり上げる。


「まぁ、花見だし、大目に見ろよ」


「……花見の時期だからこそ学校関係者だって見張ってるんですよ！　もう、危ないな」


　こっちにまで迷めい惑わくかけないでくださいよ！　と、鈴掛が厳しく言う。


（……なんか俺、この子に怒おこられてばかりじゃねぇか）


　顔は好みなんだが、いまいちヒステリックっぽくて興味をそそられない。


　きっと相あい性しようが悪いんだなと、東郷は心の中で結論づける。


「ま、座って料理でもどうだ？　かなりいけるぞ」


「土井さんの手作りですよね。真さんに聞いて、ちょっと楽しみだったんですけど……」


　鈴掛はシートの上に座りながら、なにかを探すように散らばっているお重を眺ながめた。


「なんだ？」


「……デザートもあるからって、誘さそわれたんですけど」


「あ、それはこっちだ」


　最後の締しめだからと、和音の目に触ふれないよう幸喜が最初から隠かくしていたクーラーボックスを、東郷は引っ張り出した。


「どうせ、あいつら当分帰ってこないだろうし、先に食ってもかまわないんじゃないか？」


　食え食えとクーラーボックスの蓋ふたを開けると、中には数種類のケーキがぎっしり。


「東郷さんは？」


「俺は、あんま甘いの得意じゃねぇから」


　俺の分もやるよと言うと、鈴掛は、いいんですか？　とクーラーボックスを覗のぞき込んで嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。


（お、なかなか……）


　好物を前にして浮うかべた飾かざり気のない素す直なおな笑顔が、東郷の心の琴きん線せんに触れる。


　相性が悪いと切り捨てずに、もうちょっと係わってみようか？


　東郷は、ふとそんな気分になる。


（ま、春だしな）


　そう、春だから、ちょいと浮うわついた気分になるのは仕方ない。


　花見の相手に恵めぐまれたことを、ここは素直に喜ぶことにしよう。


　東郷は、仕切り直しとばかりに、頭上に垂れかかる桜を見上げた。








　文人がボート乗り場に到とう着ちやくしたとき、すでにそこに和音の姿はなかった。


　花見真っ盛さかりの時期だけあって、ボート乗り場で順番待ちしている行列の最さい後こう尾びに、幸喜の姿を見つけ近寄っていく。


「和音が来なかったか？」


「来た。で、まこちゃんを強ごう引いんに連れて、むこうにぶっとんでった」


　幸喜が指さした先を見ると、出店が何なん軒けんか並んでいた。


「たこ焼きが食べたいってさ」


「よく食うな。まったく。──何分待ちだ？」


「三十分だと。──まさか文人、ボート乗るの？　嫌な想おもい出があるから絶対に乗らないとか言ってなかったっけ？」


　去年、そのネタで散々からかった記き憶おくがある幸喜が、愉ゆ快かいそうに聞いてくる。


「乗りたくはないんだがな」


　だが、オールを漕いだ和音の手に豆ができるより、自分で乗って漕いでやったほうがマシだ。


　ボートに乗りたくないと思う原因になった嫌な想い出、それを作った張本人のためにボートに乗る羽目になるとは……。


「──ま、でもそれで正解でしょ」


「正解って？」


「いや、これ、地元民だけの内緒の話なんだけどね」


　と前置きして幸喜が話してくれたのは、ちょっとしたジンクスだった。


　曰いわく、満開の桜咲さく日に、意中の人とボートに乗って桜のアーチをくぐると、その人とずっと一緒にいられるとか……。


「……それ、和音知ってるか？」


「お前さんが知らないぐらいなんだから、知ってるわけないでしょ」


「いや、でも真とか、鈴掛とかから聞いてるんじゃ？」


「ないない。あのふたりも地元民じゃないからな。東郷あたりは知ってるかもしれないけど、さすがにこういう乙おと女めチックなジンクスは照れくさくて教えたりしないでしょ」


「ああ、なるほど……」


　東郷の「ふられた」というわざとらしいリアクションはそのせいだったのかもと、文人は納なつ得とくした。


（……ん？　まてよ）


「なぁ、幸喜。──去年、おまえ、乗らないって言う真を強引に誘ってボート乗ってなかったか？」


　文人さんが乗らないなら僕も乗らないと言っていた真を、お堀ほりから見る桜が一番綺き麗れいなんだからボートに乗らないときっとすごく後こう悔かいするよと、たしか幸喜が説得していた。


　その後、ふたりが楽しげにボートに乗っているのを、文人は土手のベンチから眺めていた記憶がある。


（ということは、つまり……そうなのか？）


「うん、乗ってたねぇ」


　文人の疑問に、幸喜はうなずいて答え、


「──で、それがなにか？」


　と、逆に問いかけてきた。


　横目で文人を見る幸喜の目は、いつもの笑えみを湛たたえた狐きつね目めじゃなく、黒目がきちんと見えるほどに見開かれていて……。


（──これは、やばいか）


　いつもひょうひょうとしてつかみどころのない友人だが、真顔になったときだけは注意信号だ。


　こういうときに迂う闊かつなことを言うと厄やつ介かいなことになる。


「……いや、かなり楽しそうだったなと思ってな」


「うん。そりゃもう、楽しかったよ」


　事なかれ主義を行使して情けなくもはぐらかす文人に、幸喜はいつもの狐面の笑みで答えた。


　そして、気まずい沈ちん黙もくが流れる。


「──あれ？　文人だ」


　沈黙を破ったのは、戻もどってきた和音だった。


　食べながら歩いてきたらしく、皿の上のたこ焼きはすでに半分に減っていた。


「たこ焼き食べる？」


　と、返事を聞く前に、文人の口にむぎゅっと強引に押し込む。


「おや、お面も買ったの？」


　和音の頭の上に乗っかっている戦隊ものの赤いお面を見て、幸喜が聞いた。


「ガキどもが、これが一番人気だって言うからさ」


「クリスマス会のときに参加してた子供たちが、和音のこと覚えててくれて、話しかけてくれたんだよね」


　真の言葉に、和音は嬉しそうにうなずいた。


「ピアノのお兄ちゃんだってさ」


「……よかったな」


　特に食べたくもなかったたこ焼きをむりやり飲み込んで、文人が言う。


「──ん、真も買ったのか？　付き合いがいいな」


「あ、これは和音が──」


　真が後ろ手に隠していたお面を見つけた文人が聞くと、真は和音と顔を見合わせて笑った。


「こうすると、前か後かわかんなくなるって」


　と、軽く背せ伸のびして、隠していたお面を幸喜の頭に載のせる。


「確かに」


　思わず文人は噴ふいた。


　それは、口と目元がキュッとつり上がった狐の面。


「なに？　──おやまあ」


　頭に載せられたお面を手にとった幸喜は、愉快そうに笑った。


「お、そろそろ順番だね。──行こ、まこちゃん」


　すっかり気に入ったらしく再び後頭部にかぶりなおすと、「次の方」と呼んでいる係員の元へ真とともに行ってしまった。


「似合う似合う。──あ……。真がボート漕こぐんだ」


　ボートに乗り込むふたりを見て、和音が羨うらやましそうに言った。


　真しん剣けんな顔で真がオールを漕ぎ、ゆっくりと接岸所から離はなれていく。


　文人たちのほうからだと、幸喜の後頭部の狐のお面がこっちをむいているように見えて、けっこう笑える光景だ。


「お前は駄だ目めだぞ」


　俺も漕ぐと和音が言い出す前に、文人は先手を打って禁止した。


　いつもの如ごとく「なんでだよ」とふくれて反はん撃げきしてくるだろうと覚かく悟ごしていたのに、和音は逆に嬉しそうに笑っていた。


「わかってるよ。これのためだろ？」


　と、右手の指を広げてみせる。


「文人なら、そう言うと思った。──あ、俺らの番だって」


　過保護で心配性しようだもんな、とからかうように言うと、呼んでいる係員の元に走って行った。


「文人、早く来いよ！　早く来ないと、俺が漕ぎ手になっちゃうぞ!!」


　自分の指をネタに脅おどしてくる和音に、文人は苦く笑しようした。


（まぁ、いいか）


　和音がなにを企たくらんでいてもかまうものか。


　この先もずっと一いつ緒しよにいられるのなら、それでいい。


　文人は、早く早くと急せかす和音にむかって足を踏ふみ出した。




飼かい主ぬしをひとりじめ！





黒くろ崎さきあつし
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